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製品名の変更について

Sun は新しい開発製品戦略の一環として、Sunの開発ツール群の製品名を Sun
WorkShop™ から Forte™ Developer に変更いたしました。製品自体の内容に変更は
なく、従来通りの高品質をお届けいたします。

これまでの Sun の主力製品である基本プログラミングツールに、Forte Fusion™ や
Forte™ for Java™ といった Forte 開発ツールの得意とする、マルチプラットフォーム
およびビジネスアプリケーション実装の機能を盛り込むことで、より広範囲できめ細
かな製品ラインが完成されました。

WorkShop 5.0 で使用されていた名称と、Forte Developer 6で使用される新しい名称
の対応については、以下の表をご覧ください。

製品名の変更に加えて、次の 2つの製品について大きな変更があります。

旧名称 新名称

Sun Visual WorkShop™ C++ Forte™ C++ Enterprise Edition 6

Sun Visual WorkShop™ C++ Personal
Edition

Forte™ C++ Personal Edition 6

Sun Performance WorkShop™ Fortran Forte™ for High Performance Computing 6

Sun Performance WorkShop™ Fortran
Personal Edition

Forte™ Fortran Desktop Edition 6

Sun WorkShop Professional™ C Forte™ C 6

Sun WorkShop™ University Edition Forte™ Developer University Edition 6
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� Forte for High Performance Computingには Sun Performance WorkShop Fortran
に含まれていたすべてのツール、および C++ コンパイラが含まれます。したがっ
て、High Performance Computingのユーザーは開発用に 1 つの製品だけを購入す
れば済むことになります。

� Forte Fortran Desktop Editionは以前の Sun Performance WorkShop Personal
Editionと同じです。ただし、この製品に含まれる Fortran コンパイラでは、自動
並列化されたコード、および明示的な指令に基づいた並列コードは生成できませ
ん。この機能は Forte for High Performance Computingに含まれる Fortranコンパ
イラでは使用できます。

Sun の開発製品を引き続きご利用いただきましてありがとうございます。今後もみな
さまのご要望にお応えする製品をお届けできるよう努力してまいります。
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xvii

はじめに

このマニュアルでは、Sun WorkShop™ TeamWare コード管理ツールの使用方法につ
いて説明します。主としてソフトウェア開発者を対象としていますが、コード管理に
関わりのある作業を行う、統合担当者、システム管理者、リリースエンジニアなども
対象としています。

通常、コード開発者は、統合領域またはワークスペースからコードを持ってきて、以
下の作業を行います。

� プログラムモジュールに新機能を追加する
� プログラムのテストおよびデバッグを行う
� コードを実装領域または統合ワークスペースに戻す

このマニュアルは、Solaris™ オペレーティング環境および UNIX® コマンドに関する
ある程度の知識を持っていることを前提としています。ソースコード管理システム
(SCCS)の使用経験は問いません。

第 9章「Sun WorkShop TeamWareにおけるプログラムの構築」と第 10章「dmake
ユーティリティの使用」は、標準の makeユーティリティについて書かれたドキュメ
ントの補足となるものです。構築ツールおよび分散メークを使用してプログラムの構
築プロセスをより効率的に処理する方法について説明しています。makeユーティリ
ティを使用してプログラム管理する上で、構築処理をより短時間に行いたい場合にお
読みください。これらの章は、読者が標準の makeユーティリティに関して十分な知
識を持っていることを前提としています。
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マルチプラットフォーム対応
この Sun WorkShopリリースは、Solaris 2.6、7、および 8のオペレーティング環境
(SPARC™ プラットフォームおよび Intelプラットフォーム)をサポートしています。

注 – Intelアーキテクチャとは、Pentium、Pentium Pro、Pentium II プロセッサおよ
び、これらと互換性のある AMDおよび Cyrix製のマイクロプロセッサチップ
を含む、Intel 8086マイクロプロセッサチップ群を意味しています。このマニュ
アルでは、これらすべてのプラットフォームアーキテクチャを総称して Intel
アーキテクチャと呼んでいます。

Sun WorkShop開発ツールへのアクセス方法
Sun WorkShop 製品コンポーネントとマニュアルページは標準ディレクトリ
/usr/bin および /usr/share/manにはインストールされません。そのため PATH

および MANPATH 環境変数を変更して Sun WorkShopコンパイラとツールにアクセス
できるようにする必要があります。

PATH環境変数を設定する必要があるかどうか判断するには以下を実行します。

1. 次のように入力して、PATH 変数の現在値を表示します。

2. 出力内容から /opt/SUNWspro/bin を含むパスの文字列を検索します。

パスがある場合は、PATH 変数は Sun WorkShop 開発ツールにアクセスできるように
設定されています。パスがない場合は、この節の指示に従って、PATH環境変数を設
定してください。

MANPATH 環境変数を設定する必要があるかどうか判断するには以下を実行します。

1. 次のように入力して、workshop マニュアルページを表示します。

% echo $PATH

% man workshop
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2. 出力された場合、内容を確認します。

workshop(1) マニュアルページが見つからないか、表示されたマニュアルページが
インストールされたソフトウェアの現バージョンのものと異なる場合は、この節の指
示に従って MANPATH 環境変数を設定してください。

注 – この節に記載されている情報は Sun WorkShop 6製品が /optディレクトリにイ
ンストールされていることを想定しています。 Sun WorkShopソフトウェアが
/optディレクトリにインストールされていない場合は、システム管理者に連絡
してください。

PATH変数および MANPATH 変数は、C シェルを使用している場合はホームディレクト
リの下の .cshrcファイルに設定する必要があります。Bourneシェルか Kornシェル
を使用している場合は、ホームディレクトリの下の .profileファイルに設定する必
要があります。

� Sun WorkShopコマンドを使用するには、 PATH変数に以下を追加してください。

/opt/SUNWspro/bin

� manコマンドで、Sun WorkShopマニュアルページにアクセスするには、MANPATH
変数に以下を追加してください。

/opt/SUNWspro/man

PATH変数についての詳細は、csh(1)、sh(1) および ksh(1)のマニュアルページを
参照してください。MANPATH変数についての詳細は、 man(1) のマニュアルページ
を参照してください。このリリースにアクセスするために PATH および MANPATH

変数を設定する方法の詳細は、『Sun WorkShop インストールガイド』を参照する
か、システム管理者にお問い合わせください。

内容の紹介
このマニュアルは次の章と付録から構成されています。

第 1章「Sun WorkShop TeamWareの概要」では、Sun WorkShop TeamWare製品の
概要を説明します。
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第 2章「ワークスペースの管理」では、ワークスペースを作成、管理する手順を具体
的に説明します。

第 3章「高度なワークスペース管理」では、ワークスペース管理ツールをカスタマイ
ズし、ワークスペースに対してさらに高度な作業を行う手順を具体的に説明します。

第 4章「ワークスペースへのアクセス制御」では、ワークスペースに対するトランザ
クションの実行権を制御する手順を具体的に説明します。

第 5章「ファイルの管理」では、ファイルのチェックアウトとプットバックの手順を
具体的に説明します。

第 6章「ファイル間の相違の解決」では、ファイルマージツールでファイル間の相違
を解決する手順を具体的に説明します。

第 7章「高度なファイル管理」では、ファイル履歴の表示やファイルの移動、ファイ
ル名の変更、バージョン管理ツールのカスタマイズ手順を具体的に説明します。

第 8章「フリーズポイントツールの使用方法」では、フリーズポイントを作成、利用
する手順を具体的に説明します。

第 9章「Sun WorkShop TeamWareにおけるプログラムの構築」では、特定のター
ゲットを構築する手順を具体的に説明するとともに、構築エラーの修正に関するヒン
トを示します。

第 10章「dmakeユーティリティの使用」では、複数のホストに構築ジョブを分散し
て、並列構築を可能にするツール dmakeについて説明します。dmakeの操作と、構
築ジョブを効率的に分散する方法について説明しています。

第 11章「Sun WorkShop TeamWareのショートカット」では、コマンド行から Sun
WorkShop TeamWareコマンドを使用する方法を説明します。また、マウスとキー
ボードを利用したショートカットも一覧で示しています。

第 12章「Sun WorkShop TeamWareのアーキテクチャー」では、メタデータファイル
と、ファイル転送トランザクション中の、ワークスペース管理ツールによる SCCS 履
歴ファイルの処理について説明します。また、SCCS マージ可能 ID (SMID) と SCCS
デルタID (SID) についても説明しています。

付録 A「エラーメッセージと警告メッセージ」では、エラーメッセージと警告メッ
セージを一覧表示し、各メッセージの意味と対策を示しています。

「用語集」は、このマニュアルで使用されている特殊用語を説明した用語集です。



はじめに    xxi

書体と記号について
このマニュアルで使用している書体と記号について説明します。

表 P-1 このマニュアルで使用している書体と記号

書体または

記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、
ディレクトリ名、画面上のコ
ンピュータ出力、コーディン
グ例。

.login ファイルを編集します。
ls -a を使用してすべてのファイルを表示
します。
machine_name% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、
画面上のコンピュータ出力と
区別して表わします。

machine_name% su
Password:

AaBbCc123
または
ゴシック

コマンド行の可変部分。実際
の名前または実際の値と置き
換えてください。

rm filename と入力します。
rm ファイル名 と入力します。

『 』 参照する書名を示します。 『SPARCstorage Array ユーザーマニュアル
』

「 」 参照する章、節、または、強
調する語を示します。

第 6 章「データの管理」を参照してくださ
い。
この操作ができるのは、「スーパーユー
ザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テ
キストがページ行幅を超える
場合、バックスラッシュは、
継続を示します。

machinename% grep ‘^#define \
　XV_VERSION_STRING’

➤ 階層メニューのサブメニュー
を選択することを示します。

作成 : 「返信」➤「送信者へ」
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シェルプロンプトについて
シェルプロンプトの例を以下に示します。

関連マニュアル
以下の方法で、関連マニュアルにアクセスすることができます。

� インターネットの docs.sun.comのWebサイトからアクセスできます。特定の
本のタイトルで検索するか、主題、マニュアルコレクションまたは製品別にブラウ
ズすることができます。

http://docs.sun.com

� ローカルシステムまたはローカルネットワークにインストールされた Sun
WorkShop製品からアクセスできます。Sun WorkShop 6 HTML 文書 (マニュア
ル、オンラインヘルプ、マニュアルページ、各コンポーネントの READMEファイ
ル、リリースノート) が、インストールした Sun WorkShop 6製品から参照可能で
す。HTML 文書にアクセスするには、次のいずれかを実行します。

� Sun WorkShopまたは Sun WorkShop™ TeamWareウィンドウで、「ヘルプ」
➤ 「オンラインマニュアルについて」を選択します。

� Netscape™ Communicator 4.0 またはその互換バージョンのブラウザで、以下
のファイルを開きます。

/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html

参照できる Sun WorkShop 6 HTML 文書の一覧がブラウザに表示されます。一覧
にあるマニュアルを開くには、マニュアルのタイトルをクリックしてください。

表 P-2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

UNIX の C シェル machine_name%

UNIX の Bourne シェルと Korn シェル machine_name$

スーパーユーザー
(シェルの種類を問わない )

#
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表 P-3 は、Sun WorkShop 6 関連マニュアルをマニュアルコレクション別に一覧にし
たものです。

表 P-3 マニュアルコレクション別 Sun WorkShop 6関連マニュアル

マニュアルコレクション マニュアルタイトル 内容の説明

Forte Developer 6 /
Sun WorkShop 6 リリース
マニュアル

Sun WorkShop 6 マニュア
ルの概要

Sun WorkShop 6で使用可能な
マニュアルとそのアクセス方法
について説明しています。

Sun WorkShop の新機能 Sun WorkShop 6 の現在のリ
リースと以前のリリースでの新
機能についての情報を記載して
います。

Sun WorkShop 6 リリース
ノート

インストールの詳細と Sun
WorkShop 6 最終リリースの直
前に判明した情報を記載してい
ます。このマニュアルはコン
ポーネントごとの README
ファイルにある情報を補足する
ものです。

Forte Developer 6 /
Sun WorkShop 6

プログラムのパフォーマン
ス解析

新しい標本コレクタと標本アナ
ラザの使い方について説明して
います (上級者向けのプロファ
イリング事例と説明付き )。コ
マンド行解析ツール
er_print、ループツール、
ループレポートユーティリティ
および UNIXプロファイルツー
ル prof、gprof、tcov につい
ての情報も含んでいます。

dbx コマンドによるデバッ
グ

dbx コマンドを使ってプログラ
ムをデバッグする方法について
説明しています。参考情報とし
て、同じデバッグ処理を Sun
WorkShop デバッグウィンドウ
を使って実行する方法も記載し
ています。

Sun WorkShop の概要
(このマニュアル )

Sun WorkShop 統合プログラミ
ング環境の基本的なプログラム
開発機能について説明していま
す。
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Forte C 6 / Sun WorkShop 6
Compilers C

C ユーザーズガイド C コンパイラオプション、サン
固有の機能 (プラグマ、 lint
ツール、並列化、64 ビットオ
ペレーティングシステムへの移
行および ANSI/ISO 準拠 C) に
ついて説明しています。

Forte C++ 6 /
Sun WorkShop 6 Compilers
C++

C++ ライブラリ・リファ
レンス

C++ライブラリについて説明し
ています。C++ 標準ライブラ
リ、Tools.h++ クラスライブラ
リ、Sun WorkShop Memory
Monitor、Iostream および複
素数の情報も含みます。

C++ 移行ガイド コードを本バージョンの Sun
WorkShop C++ コンパイラに移
行する方法について説明してい
ます。

C++ プログラミングガイ
ド

新しい機能を使ってより効率的
なプログラムを記述する方法に
ついて説明しています。
テンプレート、例外処理、実行
時の型識別、キャスト演算、パ
フォーマンス、およびマルチス
レッド対応のプログラムに関す
る情報も記載されています。

C++ ユーザーズガイド コマンド行オプションとコンパ
イラの使い方についての情報を
記載しています。

Sun WorkShop Memory
Monitor ユーザーズガイド

C および C++ のメモリー管理
で生じた問題を Sun WorkShop
Memory Monitor で解決する方
法について説明しています。こ
のマニュアルはインストールし
た製品
(/opt/SUNWspro/docs/ja/i
ndex.html)からのみ参照可能
で、docs.sun.comのWebサ
イトで参照することはできませ
ん。

Forte for High Performance
Computing 6 /
Sun WorkShop 6 Compilers
Fortran 77/95

Fortran ライブラリ・リ
ファレンス

Fortran コンパイラによって提
供されるライブラリルーチンの
詳細について説明しています。

表 P-3 マニュアルコレクション別 Sun WorkShop 6関連マニュアル

マニュアルコレクション マニュアルタイトル 内容の説明
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Fortran プログラミングガ
イド

入出力、ライブラリ、プログラ
ム分析、デバッグおよびパ
フォーマンスに関連する内容を
記述しています。

Fortran ユーザーズガイド コマンド行オプションとコンパ
イラの使い方についての情報を
記載しています。

FORTRAN 77 言語リファ
レンス

Fortran 77 言語の包括的な参照
情報を記載しています。

Fortran 95 区間演算プログ
ラミングリファレンス

Fortran 95 コンパイラによって
サポートされる組み込み
INTERVAL データについて説明
しています。

Forte TeamWare 6 /
Sun WorkShop TeamWare 6

Sun WorkShop TeamWare
ユーザーズガイド

Sun WorkShop TeamWare コー
ド管理ツールの使用方法につい
て説明しています。

Forte Developer 6/
Sun WorkShop Visual 6

Sun WorkShop Visual ユー
ザーズガイド

C++ と Java™ の GUI (グラ
フィカルユーザーインタフェー
ス )を Sun WorkShop Visualを
使用して作成する方法について
説明しています。このマニュア
ルには、旧リリース (Sun
WorkShop Visual 5.0) から変更
のない機能が記載されていま
す。

Sun WorkShop Visual の新
機能

Sun WorkShop Visual 6.0 で追
加または変更された機能につい
て説明しています。

Forte / Sun Performance
Library 6

Sun Performance Library
Reference (英語のみ )

コンピュータによる線形代数お
よび高速フーリエ変換を実行す
るサブルーチンと関数の最適化
ライブラリについて説明してい
ます。

Sun Performance Library
User’s Guide (英語のみ )

線形代数で発生した問題の解決
に使用されるサブルーチンと関
数のコレクションである Sun
Performance Library のサン固
有の機能の使用方法について説
明しています。

表 P-3 マニュアルコレクション別 Sun WorkShop 6関連マニュアル

マニュアルコレクション マニュアルタイトル 内容の説明
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表 P-4 は、docs.sun.com の Web サイトからアクセスできる Solaris 関連マニュア
ルの一覧です。

数値計算ガイド 数値計算ガイド 浮動小数点演算における数値の
精度に関する問題について説明
しています。

標準ライブラリ 2 Standard C++ Library
Class Reference (英語のみ)

標準 C++ の詳細について説明
しています。

標準 C++ ライブラリ・
ユーザーズガイド

標準 C++ ライブラリの使用方
法について説明しています。

Tools.h++ 7 Tools.h++ 7.0 ユーザーズ
ガイド

Tools.h++ クラスライブラリの
詳細について説明しています。

Tools.h++ 7.0 クラスライ
ブラリ・リファレンスマ
ニュアル

C++ クラスを使用して、プログ
ラム効率を向上させる方法につ
いて説明しています。

表 P-4 Solaris 関連マニュアル

マニュアルコレクション マニュアルタイトル 内容の説明

Solaris ソフトウェア開発 リンカーとライブラリ Solaris リンクエディタと実行
時リンカーの操作およびそれら
が操作するオブジェクトについ
て説明しています。

プログラミングユーティリ
ティ

Solaris オペレーティング環境
で使用可能な特殊組み込みプロ
グラミングツールに関する開発
者向けの情報を記載していま
す。

表 P-3 マニュアルコレクション別 Sun WorkShop 6関連マニュアル

マニュアルコレクション マニュアルタイトル 内容の説明
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第1章

Sun WorkShop TeamWareの概要

この章では、Sun WorkShop™ TeamWare の概要を説明します。この章は、次の節で
構成されています。

� Sun WorkShop TeamWareの機能と特長

� Sun WorkShop TeamWareの基本概念

� TeamWareを使用する理由
� 親ワークスペースと子ワークスペース
� ソースコード管理システム (SCCS)

� Sun WorkShop TeamWareのモデル

� コピー /変更 / マージモデル
� チームプロジェクトモデル

� Sun WorkShop TeamWareでの作業

� Sun WorkShop TeamWareの使用例

� チームに新しいメンバーを追加する
� Sun WorkShop TeamWare環境を設定する

以降の章では、各 TeamWareツールと機能の使用方法について詳細を説明します。

Sun WorkShop TeamWareの機能と特長
Sun WorkShop TeamWareは、ソフトウェアを並行して開発するチーム向けのソース
コード管理製品です。ソースコード管理を簡略化することによって時間を節約し、組
織の生産性を高めます。Sun WorkShop TeamWare では、次のことを行えます。
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� プロジェクトの各段階およびチームのメンバー構成に合わせたワークスペースの管
理。作業用ディレクトリおよびサブディレクトリ (フォルダ)がワークスペースにな

ります。
� 同じファイルの異なるバージョンに対する作業。メンバー各自のワークスペースに
最新のバージョンを保持できます。

� 1つのワークスペース内で同一ファイルの編集を禁止することによる衝突の防止。
� 複数のワークスペースで編集された、同じファイルの異なるバージョンの検査と選
択マージ。

� ワークスペースの特定のバージョンの検出とフリーズポイント作成。後で使用する
ためのそのバージョンのアーカイブ保管。

� 選択したファイルおよびディレクトリからのリリース用アプリケーションの構築。
ローカル (逐次または並列)に構築することも、複数のシステムを使用して分散メー
クすることもできます。

� チームのメンバーに対する、ファイルに加えられた個々の処理の自動通知

Sun WorkShop TeamWareのバージョン管理機能は、ソースコード管理システム

(SCCS)というプログラムに基づいています。Sun WorkShop TeamWare ツールで設定
したワークスペースは、SCCS の管理下にあるファイルに対してだけ機能します。
RCS ソースコード管理システム下にあるファイルは、Sun WorkShop TeamWare に移
行することによって管理できます。

Sun WorkShop TeamWareの基本概念
Sun WorkShop TeamWareを使用するには、TeamWare の基盤となっている開発形態
である、「コピー / 変更 /マージ」を理解する必要があります。また、「親」と
「子」ワークスペースの概念に基づく、ワークスペース間の関係を理解する必要もあ
ります。TeamWareは、UNIXの SCCS バージョン管理下にあるファイルに対してだ
け使用できます。以下では、これらの概念を簡単に説明します。

TeamWare を使用する理由

多くの大規模なソフトウェア開発プロジェクトで最も難しいのは、共通および相互依
存のファイルを共有する開発者間の作業の調整です。
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開発者がそれぞれに自分のソースコードのコピーを保持している場合、最終的にコー

ド全体をマージするときに、元のソースに加えられた変更を完全に追跡するのは困難
です。この 1つの解決策は、一度に一人の開発者だけが共通ファイルに逐次アクセス
できるようにすることです。しかし、この方法は現実的ではありません。

Sun WorkShop TeamWareでは、開発者ごとに独立した専用のワークスペースを作成
できるため、調整しながら並行開発を進めることができます。各開発者は、中央の
ワークスペースからプロジェクトファイルを自分のワークスペースにコピーし、その
ワークスペース内でファイルを変更して、変更を中央ワークスペースに戻すことがで
きます。

親ワークスペースと子ワークスペース

チームは、ディレクトリ (またはフォルダ) とファイル単位で作業を行います。Sun

WorkShop TeamWareを活用するには、1つの最上位ディレクトリ内にすべての作業
用ディレクトリをまとめ、そのディレクトリ階層を 1つのワークスペースとします。
Sun WorkShop TeamWareには、ワークスペースを管理するための次のツールが用意
されています。

� ワークスペース管理ツール : 複数の TeamWare ユーザーがそれぞれに所有するワー
クスペース間でのつながりを形成します。また、ワークスペースの履歴と、実行さ
れたあらゆるトランザクションを管理します。

� バージョン管理ツール :ファイルの履歴と各ファイルに対するデルタを管理しま
す。

� ファイルマージツール :ファイルの変更部分が互いに上書きされることのないよう
に保護します。

� フリーズポイントツール : ワークスペースの「スナップショット」を取得します。

� 構築ツール :ファイルを結合してアプリケーションを作成します。

Sun WorkShop TeamWareは、上位ディレクトリを 1つのワークスペースに変換しま
す。ワークスペースから新しいワークスペースを作成すると、元のワークスペースと
そのコピーの間に特別な関係が作成されます。元のワークスペースは、新たに作成さ
れた「子」ワークスペースの「親」とみなされます。



4 Sun WorkShop TeamWareユーザーズガイド  •  2000年 6月

親ワークスペース内のマスターファイルを壊すことのないよう、チームのメンバー
は、自分の子ワークスペース内のファイルのコピーを使用します。Sun WorkShop
TeamWareでは、子ワークスペースと親ワークスペースとの間でディレクトリを簡単
にコピーし合うことができます。

親ワークスペースは、多数の子ワークスペースを持つことができます。チームのメン
バーは、自分の子ワークスペースに必要なディレクトリとファイルを取り込みます。
子ワークスペースには、親ワークスペース内のすべてのディレクトリとファイルのコ
ピーを取り込むことも、親ワークスペースの一部内容だけ取り込むこともできます。

多数のレベルで構成される複雑なプロジェクトでは、1つのワークスペースがいくつ
かのワークスペースの親であるとともに、別のワークスペースの子であることがあり
ます。

ソースコード管理システム (SCCS)

Sun WorkShop TeamWareは、ソースコード管理システム (SCCS)の管理下にあるファ

イルだけ認識します。ファイルがチェックアウトされ、変更されて、チェックインさ
れるたびに、SCCS はその変更を記録します。同じファイルの 2つのバージョン間の
相違点を、「デルタ」と呼びます。Sun WorkShop TeamWare は、SCCS デルタに基
づいてファイルを管理します。ファイルが編集、移動、コピーされると、ワークス
ペース管理ツールはそのファイルの SCCS 履歴ファイルをコピーまたはマージしま
す。Sun WorkShop TeamWareによる SCCS 履歴ファイルの処理とマージについて
は、178ページの「ワークスペース管理ツールによるファイルのマージ」を参照して
ください。

SCCS については、『プログラミングユーティリティ』を参照してください。

Sun WorkShop TeamWareのモデル
組織内での Sun WorkShop TeamWareのモデルは、次の 2つがあります。

� コピー / 変更 /マージモデル : Sun WorkShop TeamWare の基本概念を表す利用形
態です。

� チームプロジェクトモデル :設定時や日々の作業における、Sun WorkShop
TeamWareユーザーの利用形態です。
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コピー / 変更 / マージモデル

Sun WorkShop TeamWareのワークスペース管理ツールは、「コピー / 変更 / マー
ジ」という並行開発の形態に基づいています。TeamWare を使用した日々の作業は、
プロジェクトファイルに対する次のような基本作業の繰り返しになります。

1. ブリングオーバー :親ワークスペースから自分のワークスペースにディレクトリの
最新バージョンをコピーします。

2. 変更 :自分のワークスペース内のディレクトリにあるファイルを変更します。

3. プットバック :変更したファイルを親ワークスペースに戻します。その間、他のメ
ンバーが同じファイルのコピーで作業をしていて、親ワークスペースにコピーを戻
した場合は、その 2組の変更を選択してマージできます。

次のコピー / 変更 /マージの例は、2人のユーザーがある 1つのプロジェクトの同一
または関連する部分を同時に使用するという、一般的なソフトウェア開発例を示して
います。
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• 開発者 Aと B が、プロジェクト統合
ワークスペースから各自のワークス
ペースに同じファイルをコピーしま
す。

• 開発者 B がファイルを変更し、変更
したファイルを統合ワークスペースに
戻します。

• 開発者 Aも自分のワークスペース内
で同じファイルを変更し、統合ワーク
スペースに戻そうと試みます。しか
し、開発者 B の変更が上書きされる
ことになるため、TeamWareのワーク
スペース管理ツールによって、その試
みが阻止されます。

• ワークスペース管理ツールによって、
開発者 Aに変更の衝突が通知されま
す。開発者 Aは、統合ワークスペー
スから自分のワークスペースに開発者
B の変更を含むファイルをコピーしま
す。

• ワークスペース管理ツールを使用して
衝突を解決し、変更をマージおよびテ
ストして、適切な変更内容のファイル
を統合ワークスペースに戻します。

開発者 A の
ワークスペース

開発者 B の
ワークスペース

統合ワークスペース

開発者 A の
ワークスペース

開発者 B の
ワークスペース

統合ワークスペース

開発者 A の
ワークスペース

開発者 B の
ワークスペース

統合ワークスペース

開発者 A の
ワークスペース

開発者 B の
ワークスペース

統合ワークスペース

開発者 A の
ワークスペース

開発者 B の
ワークスペース

統合ワークスペース
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チームプロジェクトモデル

個別ユーザーに対するコピー / 変更 /マージの開発形態は、より大きなチーム向けの
開発形態にも適合します。一般的な大規模プロジェクトでは、たいてい、そのプロ
ジェクトの形態、スケジュールに合わせて複雑なプロジェクト構成とプロセスを組み
立てる必要があります。以下は、TeamWare 環境の設定時間と日々の作業を進める上
での、そうした構成とプロセスの例です。

Sun WorkShop TeamWare 環境の設定

プロジェクトを開始するときは、チーム開発を始める前に次のことを行います。

1. チームのメンバーの 1人 (チームリーダーやシステム管理者) が、次のようなプロ
ジェクトの進捗段階や各部門を収容する一群の親ワークスペースを作成します。

� アルファ :チームの最新のファイルが置かれるワークスペース
� 統合 :チームリーダーがチーム全員の作業内容をまとめるワークスペース
� チーム : 各エンジニアリングチーム独自のワークスペース
� ベータ / 最終 :プロジェクトの進捗段階、リリース、プラットフォーム、ロケー
ルなどの基準に基づく、バージョン別のワークスペース

2. ファイルに対する作業を開始する前に、各チームメンバーが、チームのワークス
ペース (部門 1、部門 2、部門 3)に関係する各自の子ワークスペースを作成しま
す。
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3. 各チームメンバーが、必要なディレクトリやファイルのコピーを親ワークスペース
から各自のワークスペースにブリングオーバーします。

図 1-1 一般的な TeamWare環境の設定

これで、チームの並行開発のための環境が準備できたことになります。この環境で作
業を行うには、以下で説明するようにワークスペースを構成します。

Sun WorkShop TeamWare 環境における日々の作業

開発チームがファイルやディレクトリに対して作業を行い、アプリケーションの開発
行程を進めていくにしたがい、次の作業を定期的に繰り返し行うことになります。

1. チームメンバーが、チームの親ワークスペースから各自の子ワークスペースにディ
レクトリをブリングオーバーします。

� メンバーは、ブリングオーバーを頻繁に行う必要があります。このことを習慣
付けることによって、チーム内の新しい変更がメンバーのワークスペース全体に
反映されます。メンバー全員が最新の状態を維持するために必要です。

� メンバーが各自の子ワークスペースで変更を行い、変更したディレクトリをチー
ムの親ワークスペースにプットバックします。

アルファ

最終

エンジン

統合

ユーティ
リティ

GUI

ベータ

部門 1 部門 2 部門 3
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� TeamWareは、変更がプットバックされたことをチームの全員 (または通知リス

トに登録されているメンバー)に自動的に通知します。

2. チームのリーダーは、プットバックされた変更を調べ、変更されたディレクトリを
チームのワークスペースから「統合」ワークスペースにプットバックします。

3. 「統合」ワークスペース内のファイルの準備ができたことを通知された構築担当者
が、すべてのファイルを統合してアプリケーションを構築し、変更が反映された
ディレクトリを「アルファ」ワークスペースにプットバックします。

4. 「アルファ」ワークスペースの準備ができたことを通知されたソフトウェア検査担
当者は、そのワークスペースに移動してアプリケーションをテストします。

5. 製品のアルファ段階が完了したら、「アルファ」ワークスペースの子として「ベー
タ」ワークスペースを作成し、「統合」ワークスペースの親を「ベータ」ワークス
ペースに切り替えます。

6. 安全のために、チームのメンバーは、ワークスペースの特定の「スナップショッ
ト」(フリーズポイント)を定期的に残しておくか、アーカイブします。作成したフ
リーズポイントからワークスペースを抽出できます。このワークスペースには、フ
リーズポイントを取ったときのその時点の全内容が含まれています。

Sun WorkShop TeamWareでの作業
次の表に、各 TeamWareツールの用途を簡単にまとめます。

表 1-1 TeamWareツールの用途

作業 TeamWare ツール

ディレクトリのワークスペースへの変換 ワークスペース管理ツール

親ワークスペースへからの子ワークスペースの作成 ワークスペース管理ツール

親ワークスペースから子ワークスペースへのディレク
トリのブリングオーバー

ワークスペース管理ツール

自分のワークスペースのファイルのチェックアウト バージョン管理ツール

ファイルの変更と保存 バージョン管理ツール

自分のワークスペースのファイルのチェックイン バージョン管理ツール

ワークスペースにおけるファイルの新規作成 バージョン管理ツール
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Sun WorkShop TeamWareの使用例
Sun WorkShop TeamWareは、プロジェクトやチームにおける各自の役割に応じて、
さまざまな使い方ができます。ここでは、2つの例を取り上げます。

チームに新しいメンバーを追加する

TeamWareを使用してソフトウェアの並行開発を行なっていて、すでに親ワークス
ペースと子ワークスペースが作成されているチームに新しいメンバーを追加する場合
は、そのメンバーは次のことを行う必要があります。

1. チームの親ワークスペースの構成を確認します。

2. 構築に関するチームの方針やプロセス、スケジュールを確認します。

3. 自分の子ワークスペースを作成します。この子ワークスペース内で作業をすることに
なります。

4. Sun WorkShop TeamWare 内で電子メール通知の設定をします。

5. 親ワークスペースから必要なディレクトリをブリングオーバーします。

6. 各ファイルをチェックアウトし、変更、保存をして、チェックインします。

新規および変更したファイルの親ワークスペースへの
プットバック

ワークスペース管理ツール

複数メンバーがそれぞれのワークスペースで変更した
ファイルの矛盾バージョンのマージ

ファイルマージツール

マージしたファイルの親ワークスペースへのプット
バック

ワークスペース管理ツール

特定のバージョンのワークスペースの保存 フリーズポイントツール

複数ファイルからのアプリケーションの構築 (検査や
リリース用)

構築ツール

表 1-1 TeamWareツールの用途 (続き)

作業 TeamWare ツール
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7. 必要に応じて、自分のワークスペースのファイルの追加または削除を行います。追加
したファイルは、SCCS の管理下に置きます。

8. ファイルの変更を終えたら、ディレクトリ全体を親ワークスペースにプットバックし
ます。

9. 行なった変更は、チームに自動的に通知されます。

10. プットバックしようとしたファイルが、すでに別のメンバーによって変更されプット
バックされていた場合は、変更内容をマージし、そのマージ結果を反映したファイル
を親ワークスペースにプットバックします。

Sun WorkShop TeamWare 環境を設定する
Sun WorkShop TeamWareワークスペース環境を初めて作成する場合は、次のことを
行う必要があります。

1. 次のような基準に基づいて、チームのワークスペースの構成を決定します。

� プロジェクトの各段階

� チームのメンバーの所在地、またはメンバーが使用するネットワークやファイルシ
ステム

� アプリケーション開発に使用される、およびアプリケーション開発のターゲットと
なるプラットフォーム

� プロジェクトのリリース構造

2. プロジェクト用の親ワークスペースを作成します。

3. チームのメンバーが子ワークスペースを作成できるように、作成した親ワークスペー
スの情報をチームに通知します。

4. 次のような事項に関してチーム内で取り決めます。

� 定期的なブリングオーバー

� プットバック
� 定期的な更新期限 (例: 毎週の構築前まで)
� 下位の親ワークスペースから上位の親ワークスペースへの定期的なプットバック
� 定期的な構築
� 構築またはその他の主要バージョンのフリーズポイント作成
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5. チームと共にアプリケーションの開発も行なっている場合は、10 ページの「チームに
新しいメンバーを追加する」で説明しているように、自分の子ワークスペースを作成
し、定期的に Sun WorkShop TeamWareツールを使用して、必要な作業を行います。
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第2章

ワークスペースの管理

Sun WorkShop TeamWareの機能を利用するには、ファイルとディレクトリを
TeamWareワークスペースに置く必要があります。ワークスペースとは、ワークス
ペースとして指定されたディレクトリとそのサブディレクトリ、およびそれらのディ
レクトリに含まれるファイル全体を指します。Sun WorkShop TeamWare のツールを
利用することによって、ワークスペース内のファイルとその他のワークスペースとの
関係を管理します。ワークスペース管理ツールは、ワークスペースの内容やワークス
ペース間の関係の表示、コマンドの実行を行うツールです。この章では、ワークス
ペース管理ツールで次の基本的な作業を行う方法を説明します。

� ワークスペース管理ツールの起動
� 親ワークスペースの作成
� 子ワークスペースの作成
� ワークスペース間の変更内容の伝達
� ワークスペースに対する変更の取り消し
� ワークスペースの名前の変更と移動
� ワークスペースの削除と設定の解除
� ワークスペースの履歴表示

ワークスペース管理ツールの起動
ワークスペース管理ツールを起動するには、コマンド行から次のコマンドを入力しま
す。

% twconfig &
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Sun WorkShop™ を使用している場合は、次のいずれかの方法で TeamWare のワーク
スペース管理ツールを起動できます。

� Sun WorkShop のメインウィンドウにある「TeamWare」ボタンをクリックする。
� Sun WorkShop のメインウィンドウのツールバーにある「ツール」メニューから
「TeamWare」を選択する。

注 – Sun WorkShop製品のコンポーネントとマニュアルページは、標準のディレクト
リの /usr/bin/ と /usr/share/manにはインストールされません。このた
め、Sun WorkShop TeamWareのツールにアクセスするには、PATHおよび

MANPATH 環境変数の設定を変更する必要があります。xviiiページの「Sun
WorkShop 開発ツールへのアクセス方法」を参照してください。

Sun WorkShop TeamWareのワークスペース管理ツールを起動すると、「ワークス
ペース管理」ウィンドウが開きます (図 2-1 を参照)。

図 2-1 親ワークスペースが読み込まれた状態の「ワークスペース管理」ウィンドウ
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「ワークスペース管理」ウィンドウにあるメニューを、表 2-1に示します。

これらのメニューについての詳細は、Sun WorkShop TeamWare のオンラインヘルプ
を参照してください。ワークスペース管理ツールのカスタマイズ方法については、48
ページの「ツール属性によるワークスペース管理ツールのカスタマイズ」を参照して
ください。

親ワークスペースの作成
Sun WorkShop TeamWareでは、新たにプロジェクトを開始することも、既存のプロ

ジェクトファイルを Sun WorkShop TeamWareに読み込むこともできます。このため
には、ワークスペースを作成する必要があります。

表 2-1 「ワークスペース管理」ウィンドウのメニュー

メニュー 説明

ファイル ワークスペースの読み込み、読み込み解除、作成をするためのコ
マンドがあります。

表示 ワークスペース区画内のワークスペースの表示方法を変更するた
めのコマンドがあります。

ワークスペース ワークスペースを管理するためのコマンドがあります。

アクション 「トランザクション」ダイアログボックスを開きます。このダイ
アログボックスには、ファイルの同期を取るためのコマンド (ブ
リングオーバー、更新、プットバック) があります。

オプション ワークスペースとワークスペース管理ツールのオプションを設定
するためのコマンドがあります。

TeamWare バージョン管理ツール、ファイルマージツール、フリーズポイン
トツールなどの他の TeamWareツールを起動するためのコマンド
があります。

ヘルプ ヘルプの起動、マニュアル一覧の表示、Sun WorkShop

TeamWare開発チームへのコメントの送信、バージョン番号の表
示を行うためのコマンドがあります。
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プロジェクトを開始するときは、まず、最上位のワークスペース (親ワークスペース)
を作成します。その後で、ブリングオーバーというファイルの特殊なコピーを行うこ
とによって、親ワークスペースから子ワークスペースを作成します。開発チームのメ
ンバーは、それぞれの子ワークスペース内で変更を行い、他の開発者が加えた変更と
統合します。変更を統合する作業を、「プットバック」と呼びます。

ワークスペースを作成すると、TeamWareによって、Codemgr_wsdataという名前
のサブディレクトリが自動的に作成されます。このサブディレクトリには、作成され
たワークスペース内のファイルに関する情報が格納されます。親ワークスペースを作
成するには、次の 2つの方法があります。

� 空のワークスペースを作成して、その中に新しいディレクトリとファイルの階層を
作成する。

� 既存のファイル階層からワークスペースを作成する。

注 – 既存のプロジェクトファイルを利用する場合は、ワークスペース管理ツールを使
用する前に、それらファイルの格納場所 (パス名)を調べておいてください。

空のワークスペースの作成

空のワークスペースを新たに作成する手順は次のとおりです。

1. ワークスペース管理ツールを起動します。

2. 「ファイル」➤「ワークスペース作成」を選択します。

3. 「ワークスペースディレクトリ」フィールドにワークスペース名を入力します。

入力したディレクトリ名が存在しない場合は、Sun WorkShop TeamWare によって自
動的に作成されます。

4. 「了解」をクリックします。

指定したディレクトリにワークスペースが作成され、「ワークスペース管理」ウィン
ドウにそのアイコンが作成されます。

ファイルを作成するには、ワークスペースにファイルをチェックインする必要があり
ます。69ページの「ワークスペースへのファイルの追加」を参照してください。



第 2章 ワークスペースの管理    17

既存のファイルからのワークスペースの作成

ワークスペースに置きたいファイルを含むディレクトリがすでにある場合は、次のよ
うにします。

1. TeamWare のワークスペース管理ツールを起動します。

2. 「ファイル」➤「ワークスペース作成」を選択します。

3. 「ワークスペースディレクトリ」フィールドに、ファイルが含まれているディレクト
リのパス名を入力します。

4. 「了解」をクリックします。

指定したディレクトリにワークスペースが作成され、「ワークスペース管理」ウィン
ドウにそのアイコンが作成されます。

5. Sun WorkShop TeamWare のバージョン管理ツールを使用して、ファイルをチェック
インします。

Sun WorkShop TeamWareは、SCCS でバージョン管理されているファイルだけを認
識します。ファイルが SCCS でバージョン管理されていない場合は、ファイルを
チェックインしてください。詳細は、69ページの「ワークスペースへのファイルの追
加」を参照してください。

子ワークスペースの作成
親ワークスペースを作成したら、開発チームの各メンバーが、親ワークスペースの
ファイルのコピーを持つ各自の子ワークスペースを作成する必要があります。ワーク
スペース管理ツールの各トランザクション (親ワークスペースからファイルをブリン
グオーバーし、子ワークスペースでファイルを変更し、親ワークスペースにファイル
をプットバックする作業)を、この親子関係に基づいて実行します。

子ワークスペースを作成する手順は次のとおりです。

1. ワークスペース管理ツールを起動します。

2. ファイルの取得先のワークスペースが自動的に読み込まれない場合は、「ファイル」
➤「ワークスペースの読み込み」を選択します。
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3. 「ワークスペース読み込み」ダイアログボックスからワークスペースを選択し、
「ワークスペースの読み込み」ボタンをクリックします。

選択した親ワークスペースが読み込まれ、「ワークスペース管理」ウィンドウにその
アイコンが表示されます。

4. 「アクション」➤「作成ブリングオーバー」を作成します。

「トランザクション」ダイアログボックスの「作成ブリングオーバー」タブが開きま

す (図 2-2 を参照)。

図 2-2 「トランザクション」ダイアログボックスの「作成ブリングオーバー」タブ

5. 次のいずれかの操作を行い、ブリングオーバーするディレクトリとファイルを選択し
ます。

「追加」
ボタン
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� デフォルトの「./」を選択し、すべてのファイルをブリングオーバーする。
� 「ワークスペースすべて」ボタンをクリックし、すべてのファイルをブリングオー
バーする。

� 「追加」ボタンをクリックして「ファイル追加」ダイアログボックスを表示し、特
定のファイルを追加または削除する。

a. 「ファイル追加」ダイアログボックスを使用し、目的のファイルを選択します (図
2-3 を参照)。

このダイアログボックスでは、ディレクトリのアイコンをダブルクリックすること
によってファイルシステムの階層を移動できます。特定のディレクトリに直接移動
するには、「名前」フィールドにパス名を入力し、「ディレクトリの読み込み」ボ
タンを選択します。親ワークスペース階層の外へは移動できません。

図 2-3 「ファイル追加」ダイアログボックス

b. ファイルとディレクトリを選択します。

ファイルまたはディレクトリのアイコンをクリックしてください。Shift キーを押
しながらクリックすることによって、複数のファイルとディレクトリをまとめて選
択できます。

c. 「ファイル追加」ボタンをクリックして「作成ブリングオーバー」タブにファイル
を追加します。

d. 「閉じる」をクリックします。
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6. 「作成ブリングオーバー」タブの「ブリングオーバー」ボタンをクリックします。

「トランザクション出力」ウィンドウにブリングオーバーの状態が表示されます。ブ
リングオーバーが完了すると、そのことが示されます。

これで、子ワークスペースが作成されます。以降、ファイルをチェックアウトして変
更し、親ワークスペースにプットバックできます。ファイルをチェックアウトする方
法については、70ページの「ファイルのチェックアウト」を参照してください。親
ワークスペースにファイルをプットバックする方法については、20ページの「ワーク
スペース間の変更内容の伝達」を参照してください。

ワークスペース間の変更内容の伝達
ワークスペース階層を作成した後で大切なことは、それらワークスペースの内容の同
期を取ることです。ワークスペース管理ツールのあらゆるファイル転送トランザク
ションは、子ワークスペースの視点から行われます。すなわち、ブリングオーバート
ランザクションは、子が親からファイルを「ブリングオーバーする」(取り込む) こと
です。逆に、プットバックトランザクションは、子から親にファイルを「プットバッ
クする」(戻す) ことです。

親ワークスペースの変更を子ワークスペースに適用するには、「更新ブリングオー
バー」トランザクションを使用します。子ワークスペースの変更を親ワークスペース
に適用するには、「プットバック」トランザクションを使用します。親にファイルを
プットバックすることによって、チームの他のメンバーがそのファイルを利用できる
ようになります。

子ワークスペースの更新 (更新ブリングオーバー)

更新ブリングオーバートランザクションを開始する手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「ファイル」➤「ワークスペースの読み込
み」を選択して、自分のワークスペースを読み込みます。

2. 読み込んだワークスペースをクリックして選択状態にします。
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3. 「アクション」➤「更新ブリングオーバー」を選択します。

「トランザクション」ダイアログボックスの「更新ブリングオーバー」タブが表示さ

れます (図 2-4 を参照)。

「ワークスペース」区画のフィールドに自動的に親と子の名前が表示されます。これ
らのフィールドには新しいパス名を入力でき、いつでも変更できます。

図 2-4 「トランザクション」ダイアログボックスの「更新ブリングオーバー」タブ

4. 次のいずれかの操作を行い、ブリングオーバーするディレクトリとファイルを選択し
ます。

� デフォルトの「./」を選択し、すべてのファイルをブリングオーバーする。

「追加」
ボタン



22 Sun WorkShop TeamWareユーザーズガイド  •  2000年 6月

� 「ワークスペースすべて」ボタンをクリックし、すべてのファイルをブリングオー
バーする。

� 「追加」ボタンをクリックして「ファイル追加」ダイアログボックスを表示し、特
定のファイルを追加または削除する。

a. 「ファイル追加」ダイアログボックスを使用し、目的のファイルを選択します (図
2-3 を参照)。

このダイアログボックスでは、ディレクトリのアイコンをダブルクリックすること
によってファイルシステムの階層を移動できます。特定のディレクトリに直接移動
するには、「名前」フィールドにパス名を入力し、「ディレクトリの読み込み」ボ
タンを選択します。親ワークスペース階層の外へは移動できません。

b. ファイルとディレクトリを選択します。

ファイルまたはディレクトリのアイコンをクリックしてください。Shift キーを押
しながらクリックすることによって、複数のファイルとディレクトリをまとめて選
択できます。

c. 「ファイル追加」ボタンをクリックして「更新ブリングオーバー」タブにファイル
を追加します。

d. 「閉じる」をクリックします。

5. 「更新ブリングオーバー」タブから「ブリングオーバー」ボタンをクリックします。

「トランザクション出力」ウィンドウにブリングオーバーの状態が表示されます。ブ
リングオーバーが完了すると、そのことが示されます。これで、親ワークスペースに
あるファイルの最新版を自分のワークスペースにコピーしたことになります。

注 – 「プレビュー」オプションを選択することによって、ファイルを実際に転送する
前にトランザクションの内容を確認できます。

親ワークスペースへの変更内容のプットバック

プットバックトランザクションを開始する手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「ファイル」➤「ワークスペースの読み込
み」を選択して、自分のワークスペースを読み込みます。

2. 読み込んだワークスペースをクリックして選択状態にします。
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3. 「アクション」➤「プットバック」を選択します。

「トランザクション」ダイアログボックスの「プットバック」タブが表示されます
(図 2-5 を参照)。

「ワークスペース」区画のフィールドに自動的に名前が表示されます。これらの
フィールドには新しいパス名を入力でき、いつでも変更できます。

図 2-5 「トランザクション」ダイアログボックスの「プットバック」タブ

4. 次のいずれかの操作を行い、プットバックするディレクトリとファイルの選択に進み
ます。

� デフォルトの「./」を選択し、すべてのファイルをプットバックする。
� 「ワークスペースすべて」ボタンをクリックし、すべてのファイルをプットバック
する。

「追加」ボタン
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� 「追加」ボタンをクリックして「ファイル追加」ダイアログボックスを表示し、特
定のファイルを追加または削除する。

a. 「ファイル追加」ダイアログボックスを使用し、目的のファイルを選択します (図
2-3 を参照)。

このダイアログボックスでは、ディレクトリのアイコンをダブルクリックすること
によってファイルシステムの階層を移動できます。特定のディレクトリに直接移動
するには、「名前」フィールドにパス名を入力し、「ディレクトリの読み込み」ボ
タンを選択します。親ワークスペース階層の外へは移動できません。

b. ファイルとディレクトリを選択します。

ファイルまたはディレクトリのアイコンをクリックしてください。Shift キーを押
しながらクリックすることによって、複数のファイルとディレクトリをまとめて選
択できます (図 2-3を参照)。

c. 「ファイル追加」ボタンをクリックして、「トランザクション」ダイアログボック
スの「プットバック」タブにファイルを追加します (図 2-5 を参照)。

d. 「閉じる」をクリックします。

5. 現在のプットバックトランザクションに関するコメントを入力します。

入力したコメントは、ワークスペースの「履歴」として保存されます。最大 8K バイ
トのコメントを入力できます。

6. 「プットバック」タブから「プットバック」ボタンをクリックします。

「トランザクション出力」ウィンドウにブリングオーバーの状態が表示されます。ブ
リングオーバーが完了すると、そのことが示されます。これで、自分の子ワークス
ペース内のファイルと親ワークスペース内のファイルの内容の同期を取ったことにな
ります。

注 – 子ワークスペースで変更したファイルが、親ワークスペースですでに変更されて
いる場合、そのファイルをプットバックすることはできません。親と子のファイ
ル間の相違を解決する必要があります。詳細は、第 6章を参照してください。

プットバックトランザクションで行われた処理は、「取消し」トランザクションで取
り消すことができます。詳細は、25ページの「ワークスペースに対する変更の取り消
し」を参照してください。
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ワークスペースに対する変更の取り消し
「トランザクション」ダイアログボックスの「取消し」タブを使用し、ワークスペー
スに対する直前のブリングオーバーまたはプットバックトランザクションを取り消す
ことができます。この取り消しの対象になるのは、そのトランザクションによって
ファイルが変更された側のワークスペース (転送先のワークスペース) です。別のブリ
ングオーバーまたはプットバックトランザクションによって、そのワークスペースに
変更が加えられない限り、トランザクションは何度でも取り消すことができます。た
だし、取り消せるのは直前のブリングオーバーまたはプットバックトランザクション
だけです。

プットバックまたはブリングオーバートランザクションによってファイルが更新され
ているか、衝突していることが検出された場合は、取り消しトランザクションはファ
イルを元の状態に戻します。新規のファイルがあった場合 (つまり、ブリングオー
バーやプットバックトランザクションによって新たに作成された場合)、そのファイル
は削除されます。

取消しトランザクションを開始する手順は次のとおりです。

1. トランザクションを取り消すワークスペースを選択します。

「取消し」タブを表示する前に、「ワークスペース管理」ウィンドウでワークスペー
スのアイコンを選択しておくと、「ワークスペースディレクトリ」フィールドにその
ワークスペース名が自動的に表示されます。このフィールドには新しいパス名を入力
でき、いつでも変更できます。

2. 「取り消し実行」ボタンをクリックして、トランザクションを開始します。

ワークスペースの名前の変更と移動
ワークスペース管理ツールでは、ワークスペースやファイル、それらの関係の記録を
残すために必要な管理作業のすべてを行います。ワークスペース管理ツールを使用し
て、ワークスペースの名前の変更や、移動、削除をすることによって、ワークスペー
スの履歴やワークスペース間の関係を管理できます。
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注 – ワークスペースの名前変更や移動には、CDE (共通デスクトップ環境) のファイ
ルマネージャや SunOSオペレーティングシステムの mvコマンドではなく、
この節で紹介する手順を使用してください。この手順を使用することによって、
ワークスペースの親子関係が保持されます。

ワークスペースの名前変更や移動をするには、「ワークスペース管理」ウィンドウに
あるメニューを使用します。

ワークスペースの名前変更または移動をする手順は次のとおりです。

1. 「ファイル」➤「ワークスペースの読み込み」を選択して、ワークスペースを読み込
みます。

2. 読み込んだワークスペースをクリックして選択状態にします。

3. 「ワークスペース」➤「名前変更」を選択します。

4. 「名前変更」ダイアログボックスにワークスペースの新しい名前または場所を入力し
ます。

5. 「了解」をクリックします。

「ワークスペース管理」ウィンドウに、新しい名前または場所が示されたワークス
ペースが表示されます。

ワークスペースの削除と設定の解除
ワークスペースの削除や、ワークスペース設定の解除を行う場合は、オペレーティン
グシステムのコマンドではなく、この節で説明する手順を使用してください。

ワークスペースの削除

ワークスペースを削除する手順は次のとおりです。

1. 「ファイル」➤「ワークスペースの読み込み」を選択して、ワークスペースを読み込
みます。
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2. 読み込んだワークスペースをクリックして選択状態にします。

Shiftキーを押しながらクリックすることによって、複数のワークスペースをまとめて
選択できます。

3. 「ワークスペース」➤「削除」を選択します。

4. 「削除確認」ダイアログボックスで「了解」をクリックします。

削除したワークスペースのアイコンが「ワークスペース管理」ウィンドウから消去さ
れます。

ワークスペース設定の解除

Sun WorkShop TeamWareのワークスペースを通常のディレクトリに戻す手順は次の
とおりです。

1. 「ファイル」➤「ワークスペースの読み込み」を選択して、ワークスペースを読み込
みます。

2. 読み込んだワークスペースをクリックして選択状態にします。

Shiftキーを押しながらクリックすることによって、複数のワークスペースをまとめて
選択できます。

3. 「ワークスペース」➤「削除」を選択します。

4. 「Codemgr_wsdata ディレクトリのみの削除」ボタンを選択します。

5. 「削除確認」ダイアログボックスで「了解」をクリックします。

削除したワークスペースのアイコンが「ワークスペース管理」ウィンドウから消去さ
れます。ただし、ファイル自体はそのまま残っています。

ワークスペースの履歴表示
ワークスペース管理ツールのトランザクションは、ワークスペース履歴ファイルに記
録されます。

� 1つのワークスペースに対するコマンドは、そのワークスペースにだけ記録されま

す。
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� 複数のワークスペースに対するコマンドは、転送元と転送先の両方のワークスペー
スに記録されます。ただし、コマンドエントリは転送元と転送先の両方に記録され
ますが、変更されたファイルのリストは、転送先のワークスペースにだけ記録され
ます。

ワークスペースの履歴ファイルの内容を表示し、ワークスペースに加えられた変更の
履歴を調べたり、変更を再構成したりできます。コマンドログのエントリは、コマン
ド行の入力内容で構成されます。コマンドの意味や構文について不明な点がある場合
は、そのコマンドのマニュアルページを参照してください。マニュアルページを表示
する方法については、第 11章を参照してください。

ワークスペースの履歴を表示する手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウでワークスペースをクリックして選択状態にしま
す。

2. 「ワークスペース」➤「履歴の表示」を選択します。

「履歴表示」ウィンドウが表示されます (図 2-6 を参照)。

ワークスペースの履歴表示のカスタマイズ

「履歴表示」ウィンドウに表示される次の項目をカスタマイズできます。

� 表示するトランザクションの情報量
� トランザクションを表示する順序

� 表示する項目

「履歴表示」ウィンドウには、デフォルトでは、トランザクションの状態だけが表示
されます。表 2-2に「履歴表示」ウィンドウに表示できる項目を示します。

表 2-2 ワークスペースの履歴表示の項目

項目 内容

時間 トランザクションの実行日時

操作 トランザクション名

ユーザー トランザクションを開始したユーザー名

ホスト トランザクションが開始されたマシン名

TW リリース トランザクションを実行した TeamWareのバージョン

状態 トランザクションの終了ステータス
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図 2-6 ワークスペースの履歴表示

トランザクション情報の追加と削除

「履歴表示」ウィンドウに表示するトランザクションの情報を追加または削除する手
順は次のとおりです。

1. 「履歴表示」ウィンドウから「表示」➤「オプション」を選択します。
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2. 「履歴表示オプション」ダイアログボックスの「表示」から、「履歴表示」ウィンド
ウに追加または削除する項目を選択します。

3. 「了解」をクリックします。

「履歴表示オプション」ダイアログボックスが閉じ、選択した項目が「履歴表示」
ウィンドウに追加または削除されます。

トランザクション情報のソート

デフォルトでは、「履歴表示」ウィンドウに表示されるトランザクションは、発生日
時を基準にソートされます。最新のトランザクションが履歴の最後に表示されます。

1. 「履歴表示」ウィンドウから「表示」➤「オプション」を選択します。

2. 「履歴表示オプション」ダイアログボックスの「ソート基準」ボタンの 1 つをクリッ
クします。

3. 「了解」をクリックします。

選択した条件に基づいて、トランザクション情報がソートされます。

フィルタオプションの追加

「履歴表示」ウィンドウに表示するトランザクション情報を、「操作」、「ユー
ザー」、「ホスト」、「TWリリース」、「終了ステータス」で選別できます。デ
フォルトでは、トランザクション情報として、すべてのトランザクションが表示さ
れ、フィルタオプションは「ユーザー」だけが表示されます。「履歴表示」ウィンド
ウに、トランザクションの選別に利用するフィルタオプションが表示されていない場
合は、そのオプションを追加する必要があります。

「履歴表示」ウィンドウにフィルタオプションを追加する手順は次のとおりです。

1. 「履歴表示」ウィンドウから「表示」➤「オプション」を選択します。

2. 「履歴表示オプション」ダイアログボックスの「フィルタ」から、フィルタとして使
用する項目を選択します。

3. 「了解」をクリックします。

「履歴表示」ウィンドウに、選択した項目が表示されます。
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表示するトランザクションの選択

「履歴表示」ウィンドウに表示するトランザクション情報を選択する手順は次のとお
りです。

1. 「履歴表示」ウィンドウから「表示」➤「オプション」を選択します。

2. 使用するフィルタ (操作、ユーザー、ホスト、TW リリース、終了ステータス) の
チェックボックスを選択します。

複数のフィルタを選択できます。

3. 選択したフィルタ条件に従って、必要な項目を入力または選択します。

4. 「フィルタ適用」をクリックします。

トランザクションの検索

コメントまたはコマンドログに含まれている特定の文字列を検索することによって、
特定のトランザクションを見つけることができます。

コメントを検索する手順は次のとおりです。

1. 「履歴表示」ウィンドウから「検索」➤「コメント検索」を選択します。

2. 検索する文字列を入力します。

3. 「次を検索」をクリックします。

指定した文字列が見つかると、「履歴表示」ウィンドウの「コメント」区画にその文
字列が強調表示されます。

コマンドログを検索する手順は次のとおりです。

1. 「履歴表示」ウィンドウから「検索」➤「コマンドのログの検索」を選択します。

2. 検索する文字列を入力します。

3. 「次を検索」をクリックします。

指定した文字列が見つかると、「履歴表示」ウィンドウの「コマンドのログ」区画に
その文字列が強調表示されます。
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第3章

高度なワークスペース管理

第 2章では、基本的なワークスペース管理作業について説明しました。この章では、
高度なワークスペース管理作業について説明します。

� ブリングオーバー / プットバックのオプション
� 独自のブリングオーバー / プットバック用ファイルリストの作成
� 他のユーザーへのトランザクションの実行通知
� ワークスペースに分かりやすい名前を付ける
� ワークスペースの親子関係の変更
� ツール属性によるワークスペース管理ツールのカスタマイズ
� 環境変数の設定
� RCS プロジェクトからの変換
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ブリングオーバー /プットバックのオプション
ブリングオーバー / プットバックには、次の 2種類のオプションがあります。

� 個々のブリングオーバー / プットバックの実行時に設定できる「トランザクショ
ン」ダイアログボックスのオプション。

� すべてのブリングオーバー / プットバックに適用されるツール属性。

個々のブリングオーバー / プットバック時のオプション設
定

個々のブリングオーバー / プットバックにおいてオプションを設定する手順は次のと
おりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウの「アクション」メニューから、以下のいずれか
のトランザクションを選択します。

� 作成ブリングオーバー
� 更新ブリングオーバー
� プットバック

2. オプション区画にあるチェックボックスをクリックします (図 3-1 を参照)。
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図 3-1 「トランザクション」ダイアログボックスのオプション区画

「トランザクション」ダイアログボックスの「作成ブリングオーバー」、「更新ブリ
ングオーバー」、「プットバック」タブのオプション区画にある各オプションの機能
を、表 3-1に示します。

オプション区画
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表 3-1 ブリングオーバー /プットバックのオプション

オプション 説明

プレビュー トランザクションの実行結果をプレビューします。このオプショ
ンを選択してトランザクションを開始すると、トランザクション
は進行しますが、ファイル転送は行われません。「トランザク
ション出力」ウィンドウに出力メッセージが表示され、実際にト
ランザクションを行なった場合の期待する結果を確認できます。

詳細メッセージ 「トランザクション出力」ウィンドウに詳細な情報を表示しま
す。デフォルトの設定では、作成、更新、衝突したファイルに関
するメッセージだけが表示されます。「詳細メッセージ」オプ
ションを選択すると、ブリングオーバーされなかったファイルを
含めて、すべてのファイルに関するメッセージが表示されます。
このオプションと「メッセージ抑制」オプションを両方指定した
場合は、「メッセージ抑制」オプションが優先されます。

メッセージ抑制 「トランザクション出力」ウィンドウに状態メッセージを出力し
ません。

デルタコメント 「トランザクション出力」ダイアログボックスに追加情報 (デル
タ番号、所有者、コメント)を含めます。

SCCS get 抑制 トランザクションの実行時に SCCS getコマンドが自動的に実行
されないようにします。通常は、ブリングオーバーを実行した
後、SCCS履歴から g-ファイルが抽出されます。このオプション
を選択すると、後でユーザー自身が適切な getを実行する必要
がありますが、トランザクションの実行が速くなります。

強制衝突 すべての更新を衝突として処理します。

バックアップしない 既存のファイルを転送先のワークスペースにある
Codemgr_wsdata/backup/files ディレクトリにコピーする
処理を省略します。このオプションを選択すると、子ワークス
ペースが使用するディスク領域が減り、トランザクションの実行
が速くなりますが、処理を取り消して元に戻すことはできなくな
ります。
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ツール属性オプションの設定

ブリングオーバーやプットバックに対するオプションを設定するには、「ブリング
オーバー / プットバック」タブを使用します。「ワークスペース管理」ウィンドウか
らこのタブを開く手順は次のとおりです。

1. 「オプション」➤「ワークスペース管理」を選択します。

2. 「ブリングオーバー / プットバック」タブを選択します。

表 3-2に、ブリングオーバーとプットバックの「ツール属性」のチェックボックスを
示します。

表 3-2 ブリングオーバー /プットバックのツール属性

属性 説明

トランザクションファイ
ルリスト:

自動読み込み

新しいワークスペースが選択されるたびに
Codemgr_wsdata/args ファイルをファイル区画に読み込み
ます。異なるワークスペースが関係する複数のトランザクショ
ンで同じファイルリストを使用する場合は、この属性を選択解
除してください。デフォルトはオンです。

トランザクション出力:

自動表示
ブリングオーバー、プットバック、取り消しトランザクション
の実行中に「トランザクション出力」ダイアログボックスを表
示します。この属性を選択しない場合、「トランザクション出
力」ダイアログボックスを表示するには「出力を表示」ボタン
を使用する必要があります。デフォルトはオンです。

プットバック:

自動更新ブリングオー
バー

プットバックで親ワークスペース内のファイルに変更が加えら
れていることが検出されたとき、自動的にブリングオーバーを
開始します。デフォルトはオフです。

ブリングオーバー /プッ
トバック:

コメント拒否の警告

コメントが前回のブリングオーバー / プットバックと同じで
あることを通知する警告メッセージを表示します。デフォルト
はオンです。



38 Sun WorkShop TeamWareユーザーズガイド  •  2000年 6月

独自のブリングオーバー /プットバック用ファイル
リストの作成
ワークスペース管理ツールでは、特定のワークスペースにブリングオーバーまたは
プットバックするためのファイルのリストを管理します。この節では、ワークスペー
ス管理ツールによるブリングオーバー / プットバック用のデフォルトのファイルリス
トの作成と、デフォルトリストの変更方法を説明します。ブリングオーバーまたは
プットバックするファイルのリストは、ファイルリストプログラム (FLP)を使用し
て、ユーザー自身が作成することもできます。

デフォルトのファイルリストの保存

ワークスペース管理ツールでは、ブリングオーバーまたはプットバックのときに指定
されたファイルとディレクトリのリストを保存します。同じワークスペースにおける
次のブリングオーバー / プットバックトランザクション時に、デフォルトで、このリ
ストが読み込まれます。ブリングオーバーまたはプットバックが実行されるたびに、
ワークスペース管理ツールは、前回のトランザクションよりファイルリストの項目数
が多くなっているかどうかを調べ、項目数が多くなっている場合は、新しいファイル
リストに置き換えます。

デフォルトのファイルリストは、「argsファイルからの読み込み」をクリックするこ
とによっていつでも再読み込みできます。この機能は、変更を加えたリストを保存し
ない場合に有用です。「argsファイルからの読み込み」を使用して、リストをデフォ
ルトの状態に戻すことができます。

デフォルトのリストを変更し、その変更したリストをワークスペース内の argsファ
イルのデフォルトにする場合は、「argsファイルへ保存」をクリックします。この機
能は、リストから不要なファイルやディレクトリを削除した場合に有用です。ファイ
ルが追加された場合は、ブリングオーバーまたはプットバックトランザクション中に
自動的に argsファイルにそのファイルが追加されます。

独自のファイルリストの作成

ワークスペース管理ツールでは、転送するファイルを個々に指定することも、あるプ
ログラムを実行して、ブリングオーバー / プットバック用に独自のファイルリストを
作成することもできます。
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デフォルトは、Sun WorkShop TeamWareは、ファイルリストプログラム (FLP )を使
用して、ブリングオーバー / プットバックトランザクションの処理対象にするファイ
ルのリストを作成します。FLPはファイルリストを作成し、そのリストをブリング
オーバーやプットバックトランザクションに渡します。ワークスペース管理ツールで
は、デフォルトの FLPとして def.dir.flpを使用します。def.dir.flp は、ファ
イルリスト区画に指定されたディレクトリ内の SCCS 管理下にあるファイル名を再帰
的に収集し、一覧表示します。ブリングオーバーやプットバックの転送対象には、こ
の FLP (その他のプログラムでもよい)によって収集されたファイルと、ファイルリス
ト区画で指定したファイルが含まれます。

自分で FLPを作成し、ブリングオーバーやプットバックの対象にするファイルをより
細かく管理できます。たとえば、html などの特定の拡張子を持つファイルだけ処理対
象にすることができます。トランザクションで独自の FLPを使用する場合は、ファイ
ルリスト区画でそのプログラムを指定します。

ブリングオーバー / プットバックの対象にするファイルのリストを独自に作成する手
順は次のとおりです。

1. ブリングオーバー / プットバックをするファイルのリストを作成するファイルリスト
プログラム (FLP) を作成します。以下に例を示します。

2. ブリングオーバーまたはプットバックのタブから「ファイルリストプログラム
(FLP)」ボタンをクリックします。

3. 「追加」ボタンをクリックします。

4. 「FLPS 追加」ダイアログボックスから適切な FLP を選択します。

5. 「ファイル追加」ボタンをクリックします。

これで、現在のトランザクションにだけに使用する FLPプログラムが設定されます。
CODEMGR_DIR_FLP 環境変数を使用することによって、常に同じ FLP を利用するよ
うに設定することもできます。この変数は、ワークスペース管理ツールのデフォルト
の FLP (def.dir.flp)を書き換えます。

# my FLP
cd subdir/webfiles
ls *.html

% setenv CODEMGR_DIR_FLP /home/workspaces/my.flp
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コマンド行からブリングオーバーまたはプットバックコマンドを使用する場合は、-f
オプションを使用して FLPを指定します。コマンド行コマンドの使用方法について
は、第 11章を参照してください。

他のユーザーへのトランザクションの実行通知
ワークスペース管理ツールでは、ワークスペースでトランザクションが実行されるた
びに、他のユーザーへ電子メールが自動的に送信されるように設定できます。電子
メールには、トランザクションの種類とファイル名、トランザクションのコメントが
含まれます。

電子メールによる通知の設定をする手順は次のとおりです。

1. ワークスペース管理ツールを起動します。

2. 「ワークスペース」➤「属性」を選択します。

3. 「ワークスペース属性」ダイアログボックスにワークスペース名を入力します。

4. 「通知」タブを選択します。

5. 「通知」タブから「エントリ作成」をクリックします。

6. 「通知入力」ダイアログボックスで次の操作を行います。

a. 「メールの宛先」フィールドに電子メールアドレスを入力します。

b. 通知するトランザクションを選択します。

c. ワークスペース内の特定のファイルについてだけ通知する場合は、「指定」ボタン
をクリックします。

� 「リストに追加」ボタンをクリックしてファイルを選択します。
� 「ファイル追加」をクリックします。

� 「取消し」をクリックし、「ファイル追加」ダイアログボックスを閉じます。

d. 「通知入力」ダイアログボックスで「了解」をクリックします。

7. 「ワークスペース属性」ダイアログボックスで「了解」をクリックし、新しい設定を
保存します。
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ワークスペースに分かりやすい名前を付ける
ワークスペース名は、しばしば、/home/src/rel7/ver2などの長いパス名になり
ます。Sun WorkShop TeamWareでは、"current development area" や "Bob’s

workspace"などのように、メンバーにとって分かりやすい名前をワークスペースに付
けることができます。指定したワークスペース名は、「ワークスペース管理」ウィン
ドウ (「表示」➤「「説明」で指定した名前」を選択します)と電子メールによる通知
で使用されます。

各自のワークスペースにも詳細な説明を付けることができます。この説明は、「表
示」➤「「説明」で指定した名前」を選択すると表示されます。

ワークスペースに分かりやすい名前を付ける手順は次のとおりです。

1. ワークスペース管理ツールを起動します。

2. 「ファイル」➤「ワークスペース読み込み」を選択します。

3. 名前を付けるワークスペースを読み込みます。

4. 読み込んだワークスペースをクリックして選択状態にします。

5. 「ワークスペース」➤「属性」を選択します。

6. 「ワークスペース属性」ダイアログボックスから「説明」 タブを選択します。

7. 「名前」テキストボックスに分かりやすい名前を入力します。

入力した名前が、ワークスペースのラベルとして表示されます。

8. 「説明」フィールドにワークスペースに関する情報を入力します。

この情報は、Codemgr_wsdata/descriptionファイルに保存されます。

注 – 「説明」タブから「読み込み」をクリックすると、説明ファイルに含まれている
情報が「説明」フィールド表示されます。この際、それまでに「説明」フィール
ドに入力していた情報は保存されません。

9. 「了解」をクリックします。

指定したワークスペース名を表示するには、次のいずれかの操作を行います。
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� 「ワークスペース管理」ウィンドウから「表示」➤「「説明」で指定した名前」を
選択する。

� workspace descr コマンドを使用する。

構文: workspace descr [ -n | -d | -a ] wsname ...

表 3-3に、workspace descr コマンドのオプションを示します。

コマンド行コマンドの使用方法については、第 11章を参照してください。

ワークスペースの親子関係の変更
3ページの「親ワークスペースと子ワークスペース」で説明したように、ワークス
ペース同士は、親子関係で結ばれています。ワークスペース管理ツールでは、この親
子関係を変更できます。この節では、次のことを説明します。

� ワークスペースの親子関係を変更する理由
� ワークスペースの親子関係を変更する方法
� ワークスペースの親子関係の変更例

ワークスペースの親子関係を変更する理由

ワークスペースの親子関係を永続的または一時的に変更できます。ワークスペースの
親子関係を変更する必要があるのは、次のような場合です。

� 最上位のワークスペースを新たに作成する場合。たとえば、開発製品のリリース 1
を完了し、次のリリース 2に着手する必要がある場合などです。この場合は、次の
作業を行います。

表 3-3 workspace descrコマンドのオプション

オプション 説明

-n 名前だけを表示します。

-d 説明だけを表示します。

-a 名前と説明の両方を表示します (デフォルト)。

wsname ワークスペース名。
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1. リリース 2用の空のワークスペースを新たに作成する (「ファイル」➤「ワークス
ペース作成」を選択)。

2. リリース 2用ワークスペースをリリース 1用ワークスペースの新しい親にする。

3. プットバックトランザクションを使用してリリース 2用ワークスペースにファイル
をコピーする。

4. リリース 1用ワークスペースの親を元の親に戻す。

� 新しいリリースに機能を移す場合。特定のリリース用に計画していた機能の完成が
間に合わなかった場合など、その機能の開発に使用しているワークスペースの親を
次のリリースの統合ワークスペースに変更します。

� 複数のリリースに対して同じバグ修正を適用する場合。バグの修正作業を完了した
ワークスペースの親を別の階層に移動し、プットバックトランザクションを使用し
て、関連するワークスペースの新しい親に変更内容を反映します。45ページの
「ワークスペースの親子関係の変更例」では、この例を紹介します。

� ワークスペース階層構造を変更する場合。次のことを行えます。

� ワークスペース階層構造に階層を追加する。
� ワークスペース階層構造から階層を削除する (親子関係の変更時に新しい親を指
定しない)。

� プロジェクト階層内のワークスペース分岐構造を変更する。

� 親を失ったワークスペースの親子関係を復元する場合。たとえば、親が壊れたり、
Codemgr_wsdata/parent ファイルが削除されたなどの理由でワークスペースの
親が失われた場合に、親の変更機能を使用して親子関係を復元できます。

ワークスペースの親子関係を変更する方法

ワークスペースの親子関係を永続的に変更する方法は 2つあります。「親の変更」コ
マンドを使用する方法と、ワークスペースのアイコンをドラッグ &ドロップする方法
で、機能的にはまったく同じです。ブリングオーバーまたはプットバックトランザク
ション中にワークスペースの親子関係を変更することもできますが、その場合、新し
い親子関係はそのトランザクションの間でのみ有効です。
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親の変更コマンド

「親の変更」コマンドを使用してワークスペースの親子関係を変更する手順は次のと
おりです。

1. ワークスペース管理ツールを起動します。

2. 「ファイル」➤「ワークスペースの読み込み」を選択します。

3. 親を変更するワークスペースを読み込みます。

4. 読み込んだワークスペースをクリックして選択状態にします。

5. 「ワークスペース」➤「親の変更」を選択します。

6. 「親の変更」ダイアログボックスに新しい親の名前を入力します。

7. 「了解」をクリックします。

「親ワークスペースディレクトリ」フィールドに新しい親を指定しなかった場合は、
その子ワークスペースは親を失うことになります。「ワークスペース管理」ウィンド
ウには、その新しい状態が自動的に反映されます。

ワークスペースアイコンのドラッグ & ドロップ

「ワークスペース管理」ウィンドウでワークスペースのアイコンを選択し、Control
キーを押しながら、親のアイコンの上にドラッグ &ドロップすることによって、その
ワークスペースの親子関係を変更できます。この場合、変更してもよいかどうかの確
認が求められます。新しい親子関係は画面に自動的に反映されます。

ワークスペースのアイコンを選択し、Controlキーを押しながらアイコンのない部分
にドラッグ &ドロップすることによって、ワークスペースを親から切り離し、独立さ
せることもできます。この場合、ワークスペースには親がなくなり、画面に自動的に
反映されます。

親子関係の一時的な変更

「更新ブリングオーバー」タブ (「アクション」➤「更新ブリングオーバー」で表示)
の「親 (元)」フィールドに新しい親のパス名を指定することによって、その更新ブリ
ングオーバーに対するワークスペースの親子関係を変更できます。また、「プット
バック」タブ (「アクション」➤「プットバック」で表示)の「親 (先)」フィールドに
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新しい親のパス名を指定することによって、そのプットバックトランザクションに対
するワークスペースの親子関係を変更することもできます。どちらの場合も、変更し
た親子関係が有効なのはそのトランザクションに対してだけです。

ワークスペースの親子関係の変更例

製品の 1つのバージョンでバグが修正されると、修正したコードを配布するために
パッチが公開されることがよくあります。修正したコードは、通常は製品の次リリー
スにも適用する必要があります。Sun WorkShop TeamWare を使用して製品を開発す
ると、親の変更機能を利用することによって、パッチを比較的容易に適用できます。

ここでは、ある製品のリリース 1.0 のバグを修正するためのパッチが作成され、この
パッチをリリース 2.0のコードに適用する例を紹介します。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウに、 2 つのワークスペース (Release2.0 と
patch1.0) を読み込みます。

この 2つのワークスペースには親子関係はありません (図 3-2 を参照)。

図 3-2 親子関係のない 2つのワークスペース

2. 変更を加える前に、作成ブリングオーバートランザクションを使用し、patch1.0
ワークスペースの子を作成します (図 3-3 を参照)。
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図 3-3 patch1.0 ワークスペースのクローンを作成

3. 「親の変更」コマンドを使用し、patch1.0_clone ワークスペースの親を
patch1.0 から Release 2.0 に変更します (図 3-4 を参照)。

図 3-4 クローンの親を Release2.0 に変更

4. 新しい親となった Release2.0 から更新ブリングオーバーを実行し、
patch1.0_clone を更新します。

ここで、patch1.0_clone 内のパッチに加えられた修正と、Release2.0にある
ファイルをマージします (図 3-5 を参照)。
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5. patch1.0_clone から Release2.0 に変更をプットバックします。

図 3-5 ファイルをブリングオーバー、マージして、新しいリリースに適用

6. これで目的は達成されました。「ワークスペース」➤「削除」を使用し、
patch1.0_clone を削除できます。

この時点で、Release2.0 と patch1.0という、親子関係を持たない 2つのワーク
スペースがあります。Release2.0には、patch1.0の修正内容が取り込まれていま
す。patch1.0 には、トランザクションによる変更は何もも加えられていません。こ
れで、このパッチはを Release2.0の子で利用できます (図 3-6 を参照)。

図 3-6 修正内容が取り込まれた Release2.0 (patch1.0_clone は削除)

ブリング
オーバー

プットバック
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ツール属性によるワークスペース管理ツールのカ
スタマイズ
「ツール属性」ダイアログ (図 3-7 を参照)を使用し、次の動作をカスタマイズできま
す。

� ワークスペース管理ツールのウィンドウ機能
� ブリングオーバー / プットバックトランザクション
� 衝突解決トランザクション

� ワークスペースの履歴表示

「ツール属性」ダイアログを開くには、「オプション」➤「ワークスペース管理」を
選択します。「ツール属性」ダイアログには、「ワークスペース管理」、「ブリング
オーバー / プットバック」、「衝突解決」、「履歴表示」を切り替えるためのタブが
あります。「衝突解決」タブについては、85ページの「ファイルマージツールのオプ
ション」を参照してください。

「ワークスペース管理」タブでは、ワークスペース管理ツールのメインウィンドウの
動作を変更できます。表 3-4に、このタブにある属性を示します。
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図 3-7 「ツール属性」ダイアログの「ワークスペース管理」タブ
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表 3-4 ワークスペース管理ツールの属性

属性 説明

作業ディレクトリ ワークスペース管理ツールの処理と関係付けられるディレクトリ
を指定します。

ワークスペースでの
ダブルクリックによ
る動作

標準のワークスペースアイコンをダブルクリックしたときに実行
するコマンドを指定します。「バージョン管理」「履歴表示」
「その他」から選択します。「その他」の場合は、コマンドのパ
ス名を入力します。そのコマンドは、現在の作業ディレクトリと
検索パスに基づいて動作します。デフォルトは、バージョン管理
ツール (twversion) です。

衝突したワークス
ペースでのダブルク
リックによる動作

衝突があるワークスペースをダブルクリックしたときに実行する
コマンドを指定します。現在の作業ディレクトリと検索パスに基
づいて動作する、コマンドのパス名を入力する必要があります。
デフォルトでは、衝突ファイルの存在するワークスペースに対す
る衝突解決トランザクションのウィンドウが開きます。

ワークスペースの読
み込み

「ワークスペース管理」ウィンドウにワークスペースを読み込む
ときに、その親と子も自動的に読み込む場合は、このチェック
ボックスを選択します。デフォルトでは、この属性は選択されて
いません。

子ワークスペースの
読み込み

これらのラジオボタンは、「ワークスペースの読み込み」属性が
選択されている場合にだけ有効です。読み込む子ワークスペース
を指定する場合は「選択する」、すべての子を読み込む場合は
「全部」を選択します。デフォルトでは、すべての子が読み込ま
れます。

方向 「ワークスペース管理」ウィンドウに表示されるワークスペース
アイコンの階層を横方向に表示する場合は「水平」、縦方向に表
示する場合は「垂直」を選択します。デフォルトは「垂直」で
す。この属性は、ワークスペース管理ツールのメインウィンドウ
の「表示」➤「方向」に対応しています。
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環境変数の設定
この節では、ワークスペース管理ツールの以下の動作に関係する環境変数の使用例を
示します。

� ワークスペースの自動読み込み
� コマンド行コマンドに対するデフォルトのワークスペース設定
� 検索パスの設定

CODEMGR_FLP_DIR 変数を使用したデフォルトの FLP の設定方法については、38
ページの「独自のファイルリストの作成」を参照してください。

ワークスペースの自動読み込み

CODEMGR_WSPATH 変数には、1つのワークスペース、ワークスペースのリスト、また
はあるディレクトリ内のすべてのワークスペースを設定できます。CODEMGR_WSPATH
環境変数にワークスペースの場所を設定するには、次のように入力します。

ワークスペース名 ワークスペース名の形式を変更します。この属性は、ワークス
ペース管理ツールのメインウィンドウの「表示」➤「名前」に対
応しています。

正式 ワークスペースのフルパス名を表示します (デフォ
ルト)。

短縮 ワークスペースのファイル名だけを表示します。

説明 ワークスペースに付けた名前を表示します。41

ページの「ワークスペースに分かりやすい名前を
付ける」を参照してください。名前を指定してい
ない場合は、<myworkspace> のようにファイル
名が < >で囲まれて表示されます。

% setenv CODEMGR_WSPATH /home/ws/myworkspace

表 3-4 ワークスペース管理ツールの属性 (続き)

属性 説明
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複数のワークスペースを読み込む場合は、次のように、ワークスペースのリストを引
用符で囲みます。

特定のディレクトリ内のすべてのワークスペースを読み込むには、次のように、読み
込むワークスペースが含まれているディレクトリを設定します。

コマンド行コマンドに対するデフォルトのワークスペース
設定

CODEMGR_WS 環境変数は、コマンド行コマンドに対するデフォルトのワークスペース
を設定します。この変数を設定しておくと、コマンド行コマンド (bringover、
putback、freezept extract など)で -wオプションを使用してワークスペースを
指定しなくとも、デフォルトで設定されたワークスペースが自動的に使用されます。
デフォルトのワークスペースを設定するには、次のように入力します。

この変数の設定は、Sun WorkShop TeamWare ツールを起動したときに読み込まれる
ワークスペースにも影響します。

コマンド行コマンドについては、第 11章を参照してください。

検索パスの設定

CODEMGR_PATH_ONLY 環境変数を使用して、起動する Sun WorkShop TeamWare
ツールの場所を指定できます。Sun WorkShop TeamWare は、TeamWare ツールを探
すとき、この変数に指定された場所を検索します。CODEMGR_PATH_ONLY環境変数を
設定するには、次のように入力します。

% setenv CODEMGR_WSPATH "/home/ws/myworkspace /home/ws/anotherws"

% setenv CODEMGR_WSPATH /home/ws/myworkspaces

% setenv CODEMGR_WS /home/workspaces/myworkspace

% setenv CODEMGR_PATH_ONLY /bin/install/Teamware
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CODEMGR_PATH_ONLY 変数が設定されていない場合は、Sun WorkShop TeamWare
は、最初に現在のディレクトリ (ツールが動作しているディレクトリ)を検索し、続い
て、PATH環境変数に指定されたディレクトリを検索します。

RCSプロジェクトからの変換
rcs2ws は、RCS (Revision Control System) ソース階層からワークスペースを作成す
るプログラムです。RCS で開発されたプロジェクトを変換し、RCS ソース階層をた
どって、すべての RCS ファイルを SCCS ファイルに変換します。

rcs2ws は、親ディレクトリ下にある RCS ファイルを処理して、SCCSファイルに変
換し、変換した SCCS ファイルをワークスペースに格納します。ワークスペースが存
在しない場合は、自動的に作成されます。rcs2wsによって、親ディレクトリの階層
構造が影響を受けることはありません。rcs2wsは、ディレクトリを再帰的に検索し
ます。

ファイルを変換する際に、rcs2wsは RCS の coコマンドと SCCS の admin、get、
delta コマンドを呼び出します。これのコマンドは、ユーザーの PATH変数を使用し
て検索されます。SCCS コマンドが見つからない場合は、/usr/ccs/binディレクト
リが検索されます。

注 – rcs2ws を使用するには、RCS ユーティリティが必要です。「コマンドが見つ
かりません。」というエラーメッセージが表示された場合は、RCSが存在する
かどうかと、PATH変数に RCSの格納場所が設定されているかどうかを確認し
てください。

rcs2ws は、RCS のキーワードを SCCSのキーワードに変換しません。キーワード
は、SCCS デルタ内でテキストとして処理されます。

rcs2ws の基本構文は、次のとおりです。

-pオプションは必須で、RCS ソースディレクトリを指定します。相対ファイル名
は、RCS_source_dirからの相対的なファイル名として解釈されます。

rcs2ws -p [RCS_source_dir] -w [teamware_workspace] [files | directory]
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-w オプションには、TeamWareワークスペースを指定します。指定したワークスペー
スが存在しない場合は作成されます。TeamWareワークスペースがすでに存在してい
て、デフォルトのワークスペースになっている場合や、現在のディレクトリが既存の
TeamWareワークスペース内のディレクトリに含まれている場合は、-wオプションは
省略できます。

たとえば、RCS プロジェクトである /projects/prodA/release1を変換して、新
しい TeamWareワークスペース /tw/workspaces/dev1を作成する場合は、次のコ
マンドを入力します。

/tw/workspaces/dev1 ワークスペースがすでに存在していて、デフォルトのワー
クスペースである場合は、次のコマンドを使用できます。

RCS_source_dir下にあるすべての RCS ファイルを変換する場合は、"." を使用しま
す。たとえば、プロジェクトディレクトリの /projects/prodA内のすべての RCS
ファイルを変換する場合は、次のコマンドを入力します。

rcs2ws オプションについての詳細は、rcs2ws(1) のマニュアルページを参照してく
ださい。

% rcs2ws -p /projects/prodA -w /tw/workspaces/dev1 release1

% rcs2ws -p /projects/prodA release1

% rcs2ws -p /projects/prodA .
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第4章

ワークスペースへのアクセス制御

Sun WorkShop TeamWareでは、アクセス権の設定とプットバックの妥当性検査に
よって、どのユーザーがワークスペースにファイルをプットバックできるのかを制御
できます。この章では、以下について説明します。

� アクセス権の設定
� プットバックの妥当性検査によるワークスペースの保護
� ワークスペースのロックの解除

アクセス権の設定
Sun WorkShop TeamWareでは、全体、グループ、個人ユーザーのレベルでアクセス
権を許可または禁止できます。全体レベルでのアクセス権の制御については、56ペー
ジの「全体レベルでのアクセス制御」、グループまたは個人ユーザーレベルでのアク
セス権の制御については、58ページの「グループまたはユーザーレベルでのアクセス
制御」を参照してください。

個人ユーザーまたはグループレベルで、次に挙げる Sun WorkShop TeamWareのトラ
ンザクションの実行を許可または禁止できます。

� bringover-from
� bringover-to
� putback-from
� putback-to
� undo
� workspace delete
� workspace move
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� workspace reparent
� workspace reparent-to

注 – アクセス制御の設定をすると、設定をしていないときよりも、トランザクション
の実行に時間がかかることがあります。多人数のグループにアクセス制御を設定
していると、トランザクションを実行する前にグループのメンバーを調べるため
に数秒かかることがあります。

全体レベルでのアクセス制御

全体にわたるアクセス制御を設定する手順は次のとおりです。

1. ワークスペース管理ツールを起動します。

2. 「ファイル」➤「ワークスペースの読み込み」を選択します。

3. 「ワークスペース読み込み」ダイアログボックスでワークスペースを選択し、「ワー
クスペースの読み込み」をクリックします。

4. 読み込んだワークスペースをクリックして選択状態にします。

5. 「ワークスペース」➤「属性」を選択します。

6. 「ワークスペース属性」ダイアログボックスの「アクセス制御」タブを選択します。
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図 4-1 「ワークスペース属性」ダイアログボックスの「アクセス制御」タブ

7. 「操作」リストからアクセス権を設定するトランザクションを選択し、「編集」をク
リックします。

「アクセス制御属性」ダイアログボックスが表示されます。

8. すべてのユーザーに適用するアクセス権を選択します。

� なし: どのユーザーにもアクセス権を付与しません。
� 全部: すべてのユーザーにアクセス権を付与します。

デフォルトでは、あらゆるユーザーにトランザクションの実行アクセス権が付与され
ます。

9. 「了解」をクリックします。
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グループまたはユーザーレベルでのアクセス制御

1. ワークスペース管理ツールを起動します。

2. 「ファイル」➤「ワークスペースの読み込み」を選択します。

3. 「ワークスペース読み込み」ダイアログボックスでワークスペースを選択し、「ワー
クスペースの読み込み」をクリックします。

4. 読み込んだワークスペースをクリックして選択状態にします。

5. 「ワークスペース」➤「属性」を選択します。

6. 「ワークスペース属性」ダイアログボックスの「アクセス制御」タブを選択します。

7. 「操作」リストからアクセス権を設定するトランザクションを選択し、「編集」をク
リックします。

「アクセス制御属性」ダイアログボックスが表示されます。

8. 「指定」ボタンをクリックします。

9. 「名前」フィールドにユーザーのログイン名 (またはグループ名) を入力します。

10. 「ユーザー」または「ネットグループ」ボタンをクリックします。入力したログイン
名が個人ユーザーのログイン名の場合は「ユーザー」、グループ名の場合は「ネット
グループ」をクリックします。

11. 「許可する」または「許可しない」ボタンをクリックします。

12. 「前に挿入」または「後ろに挿入」ボタンをクリックして、リストにユーザーを追加
します。リストがない場合は、新たにリストを作成します。

13. 「了解」をクリックします。

「アクセス制御」タブのアクセス権リストにユーザー名 (またはネットグループ名) が
表示されます。
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注 – リスト内のユーザーの登録位置によって、そのユーザーのアクセス制御が影響を
受けることがあります。同じユーザーに対して「許可する」と「許可しない」の
両方が指定されている場合は、最初の登録だけが参照されます。このような状況
は、個人ユーザーにはアクセスが許可されているにも関わらず、そのユーザーが
所属するグループに対してはアクセスが許可されていない場合などに発生する可
能性があります。この場合、ユーザーが先に登録されていれば、ユーザーにはア
クセスが許可されます。グループが先に登録されている場合は、ユーザーへのア
クセスは許可されません。

プットバックの妥当性検査によるワークスペース
の保護
特定のワークスペースを厳重に管理するには、プットバックの妥当性検査機能を使用
します。プットバックの妥当性検査機能を有効にすることによって、特定のユーザー
だけがワークスペースにプットバックできるように設定できます。ユーザーは、プッ
トバックを行う前に、統合要求 ID (Integration Request Identifier)と呼ばれる「パス
ワード」の入力が求められます。ワークスペース管理ツール自体は、入力された統合
要求 ID の妥当性を検査せずに、別のプログラムに渡します。入力された IDの妥当性
を検査するには、自分でそのためのプログラムを作成する必要があります。詳細は、
61ページの「プットバックの妥当性検査プログラムの起動」を参照してください。
プットバックの妥当性検査が有効になっていても、妥当性検査をするためのプログラ
ムがない場合は、ワークスペース管理ツールは常にプットバックを許可します。入力
された統合要求 ID は、ワークスペース履歴ファイルの見出し語 RTI (Request To
Integrate)の行に記録されます。
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表 4-1に、プットバックの妥当性検査の 3つのモードをまとめます。

SCCS ではまた、各ファイルに対するチェックインの妥当性検査を要求することもで
きます。詳細は、110ページの「SCCSファイルの属性の設定」を参照してください。

プットバックの妥当性検査を有効にする

プットバックの妥当性検査を有効にする手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「ファイル」➤「ワークスペースの読み込
み」を選択し、ワークスペースを読み込みます。

2. 読み込んだワークスペースをクリックして選択状態にします。

3. 「ワークスペース」➤「ワークスペース属性」を選択します。

4. 「ワークスペース属性」ダイアログボックスから「プットバックの妥当性検査」タブ
をクリックします (図 4-2 を参照)。

表 4-1 プットバックの妥当性検査のモード

モード ユーザーの操作 ワークスペース管理ツール

妥当性検査をしない
(デフォルト)

なし ワークスペースに対するすべてのプッ
トバックを許可します。

妥当性検査をする プットバックの妥当性
検査を有効にします。

プットバックを許可する前に「パス
ワード」(統合要求 ID) の入力を要求し
ます。パスワードの妥当性は検査され
ず、単に記録されるだけです。

妥当性検査をする
パスワードを検査

プットバックの妥当性
検査プログラムを作成
し、プットバックの妥
当性検査を有効にして
作成したプログラムを
実行する。

プットバックを許可する前に「パス
ワード」(統合要求 ID) の入力を要求
し、入力されたパスワードを妥当性検
査プログラムに渡します。妥当性検査
プログラムは、プットバックを許可す
る前にアクセス権を付与する必要があ
ります。
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図 4-2 「ワークスペース属性」ダイアログボックスの「プットバックの妥当性検査」タ
ブ

5. 「プットバックの妥当性検査:」の「する」をクリックして設定を有効にします。

6. 「了解」をクリックします。

プットバックの妥当性検査プログラムの起動

ワークスペースに対して妥当性検査プログラムを設定すると、そのワークスペースに
対するプットバックトランザクションが試みられるたびに、その妥当性検査プログラ
ムが起動されます。プログラムで問題が発生すると、プットバックはブロック (阻止)
されます。

プットバックの妥当性検査プログラムは、Sun WorkShop TeamWare には付属してい
ません。妥当性検査プログラムは、ユーザー自身が用意する必要があります。コード
例 4-1に妥当性検査プログラムの例を示します。
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プットバックの妥当性検査プログラムを起動する手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「ファイル」➤「ワークスペースの読み込
み」を選択し、ワークスペースを読み込みます。

2. 読み込んだワークスペースをクリックして選択状態にします。

3. 「ワークスペース」➤「ワークスペース属性」を選択します。

4. 「ワークスペース属性」ダイアログボックスから「プットバックの妥当性検査」タブ
をクリックします。

5. 「プットバックの妥当性検査:」の「する」をクリックして設定を有効にします。

6. 「プットバックの許可:」の「妥当性検査プログラムによる許可」をクリックします。

7. 「妥当性検査プログラム」フィールドに使用する妥当性検査プログラムのパスを入力
します。

8. 「了解」をクリックします。

妥当性検査プログラムのコード例

特定のワークスペースに対するプットバックを許可するかどうかを検査するためのプ
ログラム例を紹介します。妥当性検査プログラムは、プットバックによって渡される
引数を受け取り、プットバックを拒否するときにゼロ以外の終了ステータスを返す実
行可能なファイル (シェルスクリプト、プログラムなど) であれば、どのようなプログ
ラムでもかまいません。

プットバックを試みると、統合要求 IDの入力が求められ、続いて、次の引数を付加
して妥当性検査プログラムが起動されます。

� プットバックを実行しようとするユーザーのユーザー ID ($1)
� 転送元 ("from") ワークスペースのフルパス名 ($2)
� 転送先 ("to")ワークスペースのフルパス名 ($3)
� 統合要求 ID ($4)
� 変更するファイルのリストが含まれているファイル名 ($5)
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コード例 4-1のプログラムは、すべての引数を検査し、問題がなかった場合は、終了
ステータスとしてゼロを返してプットバックを許可します。

コード例 4-1 プットバックの妥当性検査プログラムの例

## Start of sample validation program
#!/bin/sh
##
## Here is the list of users which can run
## putback to the workspace
##
valid_users="nikm azv builder vvg aar"
##
## Here is the list of Integration Request Ids which
## are accepted
##
P1Bugs="1111111 2222222 1234567 bobs_bug"
##
## Here are the directories which cannot change
##
DirsReady="doc subdir/doc"
##
## Save arguments
##
User=$1
        shift
Parent=$1
        shift
Child=$1
        shift
IRI=$1
        shift
Files=‘cat $1‘
##
## Validate user
##
isValid="false"
for u in $valid_users
do
   if [ "$User" = "$u" ] ; then
      isValid="true"
      break
   fi
if [ "$isValid" = "false" ] ; then
   # invalid user
   echo ""
   echo "*** Validation failed: User $User is not allowed \
        to putback to $Parent"
   echo ""
   exit 1
fi
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##
## Validate Integration Request Id (IRI)
##
isValid="false"
for u in $P1Bugs
do
  if [ "$IRI" = "$u" ] ; then
     isValid="true"
     break
  fi
done
if [ "$isValid" = "false" ] ; then
   # invalid IRI
   echo ""
   echo "*** Validation failed: Integration request $IRI \
        is invalid"
   echo ""
   exit 1
fi
##
## Validate files
##
for u in $Files
do
   for uu in $DirsReady
   do
      x=‘echo $u | grep $uu‘
      if [ "$x" != "" ] ; then
         isValid="false"
         echo ""
               echo "*** Validation failed: File $u \
                    cannot be changed"
               echo ""
               exit 1
           fi
       done
done
##
## Exit 0 - putback is allowed
##
exit 0
## End of sample validation program

コード例 4-1 プットバックの妥当性検査プログラムの例 (続き)
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ワークスペースのロックの解除
整合性を保つために、ワークスペース管理ツールは、トランザクション (ブリング
オーバー、取り消し、プットバック)が実行されている間は、その処理対象のワーク
スペースをロックします。

ロックされているワークスペースにファイルをブリングオーバーしようとすると、
ロックしているユーザー名と実行しようとしているコマンド、ロックが取得された時
刻が示されたエラーメッセージが返されます。

トランザクションが終了すると、これらのロックは自動的に解除されます。このた
め、通常はこうしたエラーメッセージが返されることはありませんが、トランザク
ションで問題が発生すると、ロックが解除されずに残ることがあるため、ワークス
ペースにアクセスできないことがあります。他に誰もそのワークスペースにアクセス
していないことが確実な場合は、手動でロック解除してください。

注 – ロックを解除する前に、そのワークスペースを変更してるユーザーがいないこと
を確認してください。変更中のワークスペースのロックを解除すると、ワークス
ペースの完全性が失われます。

ワークスペースのロックを解除する手順は次のとおりです。

1. ロックを解除するワークスペース内で、誰もファイルを変更していないことと、トラ
ンザクションが実行されていないことを確認します。

2. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「ファイル」➤「ワークスペースの読み込
み」を選択して、ワークスペースを読み込みます。

3. 読み込んだワークスペースをクリックして選択状態にします。

4. 「ワークスペース」➤「ロックの編集」を選択します。

bringover: 読込みロックを取得できません。ワークスペース
“/home/my_home/projects/mpages” に以下のロックが存在しています:

ユーザー jack は putback コマンドを実行中 (pid 20291)
マシン holiday で 10 分

  (エラー 2021)
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5. 「ロック編集」ダイアログボックスで解除するロックをクリックして、選択状態にし
ます。

6. 「削除」をクリックします。

7. 「了解」をクリックして「ロック編集」ダイアログボックスを閉じます。
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第5章

ファイルの管理

TeamWareワークスペースを作成すると、プロジェクトファイルを使用して作業を開
始できます。複数のユーザーがソースファイルに変更を加える場合は、それらのファ
イルに対する書き込みアクセスを調整することが重要です。ファイルの更新記録を残
すことによって、いつ、どのような理由で変更が加えられたのかを調べることができ
ます。バージョン管理ツールは、ファイルを管理するための TeamWareツールです。
この章では、バージョン管理ツールで次の基本作業を行う方法を説明します。

� バージョン管理ツールの起動
� ワークスペースへのファイルの追加
� ファイルのチェックアウト
� ファイルの編集
� デフォルトのエディタの変更
� ファイルのチェックイン

� ファイルに対する変更の取り消し
� プットバックによる変更の統合

バージョン管理ツールの起動
バージョン管理ツールを使用して、ソースファイルに対する書き込みアクセスの制御
や、ファイルに対する変更の監視を行うことができます。バージョン管理ツールで
は、一度に 1人のユーザーだけにファイルの更新を許可します。すべての変更は履歴
ファイルに記録されます。

� バージョン管理ツールを起動するには、「ワークスペース管理」ウィンドウから
「TeamWare」➤「バージョン管理」を選択します。
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バージョン管理ツールを起動すると、「バージョン管理」ウィンドウが開きます。
バージョン管理ツールのメインウィンドウには、現在のディレクトリにあるファイル
とサブディレクトリが表示されます (図 5-1 を参照)。

図 5-1 「バージョン管理」ウィンドウ

「バージョン管理」ウィンドウには、プロジェクトのディレクトリとファイルが表示
されます。ウィンドウには、すべてのディレクトリが表示されますが、ファイルにつ
いては、SCCS 管理下にあるファイルだけが表示されます。詳細は、15ページの「親
ワークスペースの作成」を参照してください。

「バージョン管理」ウィンドウにあるメニューを、表 5-1に示します。

表 5-1 「バージョン管理」ウィンドウのメニュー

メニュー 説明

ファイル ファイルを管理するためのコマンドがあります。

表示 ディレクトリ区画に表示するアイコンを制御、更新するためのコ
マンドがあります。

コマンド ファイルをチェックイン、チェックアウトするためのコマンドが
あります。
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「バージョン管理」ウィンドウでは、ディレクトリについては、含まれているファイ
ルが SCCS 管理下にあるかどうかには関係なく表示されます。ディレクトリはファイ
ルとディレクトリを収納する入れ物なので、その階層の下にさらに SCCS ファイルや
ディレクトリが含まれている場合があります。ファイルは、SCCS 管理下にある場合
にだけ表示されます。ディレクトリに SCCS 管理下にはないファイルを見るには、
「新たにチェックイン」ウィンドウを使用します。

ワークスペースへのファイルの追加
ワークスペース管理ツールがファイルを認識するには、そのファイルが SCCS でバー
ジョン管理されている必要があります。

TeamWareワークスペースにファイルを追加する手順は次のとおりです。

1. ワークスペース管理ツールを起動します。

2. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「ファイル」➤「ワークスペースの読み込
み」を選択して、ワークスペースを読み込みます。

ディレクトリを TeamWareワークスペースにしていない場合は、15ページの「親ワー
クスペースの作成」を参照してください。

3. 読み込んだワークスペースをクリックして選択状態にします。

4. 「TeamWare」➤「バージョン管理」を選択します。

5. 「バージョン管理」ウィンドウから「コマンド」➤「新たにチェックイン」を選択し
ます。

ワークスペース SCCS管理下にあるファイルの検索、削除、移動をするためのコ
マンドがあります。

TeamWare 他の TeamWareツールを起動するためのコマンドがあります。

ヘルプ オンラインヘルプとリリース情報を表示するためのコマンドがあ
ります。

表 5-1 「バージョン管理」ウィンドウのメニュー (続き)

メニュー 説明
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6. 「新たにチェックイン」ダイアログボックスで、ワークスペースに追加するファイル
を選択します。

Shiftキーを押しながらクリックすることによって、複数のファイルをまとめて選択で
きます。

7. 「了解」をクリックします。

「バージョン管理」ウィンドウに、チェックインしたファイルが表示されます。

ファイルのチェックアウト
ファイルを変更するには、ワークスペースからファイルをチェックアウトする必要が
あります。ファイルをチェックアウトすると、他のユーザーが同じファイルをチェッ
クアウトできなくなります。同じファイルに 2人のユーザーがアクセスする必要があ
る場合は、ユーザーの 1人が、自分の子ワークスペースを作成して、そこにファイル
のコピーを作成するようにします。

ファイルをチェックアウトする手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「TeamWare」➤「バージョン管理」を選択

します。

2. 「バージョン管理」ウィンドウから、使用するファイルが格納されているディレクト
リに移動し、変更するファイルのアイコンを選択します。

Shiftキーを押しながらクリックすることによって、複数のファイルをまとめて選択す
ることもできます。

3. 「コマンド」➤「チェックアウト」を選択します。

「コマンド」➤「チェックアウトして編集」を選択すると、自動的にエディタが起動
されます。

選択したファイルのアイコン上にチェックマークが表示されます。デフォルト以外の
エディタを使用する場合は、71ページの「デフォルトのエディタの変更」を参照して
ください。
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ファイルの編集
ファイルを編集する手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「ファイル」 ➤ 「ワークスペースの読み込
み」を選択して、ワークスペースを読み込みます。

2. 読み込んだワークスペースをクリックして選択状態にします。

3. 「Teamware」➤「バージョン管理」を選択します。

「バージョン管理」ウィンドウが表示されます。

4. 「バージョン管理」ウィンドウで、編集するファイルをクリックして選択状態にしま
す。

5. 「コマンド」➤「チェックアウトして編集」を選択します。

デフォルトのエディタのウィンドウが開いて、選択したファイルが表示されます。デ
フォルトのエディタを変更する方法については、「デフォルトのエディタの変更」を
参照してください。

6. ファイルを編集して、保存したら、ファイルをチェックインします。

72ページの「ファイルのチェックイン」を参照してください。

デフォルトのエディタの変更
デフォルトのエディタを変更する手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「TeamWare」➤「バージョン管理」選択し
ます。

2. 「バージョン管理」ウィンドウから「表示」➤「オプション」を選択します。

「オプション」ダイアログボックスが表示されます。

3. 「一般」タブにある「エディタの選択」で、デフォルトで使用するエディタを選択し
ます。
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4. 「その他」を選択した場合は、表示されたフィールドにエディタへのパスを入力しま
す。

ファイルのチェックイン
ファイルをチェックインする手順は次のとおりです。

1. 「バージョン管理」ウィンドウで、チェックインするファイルが存在するディレクト
リに移動します。

2. チェックインするファイルのアイコンをクリックします。

Shiftキーを押しながらクリックすることによって、複数のファイルをまとめて選択す
ることもできます。チェックアウトされているファイルのアイコンには、赤いチェッ
クマークが付いています。

3. 「コマンド」➤「チェックイン」を選択します。

4. 「チェックイン」ダイアログボックスにコメントを入力します。

5. 「了解」をクリックします。

Sun WorkShop TeamWareによって、コメントが保存され、ファイルがチェックイン
されます。加えた変更を親ワークスペースに統合する方法については、73ページの
「プットバックによる変更の統合」を参照してください。

ファイルに対する変更の取り消し
バージョン管理ツールでは、ファイルをチェックアウト前の状態に戻すこともできま
す。この機能は、ファイルをチェックアウトして変更したが、その変更したファイル
はチェックインしないといった場合に使用します。

チェックアウトしたファイルに行なった変更を取り消す手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「TeamWare」➤「バージョン管理」を選択
します。
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2. 「バージョン管理」ウィンドウから、変更を取り消すファイルが格納されているディ
レクトリに移動します。

チェックアウトされているファイルのアイコンには、赤いチェックマークが付いてい
ます。

3. ファイルをクリックして選択状態にします。

Shiftキーを押しながらクリックすることによって、複数のファイルをまとめて選択で
きます。

4. 「コマンド」➤「アンチェックアウト」を選択します。

ファイルに最後に加えた変更が取り消され、ファイルが以前の状態に戻ります。

プットバックによる変更の統合
ワークスペース内のファイルに変更を加えて、その変更を親ワークスペースに反映す
るには、親ワークスペースにその変更をプットバックする必要があります。プット
バックすることによって、チームの他のメンバーが変更された内容を利用できるよう
になります。

ファイルを親ワークスペースにプットバックする手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「アクション」➤「プットバック」を選択し
ます。

2. 「プットバック」タブでプットバックするファイルを選択します。

3. 「コメント」フィールにコメントを入力します。

電子メールによる通知の設定によっては、多くの人がこのコメントを見ることになり
ます。

4. 「プットバック」をクリックします。

「トランザクション出力」ウィンドウが表示され、プットバックに関する情報が表示
されます。プットバック中に衝突が発生した場合は、自動的に「衝突解決」タブが表
示されます。第 6章を参照してください。

5. 「閉じる」をクリックして、「トランザクション出力」ウィンドウを閉じます。
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注 – プットバックについての詳細は、22ページの「親ワークスペースへの変更内容
のプットバック」を参照してください。
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第6章

ファイル間の相違の解決

同じファイルの 2つのコピーの両方に変更を加えた場合、それらのファイル (コピー)
は衝突状態にあります。自分の子ワークスペースで変更したファイルをプットバック
しようとした際に、親ワークスペースのファイルも更新されていた場合には、これら
のファイル間の相違を解決するまで、そのファイルのプットバックはできません。
ファイルマージツールは、ファイル間の相違を解決するためのツールです。

この章では、次のトピックについて説明します。

� ファイルマージツールの起動
� ワークスペース内での衝突の解決
� 「ファイルマージ」ウィンドウの表示
� 相違の解決
� 自動マージの使用方法
� 変更の取り消し
� ファイルマージツールのオプション
� ファイルのマージ例

ファイルマージツールの起動
「ワークスペース管理」ウィンドウでは、衝突があるワークスペースは、通常とは異
なるアイコンで表示されます。ワークスペースアイコン内のファイルの 1つが赤く表
示され、放射状に出ている赤い線によって衝突が存在することが示されます。図 6-1
の例は、ws2ワークスペースに、その親の ws1と衝突するファイルが存在することを
示しています。
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図 6-1 ワークスペースの衝突例

衝突をすぐに解決する必要はありません。そのまま変更を続けて、子ワークスペース
内に衝突しているファイルの新しいデルタを作成できます。新しいデルタは全体が 1
つの分岐になります。最終的に衝突を解決すると、最新のデルタが、親からブリング
オーバーしたバージョンとマージされます。親にファイルをプットバックするには、
あらかじめ衝突を解決しておく必要があります。ファイルが衝突した状態でプット
バックしようとすると、ブリングオーバーをするように求められ、「トランザクショ
ン」ダイアログボックスの「衝突解決」タブに衝突しているファイルが表示されま
す。

ファイルマージツールは、次の 2つの場所から起動できます。

� 「Teamware」メニュー
� 「トランザクション」ダイアログボックスの「衝突解決」タブ

「TeamWare」メニューからのファイルマージツールの起
動

ファイルマージツールを起動するには、ワークスペース管理ツール、バージョン管理
ツール、フリーズポイントツールのいずれかのメインウィンドウから「TeamWare」
➤「ファイルマージ」を選択します。

「衝突解決」タブからのファイルマージツールの起動

「トランザクション」ダイアログボックスの「衝突解決」タブは、ユーザーとファイ
ルマージ機能の仲介役として、更新ブリングオーバートランザクション中に検出され
た衝突しているファイルの一覧を表示します。衝突解決トランザクションでは、衝突
しているファイルを選択し、そのファイルが読み込まれた状態でファイルマージツー

ws2に衝突あり
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ルを起動できます。プットバック中に衝突の解決を行うように設定すると、自動的に
「トランザクション」ダイアログボックスの「衝突解決」タブが表示されます。この
「衝突解決」タブは、「アクション」➤「衝突解決」を選択して開くこともできま
す。

「ファイルマージ」ウィンドウの表示

ファイルマージツールを起動すると、「ファイルマージ」ウィンドウが表示されます
(図 6-2 を参照)。この「ファイルマージ」ウィンドウには、上の部分に横に並んで 2
つ、下の部分に 1つの区画があります。上の 2つの区画は、同じファイルの異なる 2
つのバージョン、下の区画はマージ結果を表示します。上の 2つの区画は読み取り専
用です。下の区画には、ファイルの 2つのバージョンの一方または両方から選択され
た行が含まれます。そして、この下の区画で編集し、最終的なマージしたバージョン
を作成できます。

上の 2つの区画に表示されるデルタは、その共通の祖先デルタとの比較した結果で
す。

� 「子」というラベルの付いた左側の区画は、子のデルタを示します。
� 「親」というラベルの付いた右側の区画は、親のデルタを示します。

親と子に表示された両方のデルタは、共通の祖先であるデルタから派生しています。
この区画構成により、親および子デルタと祖先、親と子デルタ同士の 3方向から比較
を行うことができます。

ワークスペース内での衝突の解決
ワークスペース内の衝突を解決する手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから、衝突が存在するワークスペースのアイコン
をダブルクリックします。

「トランザクション」ダイアログボックスの「衝突解決」タブが開き、そのファイル
リスト区画に、衝突しているファイル名が表示されます。
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2. 「衝突をマージ」をクリックします。

ファイルマージツールが起動し、ファイルリスト区画に示されているファイルの処理
が開始されます。リスト内のすべてのファイルについて、SCCS 履歴ファイルから親
デルタと子デルタ、共通祖先の情報が抽出され、そのパス名がファイルマージツール
に渡されます。「ファイルマージ」ウィンドウが表示され、該当するファイルが読み
込まれて、マージが可能になります。

3. ファイルマージツールを使用し、ファイルの親と子のバージョン間の相違を解決しま
す。

ファイルマージツールの使用方法については、83ページの「相違の解決」を参照して
ください。

4. 衝突を解決したらファイルを保存します。

ファイルマージツールを使用して、ファイルの親と子のバージョン間の相違を解決す
ると、子の SCCS 履歴ファイルに新しいデルタが作成されます。新しいデルタには、
ファイルマージツールを使用して作成したマージ結果が含まれます。

5. この手順を繰り返してすべての衝突を解決します。
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図 6-2 「ファイルマージ」ウィンドウ

「ファイルマージ」ウィンドウのグリフについて

相違が簡単に見分けられるよう、ファイルマージでは、いくつかの色とグリフを使用
して、相違する行を強調表示します。黄色は追加されている行、赤色は変更されてい
る行、緑色は削除されている行を示します。

「ファイルマージ」ウィンドウで使用されるグリフの意味は、2つのバージョンの比
較か (入力ファイル 2つ)、2つのファイルのバージョンに対して共通の祖先を指定し
たか (入力ファイル 3つ) で異なります。図 6-2は、2つのファイル間の相違を示すグ
リフが表示されている「ファイルマージ」ウィンドウを示しています。
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入力ファイルが 2 つの場合

ファイルマージに 2つのファイルだけが読み込まれ、それらのファイルの対応する行
に相違がある場合は、それぞれのファイルの該当する行にグリフが表示されます。

� 2つの行に相違がない場合、グリフは表示されません。
� 2つの行に相違がある場合は、両方のテキスト区画のその行の先頭に縦棒 (|) が表
示され、相違部分が黄色で強調表示されます。

� ある行が一方のファイルにあって、もう一方にない場合は、その行が存在する方の
ファイルの該当する行の先頭に正符号 (+)が表示され、相違部分が赤色で強調表示
されます。

� 相違が解決された行には、白抜きのグリフが表示されます。

入力ファイルが 3 つの場合

マージする 2つのファイルを読み込むときに、3つ目のファイルとして、それら 2つ
のファイルの祖先ファイルを指定できます。祖先ファイルは、マージする 2つのファ
イルより古いバージョンのファイルです。祖先ファイルを指定すると、そのファイル
が、マージする 2つのファイルを比較する基準として使用されます。また、祖先ファ
イルを指定することによって、自動マージを行うことができます。ファイルマージ
は、祖先ファイルから派生したファイル、すなわち、子孫ファイル内の、祖先と異な
るすべての行にマークを付け、それら 3つのファイルに基づいてマージファイルを作
成します。

マージする 2つのファイル内の、祖先ファイルと異なる行は、変更バーのマークが付
けられ、いくつかの色を使用して強調表示されます。

� 3つのファイルの間で行に相違が存在しない場合、グリフは表示されません。

� 祖先には存在しない行が、子孫のいずれかまたは両方に存在する場合は、その行が
存在するファイルの該当する行の先頭に正符号 (+)が表示され、相違部分が黄色で
強調表示されます。

� 祖先に存在する行が、子孫のいずれかまたは両方の対応する行と異なる場合は、そ
の異なる行が存在するファイルの該当する行の先頭に縦棒 (|) が表示され、相違部
分が赤色で強調表示されます。

� 祖先に存在する行が、子孫のいずれかまたは両方に存在しない場合は、その行が存
在しないファイルの該当する行位置の先頭に負符号 (-)が表示され、相違部分が抹
消線付きの緑色で強調表示されます。
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� 相違が解決された行には、白抜きのグリフが表示されます。

ファイルマージツールへのファイルの読み込み

衝突解決によってファイルマージツールにファイルが自動的に読み込まれなかった場
合は、「ファイル」➤「開く」を選択するか、「開く」ボタンをクリックすることに
よって、手動でファイルを読み込むことができます。図 6-3は、「ファイルを開く」
ダイアログボックスを示しています。

図 6-3 ファイルマージツールにおける「ファイルを開く」ダイアログボックス
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「ファイルを開く」ダイアログボックスには、表 6-1に示すフィールドがあります。

マージするファイルが読み込まれた「ファイルマージ」ウィンドウの各テキスト区画
の上部には、それぞれ適切なファイル名 (左のファイル名、右のファイル名、出力
ファイル名)が表示されます。祖先ファイルを指定した場合は、ウィンドウのヘッ
ダー部分にそのファイル名が表示されます。

表 6-1 ファイルマージツールの「ファイルを開く」ダイアログボックスのフィールド

テキストボックス 説明

ディレクトリ Sun WorkShop またはコマンド行から引数を付けずにファイル
マージツールを起動すると、現在の作業用ディレクトリが表示さ
れます。このフィールドは編集可能です。ファイルマージツール
は、このウィンドウ内のファイル名を現在の作業用ディレクトリ
を基準にした相対パス名として解釈します。このため、サブディ
レクトリ内のファイルは subdir/filename の形式、親ディレクトリ
内のファイルは ../filenameの形式で指定できます。スラッシュ (/)

で始まるファイル名は、現在の作業用ディレクトリを基準にした
相対パス名ではなく、フルパス名として解釈されます。

左のファイル 左側のテキスト区画 (子区画)に表示するファイルを指定します。

右のファイル 右側のテキスト区画 (親区画)に表示するファイルを指定します。

祖先ファイル 祖先ファイル名を指定します。このテキストボックスにファイル
名を入力した場合、ファイルマージツールは、マージされる 2つ
のファイルとそのファイルを比較し、2つのファイル内の、祖先
と内容が異なる行を特定します。自動マージは祖先ファイルに基
づいて実行されますが、祖先ファイルそのものは「ファイルマー
ジ」ウィンドウに表示されません。祖先ファイル名が省略された
場合は、左と右のファイルだけが比較され、その 2つのファイル
からマージ版を作成します。祖先ファイルなしで、自動マージを
行うことはできません。

出力ファイル マージ結果の出力ファイルの名前を指定します。省略した場合
は、filemerge.out という名前で、現在の作業用ディレクトリ
に出力ファイルを書き込みます。
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相違の解決
相違の解決では、元のデルタ (親または子) のいずれか一方の行をそのまま採用するこ
とも、マージ版を手作業で編集することもできます。適切な変更が行われたことを、
コントロールパネルのボタンをクリックすることによって示すと、現在注目している
相違点は「解決された」ことになります。相違点が解決されると、相違箇所のグリフ
は白抜きのグリフに変わります。ファイルマージツールは、自動的に次の相違箇所に
進むか (「自動的に進む」属性がオンの場合)、指定された相違箇所に進みます。

下部のテキスト区画では、相違箇所が空白行で示されます。相違を解決するには、次
のいずれかの操作を行います。

� 採用するバージョンのテキスト区画上部の「受け入れ」または「受け入れて次へ」
をクリックして表示されている行を採用し、マージ版に反映する。

� マージ版を手作業で編集し、「編集」➤「現在のマークを解決済みに変更」を選択
することによって相違箇所に解決済みのマークを付ける。

衝突状態にない相違行 (すなわち、一方のファイルでだけ変更されている行) を自動的
にマージ版に取り込むように設定する場合は、「オプション」➤「自動マージ」を選
択します。そうすると、ファイルマージツールの起動時に、解決されているすべての
行が自動的にマージ版に取り込まれます。詳細は、84ページの「自動マージの使用方
法」を参照してください。

ファイル間の相違を解決する手順は次のとおりです。

1. 処理する相違箇所を決めます。

� 「ファイルマージ」ウィンドウの左上のステータス行を参照します。
� 強調表示されているグリフを確認します。

強調表示されている相違箇所を「現在の相違」といいます。同じファイル中の直後の
相違箇所は「次の相違」、同じファイル中の直前の相違は「前の相違」です。

2. 適切な行を選択して、受け入れます。

� 子のバージョンの行を採用する場合は、左のテキスト区画の上にある「受け入れ」
ボタンをクリックします。
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� 親のバージョンの行を採用する場合は、右のテキスト区画の上にある「受け入れ」
ボタンをクリックします。

採用した行が、下部の区画 (マージ版) に表示されます。

3. 「次」ボタンをクリックして、ファイルの次の相違箇所に移動します。

別の相違箇所に移動するには、次のいずれかの操作をします。

� 「次」ボタンをクリックする。
� 「ナビゲート」メニューを利用する
� 相違ナビゲータのボタン (左右の区画の境界の上にある上向きおよび下向き矢印
ボタン)を利用する。

加えた変更を放棄して最初からやり直す場合は「再読み込み」ボタンをクリックしま
す。相違の解決がすべて放棄され、相違を解決する前のファイルが読み込まれます。

4. 相違をすべて解決したら、「保存」をクリックします。

自動マージの使用方法
共通の祖先ファイルを読み込むことによって、自動的に相違を解決できることがあり
ます。自動マージは、次の規則に基づいて相違を解決します。

� どちらの子孫でも行が変更されていない、すなわち、3つのファイル間で行の内容
が同じ場合は、その行をマージ版に取り込む。

� いずれか一方の子孫でだけ行が変更されている場合は、変更されている方の行を
マージ版に取り込む。変更は、行全体の追加または削除のこともあれば、一部変更
のこともあります。

� 行に対する変更内容が両方の子孫でまったく同じ場合は、その行をマージ版に取り
込む。

� 両方の子孫で変更内容が異なる、すなわち、3つのファイルの間で行の内容が異な
る場合は、マージ版には行は取り込まれません。この場合は、右または左のファイ
ルのいずれかの行を採用するか、マージ版を手作業で編集して相違を解決する必要
があります。

� 相違が解決された行には、白抜きのグリフを表示する。
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自動マージ規則のまとめ

表 6-2に、自動マージのアルゴリズムを示します。表で使用されている用語は、それ
ぞれ次のことを意味します。

� 祖先は、祖先ファイル内のテキスト行を意味します。
� 変更 1は、子孫の一方のファイル内の、変更が加えられた行を意味します。
� 変更 2は、変更 1と異なる別の変更を意味します。
� 左右の子孫で行の変更内容が異なる場合、それらの行はいずれもマージ版に取り込
まれません。

変更の取り消し
「編集」➤「元に戻す」を使用して変更を取り消すことができます。

「ファイルマージ」ウィンドウの「再読み込み」ボタンを使用して相違を解決するた
めのすべての編集内容を放棄し、ディスクからファイルを読み込むこともできます。
「自動マージ」オプションが選択されている場合は、衝突状態にない相違はすべて下
部の区画に表示されます。

ファイルマージツールのオプション
次の 2つの場所で相違解決とファイルマージツールの動作を変更できます。

� 「ワークスペース管理」ウィンドウの相違解決オプション
� 「ファイルマージ」ウィンドウの表示オプション

表 6-2 自動マージ規則のまとめ

左の子孫 右の子孫 自動マージ結果

祖先 祖先 祖先

変更 1 祖先 変更 1

祖先 変更 2 変更 2

変更 1 変更 1 変更 1

変更 1 変更 2 自動マージされない
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相違解決オプション

「ツール属性」ダイアログボックスの「衝突解決」タブ (図 6-4) で、「トランザク
ション」ウィンドウの「衝突解決」区画の動作を変更できます。「衝突解決」タブに
は、表 6-3に示す属性があります。

図 6-4 「ツール属性」ダイアログボックスの「衝突解決」タブ

表 6-3 相違解決ツール属性

属性 説明

ファイルマージの自
動起動

相違解決のトランザクション区画が選択されたとき自動的にファ
イルマージツールを起動します。

自動的に進む 現在のファイルの相違が解決された後、リストの次のファイルを
自動的にファイルマージツールに読み込みます。

チェックインコメン
トのプロンプト

ファイルの相違を解決した後のチェックインでは自動的にデフォ
ルトのコメントが追加されます。この属性を有効にするとデフォ
ルトのコメントに追記する追加コメントの入力が求められます。

既存のマージウィン
ドウを使用

この属性が有効な場合は、以降に続く衝突解決作業に実行中の
ファイルマージツールを再利用します。

自動保存 (未解決の相
違がなかった場合)

この属性が有効でファイル内のすべての変更が自動マージ可能な
場合は、ファイルが自動的に保存され、チェックインされます。
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「ファイルマージ」ウィンドウの表示オプション

「ファイルマージ」ウィンドウの「オプション」メニューには、次の表に示すオプ
ションが含まれています。このメニューの最初の 5つのオプションはトグル方式で、
選択するたびに有効 / 無効が切り替わります。有効にすると、オプションの左側に小
さなボックスが表示されます。

表 6-4は、「ファイルマージ」ウィンドウの表示オプションをまとめています。

表 6-4 「ファイルマージ」ウィンドウの表示オプション

オプション 説明

自動マージ 衝突状態にない相違を自動的に解決し、マージ結果区画に
マージ版を作成します。デフォルトは有効です。

スクロール—連動して テキスト区画のスクロールの同期を取るかどうかを設定しま
す。スクロールの同期を取ると、各区画に対応する行が並ん
で表示されます。デフォルトは有効です。

行番号表示 左右の区画内に行番号を表示します。

行末表示 左右の区画内の各行の末尾に小さな黒いボックスを表示しま
す。

相違ナビゲータ表示 左右の区画の間に相違ナビゲータを表示します。相違ナビ
ゲータは、2つのファイル間の相違箇所を色付きの線で表示
します。相違ナビゲータのいずれかの側のスライドボックス
をクリックすると、そのボックスがある方のファイルがスク
ロールします。上向きまたは下向きの矢印をクリックする
と、両方のファイル内を同じ距離、移動します。

タブ表示 タブの設定をカスタマイズできます。次の 2つのオプション
があります。

制御文字 (^I) 各タブ位置に^I制御文字を表示します。デ
フォルトはオンです。

スペース タブの空白文字数を 1、2、3、4、6、8、
10、12、16のいずれかの文字数に設定でき
ます。デフォルトは 8文字です。

相違オプション 相違の動作をカスタマイズできます。次の 3つのオプション
があります。
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ファイルのマージ例
ここでは、共通の祖先を持つ 2つのファイルのマージ例を紹介します。子孫ファイル
の名前は file_1と file_2、祖先ファイルの名前は matriarchです。matriarch
を編集することによって、file_1と file_2が作成されています。子孫ファイルで
は、行の削除や追加、行の一部変更などの、さまざまな変更が行われています。

下記のマージ例の各行を見ると、変更が加えられているかどうか、また変更が加えら
れている場合は、どのように変更されているかが分かります。コード例 6-1に示すよ
うに、祖先ファイルはわずか 12行の大きさです。

デフォルトでは、読み込んだファイルに行番号は表示されませんが、分かりやすくす
るために、この例では行番号を表示しています。

行末のスペー
スを無視

相違行の検出で行の末尾の空白を無視しま
す。デフォルトは無効です。

すべてのス
ペースを無視

相違行の検出で行の途中および末尾の空白を
無視します。デフォルトは無効です。

大文字小文字
を区別しない

相違行の検出で英大文字と小文字を同一視し
ます。デフォルトは無効です。

コード例 6-1 祖先ファイル (matriarch)

1 This line is deleted in file_1
2 This line is in all three files
3 This line is deleted in file_2
4 This line is in all three files
5 This line is in all three files
6 This line is changed in descendants
7 This line is in all three files
8 This line is changed in descendants
9 This line is in all three files
10 This line is changed in file_2
11 This line is in all three files
12 This line is in all three files

表 6-4 「ファイルマージ」ウィンドウの表示オプション (続き)

オプション 説明
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コード例 6-2は、file_1 の内容を示しています。このファイルと祖先ファイル
matriarch との相違は次のとおりです。

� matriarch ファイルの行番号 1の行が削除されています。
� 行番号 4の行の後に新しい行が追加されています。
� 行番号 6の行が変更されています (file_2では、これとは異なる別の変更が加え
られています)。

� 行番号 8の行が変更されています (file_2でも同じ変更が加えられています)。

コード例 6-3は、file_2 の内容を示しています。このファイルと祖先ファイル
matriarch との相違は次のとおりです。

� matriarch ファイルの行番号 3の行が削除されています。

� 行番号 6の行が変更されています (file_1では、これとは異なる別の変更が加え
られています)。

� 行番号 8の行が変更されています (file_1でも同じ変更が加えられています)。

� 行番号 10の行が変更されています (file_1では変更されていません)。

� 行番号 11の行の後に新しい行が追加されています。

コード例 6-2 子孫ファイル (file_1)

2 This line is in all three files
3 This line is deleted in file_2
4 This line is in all three files
 &&& Added to file_1 &&&
6 This line is modified in file_1 from matriarch
5 This line is in all three files
7 This line is in all three files
8 #&# Changed in file_1 and file_2 #&#
9 This line is in all three files
10 This line is changed in file_2
11 This line is in all three files
12 This line is in all three files
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これらのファイルを自動マージすると、「ファイルマージ」ウィンドウの左上にマー
ジ結果が表示されます。相違は 7つで、そのうちの 6つが解決され、1つが未解決に
なります (図 6-5 を参照)。解決された相違には、白抜きのグリフが表示されます (図
6-6と図 6-7 を参照)。

図 6-5 自動マージ後の file_1 と file_2 のマージ結果

コード例 6-3 子孫ファイル (file_2)

1 This line is deleted in file_1
2 This line is in all three files
4 This line is in all three files
5 This line is in all three files
6 This line is altered in file_2 from matriarch
7 This line is in all three files
8 #&# Changed in file_1 and file_2 #&#
9 This line is in all three files
10 ### Changed in file_2 ###
11 This line is in all three files
 ### Added to file_2 ###
12 This line is in all three files
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図 6-6 自動マージ後の子区画の file_1 の内容

図 6-7 自動マージ後の親区画の file_2 の内容
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各グリフの意味は次のとおりです。縦棒 (|)は、その行に変更があったことを意味し
ます。正符号 (+)はその行が追加されていること、負符号 (-)はその行が削除されてい
ることを意味します。未解決の行は塗りつぶしのグリフ、解決済みの行は白抜きのグ
リフで示されます。カラーマップが使い切られていない限り、これらのグリフは通常
とは異なる色で強調表示されます。デフォルトでは、赤色が変更、緑色が削除、黄色
が追加を意味します。

未解決の相違 (上記の例では行番号 6の行) には、縦棒のマークが付きます。

相違を確認する

ファイルマージツールでは、未解決の相違 (上記の例の file_1と file_2の行番号
6の行)が強調表示されます。自動マージで相違を解決すると、その間のファイルの最
新状態が「マージ後の結果」区画に表示されます。

次の相違に進むには、その操作をする区画の上の下矢印ボタンをクリックするか、
「ナビゲート」➤「次」➤「相違」を選択します。次の相違が現在の相違になりま
す。

下矢印ボタンを使用することによって、相違を順にたどることができます。

自動マージでは、一方のファイルだけで加えられた変更を残します。自動マージに
よって相違が解決されなかった場合は (相違に関係する行には、通常とは異なる色の
塗りつぶされたグリフが表示されます)、手作業でその相違を解決する必要がありま
す。縦棒は、その行が追加や削除をされたものではなく、変更されていることを示し
ます。2つのファイルの同じ行に変更が加えられていて、その変更内容が異なる場
合、自動マージはその行をマージ版に取り込みません。そうした行は、どちらの行を
採用するかをユーザー自身で決定する必要があります。

相違を解決する

上記のマージ例の相違は、次のいずれかの方法で解決できます。

� file_1 の行をマージ版に採用する場合は、左の区画の「受け入れ」または「受け
入れて次へ」ボタンをクリックします。

� file_2 の行をマージ版に採用する場合は、右の区画の「受け入れ」または「受け
入れて次へ」ボタンをクリックします。

� 手作業でマージ版を編集します。
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出力ファイルを編集する

出力ファイルを編集する手順は次のとおりです。

1. マージ版のある下部のテキスト区画内の、編集する行位置にポインタを置きます。

この例では、次の行を入力すると仮定します。

>>> This line edited by hand <<<

2. 「編集」➤「現在のマークを解決済に変更」を選択します。

このメニュー項目は、相違行に解決済みのマークを付けます。これで、相違はすべて
解決されたことになります。

「ファイルマージ」ウィンドウの左上のステータス行に、すべての相違が解決された
ことが示されます。

3. 自動マージによる相違の解決が適切であるかどうかを確認します。

下矢印ボタンを使用することによって、相違を順にたどることができます。

最後の相違は、file_2 にだけ追加されている 1行です。ファイルマージツールは、
file_1 に追加されていた 1行 (3番目の相違) について行われたのと同様に、この行
をマージ版に取りんでいます。
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第7章

高度なファイル管理

この章では、以下のような高度なファイル管理機能について説明します。

� ワークスペース内のファイルの更新
� ファイルの履歴の表示
� ファイル名の変更とファイルの移動、削除
� カスタマイズメニューの作成
� 「読み込み」メニューへのパスの追加
� バージョン管理ツールの属性の設定
� SCCS ファイルの属性の設定

ワークスペース内のファイルの更新
ワークスペースの作成後は、ブリングオーバートランザクションを使用して定期的に
ワークスペースを更新する必要があります。

ワークスペースを更新する手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「アクション」➤「更新ブリングオーバー」
を選択します。

2. 「トランザクション」ダイアログボックスの「更新ブリングオーバー」タブをクリッ
クします。

3. 親および子ワークスペースのディレクトリ名を確認します。

4. 更新するディレクトリとファイルを選択します。

5. 「ブリングオーバー」をクリックします。
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更新ブリングオーバートランザクションについての詳細は、20ページの「子ワークス
ペースの更新 (更新ブリングオーバー)」を参照してください。

ファイルの履歴の表示
バージョン管理ツールでは、Sun WorkShop TeamWareワークスペース内のファイル
の履歴をグラフィカルに表示できます。ファイルを変更したユーザーや変更した日時
を確認したり、変更理由などを記したコメントが追加されている場合に、そのコメン
トを表示したりできます。

「履歴」ウィンドウの履歴グラフ区画には、選択されたファイルのデルタの分岐がグ
ラフィカルに表示されます (図 7-1 を参照)。この履歴グラフによって、ファイルのデ
ルタ構造とバージョン間の関係を知ることができます。履歴グラフ区画において、デ
フォルトで表示される破線は、その右側のデルタに左側のデルタの変更が反映されて
いることを示します。破線をたどることによって、時系列にデルタをたどることがで
きます。

「履歴」ウィンドウでは、次のことを行うことができます。

� 履歴グラフ区画からデルタを選択して、デルタ情報区画にそのデルタに関する情報
を表示する。

� 履歴グラフ区画からデルタを選択し、その現在の SCCS 状態に応じてチェックイン
またはチェックアウトする。

� 「表示」➤「ファイルの中身を表示」を選択して選択したデルタの内容を表示す
る。エディタのウィンドウが開いて、選択したデルタの内容が表示されます。

� デルタを 2つ選択して、「表示」➤「差分をファイルマージで」を選択する。
「ファイルマージ」ウィンドウに選択した 2つのデルタが横に並べて表示され、内
容を比較できます。

� デルタを 2つ選択して、「表示」➤「差分をテキストエディタで」を選択する。エ
ディタのウィンドウが開き、SCCSの diffsコマンドによって検出された相違点が
表示されます。

� デルタを 2つ選択して、「表示」➤「コンテキストの相違」を選択する。エディタ
のウィンドウが開き、SCCSの diffs -cコマンドによって検出された相違点が表
示されます。

ファイルの履歴を表示する手順は次のとおりです。

1. 「バージョン管理」ウィンドウからファイルをクリックして選択状態にします。
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2. 「ファイル」➤「ファイル履歴」を選択します。

「ファイル履歴」ウィンドウが表示されます (図 7-1 を参照)。

3. 同じファイルの別のデルタを表示する場合は、履歴グラフ区画からそのデルタ (1.2 な
どの番号で表示) をクリックします。

図 7-1 「ファイル履歴」ウィンドウ

履歴
グラフ
区画
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「ファイル履歴」ウィンドウ

「ファイル履歴」ウィンドウは、表 7-1に示す部分で構成されています。

ファイル履歴表示で使用されるシンボル

「ファイル履歴表示」ウィンドウでは、次のシンボルが使用されます。

表 7-1 「ファイル履歴」ウィンドウの各部

メニュー 説明

「表示」メニュー ファイルを管理するためのコマンドがあります。

「バージョン」メニュー 履歴グラフ区画のアイコンを管理するコマンドがあります。

「ファイル名」フィールド ファイルのパス名を表示します。

履歴グラフ区画 ファイルのデルタのアイコンを表示します。

デルタ情報区画 デルタの履歴情報を表示します。

表 7-2 ファイル履歴表示で使用されるシンボル

シンボル 説明

バージョン番号の左横にあるファイルアイコンは、デフォルトの
デルタを示します。

赤色のチェックマークは、そのファイルがチェックアウトされて
いることを示します。

×が付いているデルタは、マージされていないことを示します。

実線は、標準のデルタの流れを示します。

矢印付きの波線は、分岐がマージ済みであることを示します。

二重下線は、デフォルトのデルタを示します。デフォルトのデル
タは、sccs-admin コマンドのフラグ dで設定されます。110

ページの「SCCSファイルの属性の設定」を参照してください
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ファイルの履歴 (デルタ、分岐、バージョン)

バージョン管理ツールは、ファイルが存在している間のさまざまなバージョンの記録
を取ります。ファイルがチェックインされるたびに、チェックインされたファイルと
その前のバージョンとの間の行ごとの相違を記録します。この行ごとの相違情報全体
をデルタと呼びます。

Sun WorkShop TeamWareに初めてファイルをチェックインすると、デフォルトで
は、そのファイルには 1.1というデルタが割り当てられます。これ以降のデルタに
は、1.2、1.3という番号が割り当てられます。このようなデルタの縦構造が、SCCSツ
リーのトランク (幹) を形成します。しかし、実際のソフトウェアの開発では、トラン
クからの枝分かれが必要になることがあります。これを、分岐と呼びます。分岐する
ことによって、たとえば、同じファイルに対して、異なる 2つのバージョンを並行し
て開発できます。たとえば、ソースコードのバグ修正などを行うときがそうです。分
岐には、その分岐が発生した位置に基づいて、1.2.1.1 のような番号が割り当てられま
す。

SCCS のデルタ ID (SID) は、特定のデルタを表すために使用される番号です。この番
号は、ドット (.)で区切られた 2つの部分で構成されます。デフォルトでは、初期デル

タの SIDは 1.1 です。SIDの前の部分はリリース番号、後の部分はレベル番号と呼ば
れます。デルタをチェックインすると、レベル番号が自動的に大きくなります。分岐
デルタに対する SIDは、リリース番号とレベル番号、分岐番号、シーケンス番号 (リ
リース .レベル .分岐 . シーケンス)の 4つの部分で構成されます。分岐番号は、幹の
特定のデルタから分かれた分岐に割り当てられる番号で、最初の分岐が 1、次の分岐
が 2というようになります。シーケンス番号は、特定の分岐上の各デルタに順に割り
当てられる番号です。たとえば 1.2.1.1 という SID は、デルタ 1.2から派生した最初の
分岐の最初のデルタを示します。デルタ 1.2 に 2つ目の分岐を追加すると、その分岐
デルタに 1.2.2.1という番号が割り当てられます。

分岐の概念は、ツリー上のあらゆるデルタに適用されます。分岐のコンポーネント
は、トランクを基準にした位置とは関係なく、分岐上の作成順に番号が割り当てられ
ます。このため、すべての分岐のデルタはその番号によって特定できます。トランク
のデルタは分岐のデルタの番号から特定できますが、トランクのデルタから分岐のデ
ルタまでの完全なパスを特定することはできません。

たとえば、デルタ 1.3に 1つの分岐がある場合、その分岐上のすべてのデルタには
1.3.1.nという番号が割り当てられます。この分岐のデルタから別の分岐が発生してい
る場合、その新しい分岐のデルタには 1.3.2.nが割り当てられます。デルタ 1.3.2.2 の
番号から推測できることは、そのデルタが、トランクであるデルタ 1.3 から発生した
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2つ目の分岐の 2つ目のデルタであるということだけです。デルタ 1.3.2.2 という番号
から基、そのデルタとトランクの祖先デルタ (1.3)との間のすべてのデルタを知ること
はできません。

デルタとバージョンという用語はしばしば同じ意味で使用されますが、実際には異な
ります。バージョン管理ツールは、集められたデルタの 1つのまとまりからファイル
の 1つのバージョンを作成します。いくつかのデルタを除外したファイルのバージョ
ンを取り出すこともできます。

デルタのマージ

開発を並行して進め、その時々に変更をマージしてトランクに戻すことが合理的であ
る場合があります。分岐上のファイルをマージすると、その分岐は完結することにな
ります。

2つのデルタをマージする手順は次のとおりです。

1. バージョン管理ツールを起動し、作業用ディレクトリを選択します。

2. 「コマンド」➤「チェックアウト」を選択し、ファイルをチェックアウトします。

3. 「ファイル」➤「ファイル履歴」を選択し、ファイルの履歴を表示します。

4. 「履歴」ウィンドウの 履歴グラフ区画からデルタを 2 つを選択します。

5. 2 つのデルタ間の相違を調べるには、次のいずれかを選択します。

� 「表示」➤「差分をファイルマージで」
� 「表示」➤「差分をテキストエディタで」
� 「表示」➤「コンテキストの相違」

6. ファイルを変更します。

7. 必要なコメントを追加します。

8. 「コマンド」➤「チェックイン」を選択して、ファイルをチェックインします。
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ファイル名の変更とファイルの移動、削除
ファイル名を変更したり、ファイルを移動または削除した場合、ワークスペース管理
ツールは、ブリングオーバーやプットバックトランザクションの処理中に、その変更
を記録し、変更されたファイルを管理します。こうした処理はワークスペース管理
ツールによって自動的に行われますが、ここでは、ワークスペース管理ツールの仕組
みを理解するために、ファイル名の変更やファイルの移動、削除を行なったときに、
ワークスペース管理ツールによってどのような処理が行われるのかを説明します。

注 – ワークスペースの名前変更や移動には、CDE (共通デスクトップ環境) のファイ
ルマネージャや SunOSオペレーティングシステムの mvコマンドではなく、
この節で紹介する手順を使用してください。この手順を使用することによって、
ワークスペースの親子関係が保持されます。

ファイル名の変更と移動

名前を変更したファイルや、移動したファイルをブリングオーバーまたはプットバッ
クするとき、ワークスペース管理ツールは、そのファイルが新たに作成されたもの
か、すでに存在していたファイルが名前変更または移動されたものかを判断する必要
があります。名前変更または移動されたファイルの場合、ワークスペース管理ツール
はそのファイルのファイル名と履歴ファイルの両方を更新します。ファイル内容更新
と衝突で使用されたのと同じ規則に基づいて、ワークスペース階層全体にその変更を
反映させます。

トランザクション中、ワークスペース管理ツールはファイルを別々に処理します。
ディレクトリ名を変更したり、ディレクトリを移動したりした場合は、その中のファ
イルが別々に名前変更または移動されたかのように、各ファイルは 1つずつ評価され
ます。

ファイル名の変更例

図 7-2は、親ワークスペース内のファイルの名前を "C" から "D"に変更している例を
示しています。このファイルを子ワークスペースにブリングオーバーするとき、ワー
クスペース管理ツールは、次のどちらの場合であるのかを判断する必要があります。

� "D"は親ワークスペースに新たに作成されたファイルである。
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� "D"は子ワークスペース内の既存の "C" と同じファイルで、新しい名前が付けられ
ただけである。

図 7-2 ファイル "C" の名前を "D"に変更

この判断は、プットバックトランザクションでも同様に行われます。

ワークスペース管理ツールが行う処理は、ファイル "D"が新たに作成されたファイル
なのか、名前が変更された既存のファイルなのかによって異なります。ファイル "D"
が親ワークスペースの新規ファイルの場合は、子ワークスペースにそのファイルを作
成します。ファイル "D"が、名前が変更されただけの既存ファイルの場合は、子ワー
クスペース内のファイル "C"の名前を "D" に変更します。

ワークスペース管理ツールは、名前が変更された場合でもファイルを特定できるよ
う、SCCS 履歴ファイルに変更情報を記録します。下記は、ブリングオーバーまたは
プットバックの出力を表示するときに表示されるメッセージです。

更新ブリングオーバーまたはプットバックトランザクションを処理するとき、ワーク
スペース管理ツールは、そのトランザクションに関係するすべてのファイルについ
て、名前が変更されていないかどうかを調べてから、ファイルの転送を開始します。

検査したファイル数:

親
A B C D

A B D

A B C

名前変更

ブリングオーバー

親

子
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名前が変更されているファイルを検出した場合、ブリングオーバーでは子ワークス
ペース、プットバックでは親ワークスペースにその名前変更を反映します。また、
「トランザクション出力」ウィンドウには、次のようなメッセージによって名前の変
更が通知されます。

名前の履歴

ワークスペース管理ツールは、その SCCS 履歴ファイルにファイル名の履歴情報を記
録します。この名前の履歴は、ファイルが作成されてから、そのファイルに付けられ
た名前のリストであり、ワークスペースを基準にした相対ファイル名の形式になって
います。ワークスペースは、この情報を利用して、名前が変更されたファイルか新規
のファイルかを判断します。ファイル名が変更された場合、そのファイルを処理対象
とする次のブリングオーバーまたはプットバックトランザクションで、そのファイル
の名前履歴を更新します。名前履歴が更新されると、「トランザクション出力」ウィ
ンドウにその情報が表示されます。

名前変更の衝突

ごくまれに、親ワークスペースと子ワークスペースで同じファイルが同時に名前変更
されることがあります (名前変更の衝突)。たとえば、図 7-3の例では、親ワークスペー
スのファイル "C" の名前が "D"に変更されたのと同時に、子ワークスペースでファイ
ル "C" のが "F"に名前変更されています。

名前変更 旧: old_filename
新: new_filename

名前に関する要約:
        1 親の名前履歴を更新
        1 子の名前履歴を更新
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図 7-3 親と子ワークスペースにおけるファイル "C" の名前変更の衝突例

この場合、ワークスペース管理ツールは、親ワークスペースのファイル "D"と子ワー
クスペースのファイル "E"が同じファイルで、名前が違うだけであることを検出しま
す。名前変更の衝突がある場合、ワークスペース管理ツールは次のことを行います。

� 子ワークスペースのファイル名を使用して衝突を報告します。
� 子ワークスペースのファイル名を親ワークスペースのファイル名に自動的に変更す
ることによって衝突を解決します。プットバックトランザクションであっても、常
に親ワークスペースのファイル名が使用されます。

また、ワークスペース管理ツールは、「トランザクション出力」ウィンドウに次の
メッセージを表示して、このことを通知します。

名前の衝突です: name_in_child
名前変更 旧: name_in_child

新: name_in_parent

親
A B C D

名前変更

子
A B C E

名前変更

親
A B D

ブリングオーバー

子
A B E
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ファイルの削除

ワークスペースからファイルが削除されたときにワークスペース管理ツールが行う処
理は多少複雑です。Sun WorkShop TeamWareのコマンドを使用しないでワークス
ペースからファイルが削除された場合、ワークスペース管理ツールは、そのファイル
を、ワークスペースの親また子で新たに作成されたファイルとみなします。

たとえば、図 7-4の例では、Solaris オペレーティング環境の rmコマンドを使用し
て、子ワークスペースからファイル "C"を削除した後で、更新ブリングオーバートラ
ンザクションでその子ワークスペースを更新しています。

図 7-4 rm コマンドで子から "C" を削除し、ブリングオーバーで再作成

ワークスペース管理ツールは 2つのワークスペースを調べ、ファイル "C"が親ワーク
スペースには存在していて、子ワークスペースには存在しないと判断します。そし
て、通常のワークスペース管理ツールの規則に従って、子ワークスペースにファイル
"C"を作成します。

ファイルおよびワークスペースを削除する場合は、必ず Sun WorkShop TeamWareの
コマンドを使用してください。

親
A B C

子
A B C

親
A B C

ブリングオーバー

子
A B C

rmで "C"を削除

ブリングオーバーで
 "C"を作成
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Sun WorkShop TeamWare ファイルの削除

ファイルを削除する場合は、オペレーティングシステムのコマンドではなく、以下に
説明する手順を使用してください。この手順を使用することによって、ファイルの関
係と履歴が保持されます。

Sun WorkShop TeamWareファイルを削除する手順は次のとおりです。

1. バージョン管理ツールを起動します。

2. ファイルをクリックして選択します。

3. 「ワークスペース」➤「ファイル削除」を選択します。

4. 「了解」をクリックします。

バージョン管理ツールは、実際にはファイルを削除しないで、deleted_filesディ
レクトリにファイルを移動します。この変更は、ワークスペース階層全体に名前変更
として伝えられ、すべてのワークスペースから該当するファイルが削除されます。

この手順を使用してファイルを削除した後でファイルが再び表われるという心配はあ
りません。詳細は、105ページの「ファイルの削除」を参照してください。

カスタマイズメニューの作成
バージョン管理ツールでは、他のプログラムやよく使うコマンドにアクセスするため
の独自のプルダウンメニュー (カスタムマイズメニュー) を作成できます。

カスタマイズメニューを作成するには、次の手順に従います。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「TeamWare」➤「バージョン管理」を選択
して、「バージョン管理」ウィンドウを開きます。

2. 「バージョン管理」ウィンドウで「表示」➤「オプション」を選択します。

3. 「カスタマイズメニュー」タブをクリックします。

4. 「コマンド」フィールドにコマンドのフルパス名を入力します。

例: /bin/grep



第 7章 高度なファイル管理    107

Sun WorkShop TeamWareには、コマンドの引数に使用できる、ARGおよび FILEと

いう 2つのマクロが用意されています。

/bin/grep $ARGS $FILES

5. 「メニューラベル」フィールドに、メニューに表示する項目名を入力します。

6. コマンドの出力を表示する場合は、「出力ウィンドウ」のチェックボックスを選択し
ます。

7. ユーザーに入力を求めるメッセージを表示する場合は、「プロンプトウィンドウ」の
チェックボックスを選択します。

8. 「プロンプト」フィールドに、プロンプトウィンドウに表示するテキストを入力しま
す。

9. 「追加」をクリックし、定義したメニュー項目をリストに追加します。

10. 「テスト」をクリックし、定義したコマンドをテストします。

11. 問題がなければ、「了解」をクリックします。

「バージョン管理」ウィンドウに、「Customized」という見出しのメニューが表示さ
れます。追加したコマンドがメニューに含まれていることを確認してください。

「読み込み」メニューへのパスの追加
プロジェクトによっては、階層構造がかなり複雑になることがあります。そうした場
合、定期的に作業をするファイルにアクセスするために、何回もクリックして、いく
つかのディレクトリをたどったり、長いパス名を入力したりする必要があります。こ
こで説明する、「読み込み」メニューにパスを追加する方法で、この作業を簡単にす
ることができます。

「読み込み」メニューにパスを追加する手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「TeamWare」➤「バージョン管理」を選択
し、「バージョン管理」ウィンドウを開きます。

2. 「バージョン管理」ウィンドウから「表示」➤「オプション」を選択し、「読み込み
メニューのデフォルト」タブをクリックします。
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3. 「パス名」フィールドにディレクトリのフルパス名を入力します。

例: /set/pubs/Work/Workspaces/TAZ/IntA/sig_team

4. 「メニューラベル」フィールドに「読み込み」メニューに表示する名前を入力しま
す。

例: sigteam

5. 「追加」をクリックします。

「読み込みメニューのデフォルト」タブに指定した名前が表示されます。

6. 「了解」をクリックします。

「ファイル」➤「読み込み」メニューに、指定した名前のメニュー項目が表示されま
す。この項目を選択すると、バージョン管理ツールによって、定義したディレクトリ
の内容が読み込まれます。

バージョン管理ツールの属性の設定
「オプション」ダイアログボックスを使用して、バージョン管理ツールの属性を設定
できます (図 7-5 を参照)。「オプション」ダイアログボックスを開くには、「表示」
➤「オプション」を選択します。
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図 7-5 バージョン管理ツールの「オプション」ダイアログボックス

バージョン管理ツールの「オプション」ダイアログボックスの「一般」タブには、表
7-3に示す項目があります。

表 7-3 バージョン管理ツールの「オプション」ダイアログボックス

項目 説明

バージョン管理 現在は SCCSだけが選択できます。

メインのファイルリ
スト

「バージョン管理」ウィンドウに表示する SCCSファイルの種類
を指定できます。

ダブルクリックの動
作

「ファイルの状態をトグル」を選択した場合は、「チェックアウ
トをダブルクリックで確認」チェックボックスも選択できます。
この場合は、チェックインの際、ダイアログボックスの「了解」
をクリックするまで、ファイルのアイコン上にチェックマークが
表示されたままになります。
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SCCSファイルの属性の設定
「SCCSファイルの属性」ダイアログボックスを使用して、SCCSフラグの設定を変更
できます。これらのフラグは、SCCS-adminコマンドに対するオプションになりま
す。SCCS ファイル属性については、Solarisの『プログラミングユーティリティ』ま
たは sccs-admin のマニュアルページを参照してください。

SCCS ファイルの属性を設定する手順は次のとおりです。

1. 「バージョン管理」ウィンドウからファイルを 1 つ選択します。

2. 「ファイル」➤「ファイル情報」を選択して、「SCCS ファイルの属性」ダイアログ
ボックスを開きます。

3. 「SCCS ファイルの属性」ダイアログボックスでファイル属性を設定します。

履歴グラフ 履歴グラフ区画に表示する項目を設定できます。

履歴情報 表示する履歴情報の種類を選択できます。「すべてのファイル履
歴を表示」を選択した場合は、履歴を収集するコマンドを指定で
きます。

ファイル履歴コマン
ド

「すべてのファイル履歴を表示」属性を選択した場合に有効にな
るフィールドです。履歴ファイルの表示に使用する sccs prt

コマンドのオプションを指定できます。デフォルトは、オプショ
ンなしの sccs prtコマンドです。

エディタの選択 デルタの内容を表示したり、編集するデルタを開いたりするとき

に自動的に起動するエディタを指定できます。「その他」を選択
した場合は、独立したウィンドウでエディタを起動するコマンド
をテキストボックスに入力する必要があります。ファイル名は指
定したコマンドに付加されます。

表 7-3 バージョン管理ツールの「オプション」ダイアログボックス

項目 説明
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「SCCS ファイルの属性」ダイアログボックスには、表 7-4に示す項目 (フラグ) があ
ります。

表 7-4 SCCSファイルの属性

フラグ 説明

エンコーディング使用
(’e’フラグ)

読み取り専用で、値は「はい」または「いいえ」のいずれか
です。

'No id keywords’ の扱い
(’i’ フラグ)

ID キーワードがないファイルが検出されたときに「エ
ラー」または「警告」のどちらを発行するかを指定します。

空のリリース
(’n’ フラグ)

リリースが省略されたときに空のリリースの作成を許可する
かどうかを指定します。値は「使用する」、「使用しない」
のいずれかです。

デルタの分岐
(’b’ フラグ)

分岐デルタを有効にするかどうかを指定します。値は「有
効」または「無効」のいずれかです。

並行更新
(’j’ フラグ)

並行更新を許可するかどうかを指定します。値は「使用す
る」または 「使用しない」のいずれかです。

リリースの上限
(’c’ フラグ)

チェックアウト可能な最大リリース数を設定します。値は 1

～ 9999の範囲で、デフォルトは 9999です。

リリースの下限
(’f’フラグ)

チェックアウト可能な最小リリース数を設定します。値は 1

～ 9999の範囲で、デフォルトは 1です。

デフォルト SID

(’d’ フラグ)

デフォルトのデルタ番号 (SID)を設定します。たとえば、1.6

というような番号を入力できます。SIDについては、99

ページの「ファイルの履歴 (デルタ、分岐、バージョン)」を
参照してください。

リリースをロック
(’l’ フラグ)

デルタからリリースを保護します。指定したリリースのファ
イルのチェックアウトや編集ができなくなります。リリース
番号を入力します。複数のリリース番号を入力する場合は、
2.1, 2.1.3というようにコンマで区切って入力します。

’Q’ キーワードの値
(’q’フラグ)

ファイルを読み取り専用で開いたときにキーワード値を設定
します。
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モジュール名
(’m’ フラグ)

モジュール名キーワード値を設定します。デフォルトは、先
頭の sが削除された SCCS ファイル名です。

モジュールの型
(’t’ フラグ)

モジュールタイプ値を設定します。

妥当性検査プログラム
(’v’ フラグ)

新しいデルタに対する変更要求 (MR)番号用の妥当性検査用
プログラムを指定します。ファイルをチェックインしようと
すると、ファイルに対する MR番号の入力が求められ、入
力された MR番号が妥当性検査用プログラムに渡されま
す。妥当性検査用プログラムが成功した場合に、チェックイ
ンが許可されます。

表 7-4 SCCSファイルの属性 (続き)

フラグ 説明
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第8章

フリーズポイントツールの使用方法

フリーズポイントツールを利用して、ワークスペース内のファイルの「スナップ
ショット」を保存し、後でそのときのファイルを抽出できます。

この章は、次の節で構成されています。

� フリーズポイントツールの概要
� フリーズポイントツールの仕組み
� フリーズポイントツールの起動
� フリーズポイントファイルの作成
� フリーズポイントファイルの更新
� ファイルの抽出
� フリーズポイントの自動作成
� フリーズポイントファイルの形式

フリーズポイントツールの概要
ソフトウェアの開発過程では、作業の主な時点での「フリーズポイント」を作成して
おくと便利です。これらのフリーズポイントはプロジェクトの「スナップショット」

の役割を果たし、プロジェクトの主な時点での状態を後で復元できます。

プロジェクトの状態を保存する方法として、標準のバックアップユーティリティを使
用してプロジェクト階層のコピーをそのまま作成するという方法があります。この方
法は効果的ですが、大量の記憶資源と時間を消費します。フリーズポイントツールを
使用することによって、わずかな記憶資源でフリーズポイントを迅速かつ簡単に保存
できます。



114 Sun WorkShop TeamWareユーザーズガイド  •  2000年 6月

この章では、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI) 形式のフリーズポイント
ツールを説明します。フリーズポイントツールは、コマンド行から利用することもで
きます(第 11章を参照)。

フリーズポイントツールの仕組み
フリーズポイントツールによって、ワークスペースからフリーズポイントファイルを
作成し、後でそのフリーズポイントファイルを使用して、ワークスペースに含まれて
いたファイルおよびディレクトリ階層を復元できます。デフォルトでは、フリーズポ
イントツールはファイルとディレクトリだけを抽出します。すなわち、ファイル履歴
を無視して各ファイルのデフォルトのデルタだけを取り出します。ただし、フリーズ
ポイントツールには、すべての抽出ファイルの履歴を含むワークスペースを復元する
オプションも用意されています。

作成

フリーズポイントファイルを作成するには、「フリーズポイント」ウィンドウの
「ディレクトリとファイル」区画にディレクトリとファイルを指定します (図 8-2を参
照)。フリーズポイントツールはディレクトリ階層を再帰的に下降し、各 SCCS 履歴
ファイルに含まれる最後にチェックインされたデルタを検出します。その後それらの
ファイルのリストと、各デルタの一意の数値識別子から構成されるフリーズポイント
ファイルを作成します (126ページの「フリーズポイントファイルの形式」を参照) 。

フリーズポイントツールは、ファイルの最後にチェックインされたデルタを保存しま
す。このデルタは、デフォルトのデルタと同じである場合も、異なる場合もありま
す。次の例では、デフォルトのデルタは 1.3 です。最後にチェックインされたデルタ
が 1.2.1.1の場合、フリーズポイントツールが保存するのは、その 1.2.1.1 です。

図 8-1 フリーズポイントツールが保存するデルタ

1.1 1.2 1.3

1.2.1.1
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抽出

フリーズポイントファイルを使用して、ファイルを抽出 (回復) できます。フリーズポ
イントファイルからファイルを抽出するには、フリーズポイントファイルの名前、デ
ルタの抽出元のディレクトリ階層のパス名 (元の階層と異なる場合)、および復元する
ソース階層を置くディレクトリを指定します。

注 – フリーズポイントファイルは単に相違のリストです。このため、フリーズポイン
トファイルから抽出を行うには、元のワークスペース (または、その親か子)が
存在している必要があります。

抽出では、フリーズポイントファイルに含まれている情報に基づいて、新しいディレ
クトリ階層が作成されます。新しい階層は、元の履歴ファイルに定義されているファ
イルで構成されます。抽出時にワークスペースを作成するオプションを選択していな
い場合は、履歴ファイルそのものは復元されません。デルタは元のソースワークス
ペースに置かれている履歴ファイルから抽出されます。

ソースワークスペース

ソースワークスペースとは、フリーズポイントファイルの作成元である SCCS 履歴
ファイルが含まれるディレクトリ階層のことです。通常、このソースワークスペース
から、後でファイルが抽出されて階層が再作成されます。抽出を実行するときに、別
のソースディレクトリを指定することもできます。

抽出先ディレクトリ

抽出先ディレクトリとは、フリーズポイントファイルに示されているファイルを抽出
するときの最上位のディレクトリです。このディレクトリのパス名は、「フリーズポ
イント」ウィンドウの「抽出先のディレクトリ」フィールドに指定します。

フリーズポイントツールの起動
フリーズポイントツールを起動するには、次の 2つの方法があります。

� シェルコマンドプロンプトで後にアンパサンド (&) を付けて twfreezeと入力す
る。
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� 「ワークスペース管理」、「ファイルマージ」、「バージョン管理」のいずれかの
ウィンドウから、「TeamWare」➤「フリーズポイント」を選択する。

「フリーズポイント」ウィンドウの「作成」タブが表示されます (図 8-2 参照)。

図 8-2 「フリーズポイント」ウィンドウの「作成」タブ
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フリーズポイントツールの「作成」タブには、表 8-1に示す項目があります。

表 8-1 フリーズポイントの「作成」タブの項目

項目 説明

「ファイル」メニュー フリーズポイントツールを終了するコマンドが表示されます。

「表示」メニュー 「出力を表示」コマンドが表示されます。状態メッセージやエ
ラーメッセージの表示や保存ができます。

「TeamWare」メニュー 他の TeamWareツールを起動するコマンドが表示されます。

「ヘルプ」メニュー ヘルプを表示するコマンドがあります。

「フリーズポイント
ファイルの更新」
チェックボックス

このチェックボックスを選択すると、新しいフリーズポイント
を作成せずに既存のフリーズポイントファイルを更新します。

「デフォルトワークス
ペースの使用」
チェックボックス

このチェックボックスを選択すると、フリーズポイントファイ
ルに指定されているワークスペースが使用されます。

「フリーズポイント
ファイル」フィールド

フリーズポイントファイルの絶対パス名を指定します。

「ワークスペース」
フィールド

ソースワークスペースを指定します。

「ディレクトリとファ
イル」区画

フリーズポイントファイルに保存するファイルおよびディレク
トリが一覧表示されます。

「ファイル追加」
ボタン

「ファイル追加」ダイアログが開き、「ディレクトリとファイ
ル」区画に追加するファイルを選択できます。

「全ディレクトリの読
み込み」ボタン

ワークスペースのディレクトリ全体を読み込みます。

「すべてを選択」
ボタン

「ディレクトリとファイル」区画に示されているファイルおよ
びディレクトリをすべて選択します。

「すべてを選択解除」
ボタン

「ディレクトリとファイル」区画に示されているファイルおよ
びディレクトリすべての選択を解除します。
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フリーズポイントファイルの作成
フリーズポイントファイルを作成する手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「TeamWare」➤「フリーズポイント」を選
択し、「フリーズポイント」ウィンドウを開きます。

「作成」タブが表示されます (図 8-2 を参照)。

2. 「フリーズポイントファイル」フィールドにフリーズポイントファイル名を入力しま
す。デフォルトのファイル名である freezepoint.out をそのまま使用することも
できます。

フリーズポイントツールを起動すると、「フリーズポイントファイル」フィールドに
自動的に freezepoint.out が表示されます。このファイル名の前には、フリーズ
ポイントツールを起動したディレクトリのパス名が付けられています。このフィール
ドを書き換えて任意のフリーズポイントファイルのパス名を入力できます。絶対パス
名ではないパス名は、フリーズポイントツールを起動したディレクトリに対する相対
パス名とみなされます。

3. 「ワークスペース」フィールドにソースワークスペース名を入力します。

フリーズポイントツールを起動すると、「ワークスペース」フィールドに、
CODEMGR_WS 環境変数で指定されているワークスペースが自動的に設定されます。こ
の変数の設定がなく、フリーズポイントツールを起動したディレクトリがワークス
ペース内の階層であった場合は、そのワークスペースのパス名が「ワークスペース」
フィールドに設定されます。

「削除」ボタン 選択した項目をリストから削除します。

「コメント」区画 フリーズポイントファイルに含めるコメントを指定できます。

「作成」ボタン フリーズポイントファイルを作成して、作成に関するメッセー
ジが含まれた「フリーズポイント出力」ダイアログボックスを
表示します。

表 8-1 フリーズポイントの「作成」タブの項目 (続き)

項目 説明
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4. 「ディレクトリとファイル」区画に、保存するディレクトリとファイルのリストを作
成します。

「ファイル追加」ボタンをクリックして、「ファイル追加」ダイアログボックスを開
きます。

a. 保存するファイルを選択します。

ファイル名をクリックして選択状態にします。Shift キーを押しながらクリックす
ることによって、複数のファイルをまとめて選択することもできます。

b. 「リストにファイルを追加」をクリックして、選択したファイルを「ディレクトリ

とファイル」区画に追加します。

「全ディレクトリの読み込み」ボタンをクリックすると、「ディレクトリとファイ
ル」区画に「./」と表示されます。これは、ワークスペース階層全体が保存対象に
なることを示しています。

5. 「コメント」区画にコメントを入力します (省略可)。

このコメントはフリーズポイントファイルに格納され、後で参照できます。

6. 「作成」ボタンをクリックします。

「フリーズポイント」ウィンドウの左下のカウンタに、フリーズポイント処理の進行
状況が表示されます。

フリーズポイントファイルの更新
フリーズポイントファイルを更新する手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「TeamWare」➤「フリーズポイント」を選
択し、「フリーズポイント」ウィンドウを開きます。

2. 「フリーズポイントファイルの更新」のチェックボックスをクリックします。

3. 「フリーズポイントファイル」フィールドにフリーズポイントファイル名を入力しま
す。デフォルトのファイル名である freezepoint.out をそのまま使用することも
できます。

4. 「ワークスペース」フィールドの右側にある「...」ボタンをクリックしてワークス
ペースを選択するか、「ワークスペース」フィールドにワークスペース名を入力しま
す。



120 Sun WorkShop TeamWareユーザーズガイド  •  2000年 6月

5. 「ファイル追加」をクリックして、「ディレクトリとファイル」リストにファイルと
ディレクトリを追加します。

6. 「コメント」区画にコメントを入力します (省略可)。

7. 「更新」をクリックします。

既存のフリーズポイントファイルに指定されているワークスペースをフリーズポイン
ト処理する場合は、「デフォルトワークスペースの使用」チェックボックスを選択し
ます。

ファイルの抽出
フリーズポイントファイルに記述されているソース階層を新たに抽出する手順は次の
とおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウから「TeamWare」➤「フリーズポイント」を選
択し、「フリーズポイント」ウィンドウを開きます。

「作成」タブが表示されます。

2. 「抽出」タブをクリックします。

「抽出」タブが表示されます (図 8-4 を参照)。

3. 「フリーズポイントファイル」フィールドに既存のフリーズポイントファイルのパス
名を入力します。

絶対パス名でないパス名は、フリーズポイントツールを起動したディレクトリに対す
る相対パス名とみなされます。

4. 「すべて抽出」または「部分抽出」ラジオボタンを選択します。

「すべて抽出」では、凍結されたファイルセット全体が抽出されます。「部分抽出」
では、指定したサブセットが抽出されます。ワークスペースを作成するかどうかに関
係なく、全抽出または部分抽出のいずれかを選択する必要があります。

5. 凍結ファイルの SCCS 履歴を含むワークスペースを作成するには、「ワークスペース

の作成」チェックボックスを選択します。

6. 「フリーズポイントの抽出元」の 3 つのラジオボタンのいずれかを選択して、ソース
ワークスペースを指定します。
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� 「フリーズポイントファイルからデフォルトを使用」ボタンを選択した場合は、フ
リーズポイントファイルに指定されているソースワークスペースのパス名が使用さ
れます。

� 「ユーザー指定」ボタンを選択した場合は、ワークスペースのパス名を入力しま
す。

� 「デフォルトとコメントを表示」ボタンを選択した場合は、「ワークスペース」
フィールドにソースワークスペースのパス名が表示されます。

フリーズポイントファイルに含まれていないソースワークスペース階層を指定するに
は、「ユーザー指定」ボタンを選択して、「ワークスペース」フィールドに別のソー
スワークスペースのパス名を入力します。

7. 「抽出先のディレクトリ」フィールドに、新しい (抽出した) 階層を置くディレクトリ
のパス名を入力します。

絶対パス名でないパス名は、フリーズポイントツールを起動したディレクトリに対す
る相対パスとみなされます。

抽出先ディレクトリには、新しいディレクトリと既存のディレクトリのどちらでも指
定できます。抽出先ディレクトリに既存のディレクトリを指定した場合は、警告メッ
セージが表示されるため、操作の確認を行う必要があります。

8. 「抽出」ボタンをクリックして、抽出を開始します。

「部分抽出」オプションを選択した場合は、ダイアログが開き、フリーズポイント
ファイルに含まれているソースファイルのリストが表示されます。リストから抽出す
るファイルを選択してください。

「抽出」ボタンをクリックすると、フリーズポイントファイルに示されている各ソー
スファイルに対して SCCS get が実行されます。抽出されるファイルのバージョン
は、フリーズポイントファイルの SMID で指定されているバージョンです。抽出され
た g- ファイルは、抽出先のディレクトリに書き込まれます。「ワークスペースの作
成」オプションを選択した場合は、SCCS 履歴も抽出先ディレクトリに書き込まれま
す。

「フリーズポイント」ウィンドウの左下のカウンタに、抽出処理の進行状況が表示さ
れます。

図 8-3 フリーズポイント処理の進行状況
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注 – 抽出の際にファイルの名前変更や削除などが原因でファイルが見つからない場合
は、抽出は中止され、エラーとなったエントリの名前が表示されます。この場
合、フリーズポイントファイルを編集して、エラーとなったエントリを削除する
必要があります。名前が変更されたファイルの新しい名前を確認する方法につい
ては、freezepointfile(4)のマニュアルページを参照してください。

図 8-4 「フリーズポイント」ウィンドウの「抽出」タブ
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フリーズポイントの「抽出」タブには、表 8-2に示す項目があります。

表 8-2 フリーズポイントの「抽出」タブの項目

項目 説明

「ファイル」メニュー フリーズポイントツールを終了するコマンドが表示されます。

「表示」メニュー 「出力を表示」コマンドが表示されます。

「TeamWare」メニュー 他の TeamWareツールを起動するコマンドが表示されます。

タブ 「フリーズポイント」ウィンドウの「作成」タブと「抽出」タ
ブを切り替えることができます。

「すべて抽出」
ラジオボタン

フリーズポイントファイルのセット全体をすべて抽出します。

「部分抽出」
ラジオボタン

フリーズポイントファイルのセットの一部を抽出します。

「ワークスペースの作
成」チェックボックス

フリーズポイントファイルから TeamWareのワークスペース
を作成します。

「フリーズポイントファ
イル」フィールド

フリーズポイントファイルの絶対パス名を指定します。

「ワークスペース」
フィールド

ソースワークスペースを指定します。

「抽出先のディレクト
リ」フィールド

新しい階層を置くディレクトリのパス名を指定します。

「フリーズポイントの抽
出元」
ラジオボタン

「フリーズポイント
ファイルからデフォ
ルトを使用」

フリーズポイントファイルで指定されて
いるソースワークスペースのパス名が使
用されます。

「ユーザー指定」 ワークスペースのパス名を入力します。

「デフォルトとコメ
ントを表示」

ソースワークスペースのパス名が使用さ
れます。
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フリーズポイントの自動作成
ブリングオーバーやプットバックなどの、特定のトランザクションを実行するたび
に、フリーズポイントを作成するように設定できます。

自動フリーズポイントを設定する手順は次のとおりです。

1. 「ワークスペース管理」ウィンドウからワークスペースを選択します。

2. 「ワークスペース」➤「属性」を選択します。

3. 「フリーズポイント」タブを選択します。

「ワークスペース属性」ダイアログボックスの「フリーズポイント」タブが表示され

ます (図 8-5 を参照)。

4. 「フリーズポイント」タブは、フリーズポイントを作成する時期を示すオプションの
リストです。適切なオプションの「はい」ラジオボタンを選択します。

5. 「了解」をクリックします。



第 8章 フリーズポイントツールの使用方法    125

図 8-5 「ワークスペースの属性」ダイアログボックスの「フリーズポイント」タブ

フリーズポイントツールによって、Codemgr_wsdata/Freezepointsディレクトリ
下のワークスペースにフリーズポイントファイルが作成されます。自動フリーズポイ
ント機能は、Codemgr_wsdata/Freezepoints/YYYY/MM/DDという形式 (YYYYは
年、MMは月、DDは日)で、フリーズポイントファイルが作成された日ごとにディレク
トリを作成します。フリーズポイントファイルの名前は、HHMMSS.fp.Zという形式
(HHは時、MMは分、SSは秒) になります。拡張子の .Zは、自動フリーズポイント
ファイルが /bin/compress コマンドで圧縮されていることを示します。
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フリーズポイントファイルの形式
フリーズポイントファイルの内容は、通常のテキストエディタを使用して表示できま
す。

フリーズポイントファイルは、保存対象のワークスペース階層中の SCCS 履歴ファイ
ルに含まれるデフォルトのデルタのリストからなるテキストファイルです。階層を後
で復元するときに、フリーズポイントツールはこれらのエントリを、元の履歴ファイ
ルと、フリーズポイントファイルの作成時点でデフォルトだったデルタへのポインタ
として使用します。

これらのデルタの識別には、標準の SCCS デルタ ID (SID) の代わりに、新しい識別

子、SCCS マージ可能 ID (SMID) が使用されます。SMID を使用すると、ワークス
ペース管理ツールの更新ブリングオーバートランザクションの中で SIDが変更された
ファイルを、フリーズポイントツールで正しく処理できます。詳細は、191ページの
「SCCS マージ可能 IDについて」を参照してください。

フリーズポイントファイルには次の情報が含まれています。

� 作成したデルタリストの元となったワークスペースのパス名
� ファイルの作成日時

� フリーズポイントを作成したユーザーのログイン名
� 各ファイルに対応する SCCS履歴ファイル中の最新の SCCSデルタを示す一連の 16
進数

� 各ファイルの対応する SCCS 履歴ファイル内のルートのデルタを示す、一連の 16
進数

� ユーザーが入力したコメント (オプション)
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以下に、フリーズポイントファイルの例を示します。この例には、3つのエントリが
あり、残りの行はコメントになっています。

# Format:
# sfilename (previously SID) date time user hex hex hex hex hex hex hex hex
#
# First four hex’s are the SCCS Mergeable Id of the root delta of the
# containing delta tree.
# Last four hex’s are the SMID of the desired delta.

#sdata=99/03/10 09:20:26
#sdata=SunPro Code Manager data about conflicts, renames, etc...
#sdata=Name history : 1 0 list.c
#leaf=9f7398c4 cc06b ff6ce975 10b7656b
#leaf=f6ea91e2 bbd23cd1 3e052ed1 ca969a9e
./list.c (previously 1.5) 99/06/21 14:04:22 toriw 11db401e cd439eeb ca3782dc
1aa255e9 97701645 bda0137e d24a3d6b 69f31f25
#sdata=99/03/10 09:20:24
#sdata=SunPro Code Manager data about conflicts, renames, etc...
#sdata=Name history : 2 1 testdir/index.html
#sdata=Name history : 1 0 index.html
#leaf=1fffddc9 85c63827 8172c838 52ba549b
./twtest/testdir/index.html (previously 1.6) 99/06/08 16:21:37 toriw 3ed3beea
bb06794d 3f235871 dd89b225 d10d3db7 b8384098 3bb361a0 32e64f5e
#sdata=99/03/10 09:20:24
#sdata=SunPro Code Manager data about conflicts, renames, etc...
#sdata=Name history : 2 1 testdir/routine
#sdata=Name history : 1 0 routine
./twtest/testdir/routine1fs (previously 1.2) 99/03/12 09:11:10 toriw e59da845
d7e3b7e6 f9e7765f 43d41389 89c058c1 f758edad 81fc5a22 576e5015
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第9章

Sun WorkShop TeamWareにおけるプログ
ラムの構築

Sun WorkShop TeamWareでは、一度に 1つの構築ジョブを実行することも、同時に
複数の構築ジョブを実行することもできます。この章では、1つのアプリケーション
を短時間で構築する方法、構築のカスタマイズ方法、および「構築」ウィンドウと任
意の Sun WorkShop エディタを使用して構築エラーを修正する方法について説明しま
す。この章は、次の節で構成されています。

� 「構築」ウィンドウ
� WorkShopターゲットの構築
� プログラムの構築
� 構築のカスタマイズ
� 構築エラーの修正

「構築」ウィンドウ
「構築」ウィンドウには、プログラムのコンパイルに関する情報が表示されます。こ
のウィンドウを開くには、「ワークスペース管理」ウィンドウから「TeamWare」➤

「構築」を選択します。

注 – Sun WorkShopから利用できるものと同じ構築ツールが起動されます。Sun
WorkShop のメインウィンドウから「ウィンドウ」➤「構築ウィンドウの表示」
を選択して起動できます。

「構築」ウィンドウでは、次の作業を行うことができます。
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� 構築の開始
� 構築の中止
� 構築パラメータの編集
� 別のファイルへの構築出力の保存
� 構築エラーの表示

図 9-1に「構築」ウィンドウを示します。

図 9-1 「構築」ウィンドウ

「構築」ボタン

「構築を中止」ボタン

「前のエラー」ボタン

「次のエラー」ボタン

「ジョブグラフ」ボタン

「ディレクトリ」フィールド

「ターゲット」フィールド

構築出力表示区画

構築情報表示領域
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「構築」ウィンドウには、表 9-1に示す項目があります。

WorkShopターゲットの構築
Sun WorkShop プログラミング環境における構築に関係するターゲットは、Sun

WorkShopターゲットとユーザーメークファイルターゲットの 2種類があります。

表 9-1 「構築」ウィンドウの項目

項目 説明

「構築」メニュー ターゲットの指定、構築パラメタの設定、構築の起動と停止、
構築出力の保存を行うためのコマンドがあります。

「編集」メニュー 構築出力表示区画に表示する内容を変更するためのコマンドが
あります。

「表示」メニュー 「分散メークのジョブグラフ」ウィンドウに構築エラーを表示
したり、dmake による構築の進行状況をグラフィカルに表示
したりするためのコマンドがあります。

「構築」ボタン 現在の Sun WorkShopターゲットの構築を開始します。

「構築を中止」ボタン 現在実行中の構築を中止します。

「前のエラー」ボタン 構築出力表示区画で、前の構築エラーにカーソル移動し、その
エラーの発生場所をテキストエディタに表示します。

「次のエラー」ボタン 構築出力表示区画で、次の構築エラーにカーソル移動し、その
エラーの発生場所をテキストエディタに表示します。

「ジョブグラフ」
ボタン

「分散メークのジョブグラフ」ウィンドウを開きます。複数の
ジョブの構築時間を確認できます。

「ディレクトリ」
フィールド

現在の構築ディレクトリのパス名が表示されます。

「ターゲット」
フィールド

現在の構築ターゲットの名前が表示されます。

構築出力表示区画 構築の出力が読み取り専用で表示されます。

構築情報表示領域 現在実行中の構築に関する情報が表示されます。
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Sun WorkShop ターゲット

Sun WorkShop ターゲットは、構築ディレクトリ、構築コマンド、メークファイル、
構築ターゲットで構成されるオブジェクトです。

� 構築ディレクトリ :構築プロセスが起動されるディレクトリで、メークファイルの
デフォルトのディレクトリでもあります。

� 構築コマンド : make ユーティリティを起動するコマンド。makeユーティリティは
メークファイルを読み取り、構築ターゲットを構築します。

� メークファイル :依存関係に基づいて構築ターゲットを最新にする方法を記述した
項目を含んでいるファイルです。1つの依存関係が 1つの構築ターゲットになるた
め、依存関係自体が複数の依存関係を持つことがあります。構築ターゲットを再構
築するかどうかを決定するときに、ターゲットとファイル間の依存関係と下位の依
存関係によって makeがトレースするツリー構造が形成されます。

� 構築 (make) のターゲット : makeは特定のメークファイルに含まれている指示 (規
則) から構築ターゲットの構築方法を得ます。たとえば、make のターゲットは all
になることもあれば、clean になることもあります。通常、メークファイルは、最
も一般的な構築ターゲットがデフォルトターゲット (ターゲットを指定しなかった
ときに構築されるターゲット) になるように設計されています。

構築された Sun WorkShopターゲットは、「構築」メニューのピックリストと「構
築」➤「ターゲットを編集」コマンドの Sun WorkShop ターゲットのピックリストに
追加されます。構築を開始すると、Sun WorkShopターゲットのリストの先頭にある
ターゲットが構築されます。

プロジェクトには、複数のターゲットを含むことができます。実行可能ファイル、静
的ライブラリ / アーカイブ、共有ライブラリ、Fortranアプリケーションの場合は、
実行可能ファイル / ライブラリが 1つのターゲットで、特殊な cleanターゲットがも
う 1つのターゲットということになります (「構築」メニューのピックリストにあ
る)。cleanターゲットは、プロジェクトで作成されたすべてのファイル (たとえば .o

ファイル)、ソースブラウズ用データベース、C++テンプレートデータベース、実行可
能ファイルそのもの、およびその他の構築関係のファイルを削除します。

複雑なプロジェクトの場合は、「構築」メニューのピックリストに複数のターゲット
が含まれることがあります。たとえば、プロジェクトで、5つのライブラリと 1つの
実行可能ファイルを作成し、まとめてリンクできます。この場合、それぞれのライブ
ラリおよび実行可能ファイルは 1つの Sun WorkShop ターゲットになり、「構築」メ
ニューのピックリストから選択することで個別に構築できます。
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ユーザーメークファイルターゲット

ユーザーメークファイルターゲットは、makeが特定のメークファイルに含まれる指
示 (規則) からその構築方法に関する情報を得るオブジェクトです。通常、メークファ
イルは、最も一般的なターゲットがデフォルトターゲット (ターゲットを指定しな
かったときに構築されるターゲット)になるように設計されています。

メークファイルには、依存関係に基づいて構築ターゲットを最新にする方法を記述し
た項目が含まれています。1つの依存関係が 1つの構築ターゲットであるため、依存
関係自体が複数の依存関係を持つことがあります。構築ターゲットを再構築するかど
うかを決定するときに、ターゲットとファイル間の依存関係と下位の依存関係によっ
て makeがトレースするツリー構造が形成されます。

ユーザーメークファイルプロジェクトの場合、「構築」メニューのピックリストに含
まれるターゲットは、メークファイルか構築するメークファイルターゲットになりま
す。

プログラムの構築
Sun WorkShop TeamWareでは、構築コマンド、メークファイル、構築ターゲットを
指定しなくても構築を開始できます。これらのうちの 1つまたはすべてを指定して構
築を開始することもできます。構築オプションの指定、構築モードの指定、メーク

ファイルマクロの変更、環境変数の編集などの構築のカスタマイズも可能です (139
ページの「構築のカスタマイズ」を参照)。

構築パラメータは、「ターゲットの新規定義」ダイアログおよび「ターゲットの編
集」ダイアログを使用して指定します。この 2つのダイアログの基本的な構成は同じ

です。新しいWorkShopターゲットの指定には「ターゲットの新規定義」ダイアログ
を使用し、既存のWorkShopターゲットの編集には「ターゲットの編集」ダイアログ
を使用します。図 9-2は「ターゲットの新規定義」ダイアログです。
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図 9-2 「ターゲットの新規定義」ダイアログ

「ターゲットの新規定義」および「ターゲットの編集」ダイアログボックスには、表
9-2に示す項目があります。

表 9-2 「ターゲットの新規定義」ダイアログボックスの項目

項目 説明

「ディレクトリ」
フィールド

構築ディレクトリのパスを入力します。ブラウズボタンをクリッ
クしてディレクトリを選択することもできます。

「メークファイル」
フィールド

メークファイルを指定します (デフォルトのファイル名は

makefile) 。ブラウズボタンをクリックしてメークファイルを
選択することもできます。

「ターゲット」
フィールド

ターゲットを指定します。ブラウズボタンをクリックすると
「ターゲット選択」ダイアログボックスが開きます。

「コマンド」
フィールド

構築コマンドを入力します。デフォルトのコマンドは dmake で
す。

ブラウズ
ボタン
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デフォルト値を使用した構築

Sun WorkShop には、デフォルトの構築ターゲットとデフォルトの makeコマンド
(dmake) があります。このため、構築コマンドや構築ターゲットを指定しなくても構
築を開始できます。ただし、ユーザーメークファイルプロジェクトを構築する場合
や、プロジェクトが読み込まれていない場合は、メークファイルを指定する必要があ
ります (Sun WorkShopは、makefileまたは Makefileという名前のファイルを検
索して、makeがどちらのファイルを使用するか決定できるようにします)。

Sun WorkShop のこのプロジェクト機能によって、「新規プロジェクト作成」ウィ
ザードや「現在のプロジェクトを編集」ウィンドウからメークファイルを作成するよ
うに指示できます。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

Sun WorkShop には、構築コマンドとして dmakeが用意されています。dmakeコマ
ンドはメークファイルを解析して、並行して構築可能なターゲットを判断し、ター
ゲットの構築ジョブを分散します。dmakeは、次のいずれかの構築モードで動作しま

す (構築モードの設定については、139ページの「構築のカスタマイズ」を参照 )。

「名前」フィールド 指定したディレクトとメークファイル、ターゲットの組み合わせ
に名前を付けることができます。指定した名前は、メニューピッ

クリスト上でターゲットを示すために使用されるだけです。ター
ゲットに名前を付けなかった場合、メニューピックリストには、
「ディレクトリ: makefile 中のターゲット」と表示されま
す。名前を付けることによって構築ターゲットを区別することが
でき、同じディレクトリとメークファイル内に複数の構築ター
ゲットがある場合に便利です。

「オプション」ボタ
ン

構築パラメータを変更できます。

「マクロ」ボタン 構築に渡すマクロの追加、変更、書き換え、削除を行うことがで
きます。

「環境変数」ボタン 構築に渡す環境変数の追加、変更、削除できます。

「了解」ボタン 構築パラメータを適用してダイアログを終了します。

「構築」ボタン 構築パラメータを適用してターゲットを構築します。

「取消し」ボタン 変更内容を適用せずにダイアログを終了します。

「ヘルプ」ボタン ダイアログに関するオンラインヘルプが表示されます。

表 9-2 「ターゲットの新規定義」ダイアログボックスの項目 (続き)

項目 説明
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� 逐次モード— make同様、ローカルホスト上で一度に 1つずつジョブを実行しま
す。

� 並列モード—ローカルホスト上で複数のジョブを並行実行します。
� 分散モード—複数の構築サーバーに分散して複数のジョブを実行します。分散
モードでは、多数のプログラムで構成される大規模プロジェクトの構築処理を複数

のサーバーに同時に分散できます。dmakeはメークファイルを解析して、並行し
て構築可能なターゲットを判断し、指定された複数の構築サーバーにそれらター
ゲットの構築ジョブを分散します。分散モードで実行するにあたっては、139ペー
ジの「構築のカスタマイズ」を参照してください。

これらのどのモードで dmakeを実行して、「ジョブグラフ」ウィンドウを使用して、
その処理の進行状況を監視したり、各構築ジョブの状態を表示したりできます。「構
築」ウィンドウから「ジョブグラフ」ウィンドウを開くには、「表示」➤「分散メー
クのジョブグラフ」を選択します。

「ターゲットの新規定義」と「ターゲットの編集」ダイアログボックスには、デフォ
ルトの構築値が表示されます。特定のメークファイルや構築ターゲットが指定されな
かった場合、Sun WorkShop は、構築ディレクトリの makefile という名前のファイ
ルを探し、そのファイル内の最初の構築ターゲットを使用します。ただし、
makefile ファイルよりも新しい SCCS 履歴ファイル (s.makefile)を検出した場

合、Sun WorkShopは最新の s.makefileを使用します。メークファイルが存在しな
い場合は、Makefile というファイルを探します。

デフォルトの構築値を使用してプログラムを構築する手順は次のとおりです。

1. 「構築」ウィンドウの「ディレクトリ」フィールドに適切な構築ディレクトリが設定
されていることを確認します。

構築ディレクトリは、構築プロセスを実行するディレクトリで、メークファイルのデ
フォルトのディレクトリでもあります。「ディレクトリ」フィールドに構築ディレク
トリが表示されていないか、構築ディレクトリを変更する場合は、「構築」➤「新規
ターゲット」を選択して、「ターゲットの新規定義」ダイアログボックスを開き、
「ディレクトリ」テキストボックスに構築パスを入力します。

2. 「構築」➤「Start Build」を選択して、構築を開始します。

「構築」ウィンドウの構築出力表示区画に構築出力が表示されます。構築を中止する
には、「構築」ウィンドウから「構築を中止」ボタンをクリックするか、「構築」➤

「構築を中止」を選択します。
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注 – 次に「構築」ウィンドウを開いたときは、最後に構築ジョブを実行したディレク
トリが構築ディレクトリとして設定され、「ディレクトリ」フィールドにそのパ
ス名が表示されます。

独自の構築値を使用した構築

一意の名前を持つメークファイル、独自の構築ターゲット、または独自の構築コマン
ドがある場合は、「ターゲットの新規定義」ダイアログボックスや「ターゲットの編
集」ダイアログボックスでその構築値を指定できます (この指定ができるのは、ユー
ザーメークファイルプロジェクトに対してか、プロジェクトが読み込まれていない場
合です)。たとえば、独自の構築コマンドを指定することによって、makeの出力を
フィルタにかけ、不要な警告を排除できます。少なくとも構築ディレクトリを指定す
る必要があります。Sun WorkShop は makeコマンドを使用し、makeの検索順序に
従ってメークファイルを検索します。詳細は、make(1S)のマニュアルページと、オン
ラインヘルプを参照してください。

独自の構築値を指定する手順は次のとおりです。

1. 「ディレクトリ」フィールドに、構築に使用するディレクトリの名前を入力します。

構築ディレクトリが指定されない場合、Sun WorkShop は現在表示されているディレ
クトリで構築に行おうとします。ディレクトリが表示されていない場合は、エラーを
示すポップアップウィンドウが表示されます。

2. 「メークファイル」フィールドに、使用するメークファイル名を入力します。

3. 「ターゲット」フィールドに、使用する構築ターゲット名を入力します。

4. 「コマンド」フィールドに、使用する構築コマンド名を入力します。

makeまたは dmake 以外の構築コマンドを使用する場合は、「コマンド」フィールド
にそのコマンドと引数を指定します。PATH環境変数にその構築コマンドへのパスを
指定していない場合は、フルパスで指定する必要があります。

構築コマンドは、「環境変数」ダイアログボックスで指定された環境変数に対する
setenv コマンドを前に追加し、「メークオプション」と「メークのマクロ」ダイア
ログボックスで指定された構築オプションを後ろに付加することによって形成されま
す。

5. 「構築」ボタンをクリックます。ダイアログボックスで指定された設定に基づいて構
築が開始されます。
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「構築」ウィンドウの構築出力表示区画に、構築の出力が表示されます。構築を中止
するには、「構築」ウィンドウの「構築を中止」ボタンをクリックするか、「構築」
➤「構築を中止」を選択します。

既存の WorkShop ターゲットの編集

既存のWorkShopターゲットを編集する手順は次のとおりです。

1. 「構築」ウィンドウから「構築」➤「ターゲットを編集」を選択します。

2. リストから WorkShop ターゲットを選択します。

「ターゲットの編集」ダイアログボックスが開き、構築ディレクトリとメークファイ
ル、構築ターゲット、構築コマンドの現在の設定値が表示されます。

3. 必要に応じて、これらの設定を編集します。

詳細は、137ページの「独自の構築値を使用した構築」を参照してください。

4. 「構築」ボタンをクリックします。新しい設定で WorkShop ターゲットが再構築され
ます。

構築出力の収集

「構築」ウィンドウの構築出力表示区画の構築出力は、構築ジョブを実行するたびに
消去されます。

前の構築出力を残す手順は次のとおりです。

1. 「編集」➤「前の結果を消去しない」を選択します。

構築出力表示区画は消去されず、前の構築の出力に続けて、以降の構築出力が表示さ
れます。

2. 「構築」➤「構築」を選択します。

3. 各構築の出力を確認するには、構築出力表示区画をスクロールします。

各構築ジョブの出力の先頭には、構築パスと構築ターゲット名が表示されます。

構築出力表示区画の内容を消去するには、「編集」➤「結果を消去」を選択します。
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構築出力の保存

出力をファイルに保存し、構築出力情報の履歴を作成できます。

構築出力を保存する手順は次のとおりです。

1. 「構築」➤「結果を別名で保存」を選択します。

2. 「構築結果保存」ダイアログを使用して、出力を保存するファイルを選択または作成
します。

構築出力のログが、テキストファイルとして保存されます。

WorkShop ターゲットの削除

「構築」メニューの「ターゲットを編集」のリストからターゲットを削除できます。

ターゲットを削除する手順は次のとおりです。

1. 「構築」ウィンドウから「構築」➤「メニューからターゲットを削除」を選択しま
す。

2. 「メニューからターゲットを削除」ダイアログのリストからターゲットを選択しま
す。

Controlキーを押しながらクリックすることによって、複数のターゲットをまとめて
選択できます。

3. 「了解」ボタンをクリックします。

構築のカスタマイズ
構築オプションの変更、構築モードの指定、メークファイルマクロの使用、環境変数
の使用により、構築をカスタマイズできます。構築をカスタマイズするには、「構
築」➤「ターゲットを編集」を選択して、リストからターゲットを選択します。
「ターゲットの編集」ダイアログが開きます。
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構築オプションの指定

構築オプションは、「構築オプション」ダイアログボックスで指定できます。「構築
オプション」ダイアログボックスを開くには、「ターゲットの編集」ダイアログボッ
クスから「オプション」ボタンをクリックします。必要なオプションを選択したら、
「了解」をクリックして、「ターゲットの編集」ダイアログボックスに戻ります。

次のコマンドおよびオプションについての詳細は、dmakeおよび makeのマニュアル
ページを参照してください。

カテゴリ: 基本

� コマンドを表示するだけで実行はしません (-n)。
� エラーが発生するか規則が見つからない場合は、依存関係ツリー上の、ターゲット
の依存しない分岐で処理を継続します (-k)。

カテゴリ: コマンドの実行と表示

� ターゲットを再構築する理由を表示します (-d)。

新しい依存関係がある場合は、その全情報が表示されます。MAKEFLAGS環境変数
から構築表示オプションも読み込まれます。

� 依存関係の検査および処理に関する詳細情報を表示します (-dd)。
� 読み込まれたメークファイルの内容を表示します (-D)。
� メークファイル、make.rulesファイル、状態ファイル、隠れている依存関係に関

するレポートのすべてを表示します (-DD)。
� エコーなしでコマンドを実行します (-s)。このオプションは、特殊な意味を持つ
ターゲットの .SILENT: と同等です。

カテゴリ: 実行せず表示だけするためのオプション

� マクロ定義とターゲット記述セットの全内容を表示します (-p)。
� 構築しないで、依存関係のレポートを作成します (-P)。
� ターゲットファイルが最新であるかどうかに従って、ゼロまたはゼロ以外の状態
コードを返します (-q)。

カテゴリ: その他

� 規則を適用しないでターゲットファイルを更新します (-t)。
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� デフォルトの /usr/share/lib/make/make.rulesメークファイルを無視しま
す (-r)。

� メークファイル内の設定より環境変数の設定を優先します (-e)。
� コマンドから返されたエラーコードを無視します (-i)。このオプションは、特殊な
意味を持つターゲットの .IGNORE:と同等です。

カテゴリ: 分散メーク

このカテゴリでは、makeプロセスを実行するモードを指定できます。表 9-3は、
dmake オプションと選択したモードで行う必要がある操作をまとめています。

表 9-3 dmake のオプション

項目 説明

モード 構築の実行モードを選択します。

逐次 このモードを選択した場合、フィールドへの入力は必要
ありません。

並列 「最大ジョブ数」フィールドに、実行する最大構築ジョ
ブ数を指定します。

分散 1.「最大ジョブ数」フィールドに、実行する最大構築
ジョブ数を指定します。

2.「実行時の構成ファイル」フィールドに、.dmakerc
ファイルの名前またはパスを指定します。

3.「構築サーバーグループ」フィールドに構築サーバー
グループを指定します。

4.「一時出力ディレクトリ」フィールドに、出力ディレ
クトリのパス名を入力します。

最大ジョブ数 構築サーバーに分散する最大ジョブ数を入力します。省略された場
合は、グループのサーバーに指定されたジョブ数の合計が適用され
ます。

実行時の構成
ファイル

実行時構成ファイルを指定します。デフォルトでは、~/.dmakerc
が使用されます。

構築サーバーグ
ループ

ジョブの分散先のサーバーグループ名を入力します。デフォルトで
は、.dmakerc ファイル内の最初のグループが使用されます。

一時出力ディレ
クトリ

一時的な出力を書き込むディレクトリ名を指定します。デフォルト
では、~/.dmake が使用されます。
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初めて分散メークを行う場合は、dmake構築サーバーとして参加するマシンを指定し
た .dmakerc 実行時構成ファイルを作成する必要があります。このファイルには、構
築サーバーのグループ (リスト) と各構築サーバーに分散するジョブ数を含めます。
dmakeユーティリティは、dmakeホストからこのファイルを検索することによって、
ジョブを分散する場所の情報を取得します。一般に、.dmakerc実行時構成ファイル
は、作成した人のホームディレクトリに置きます。実行時構成ファイルを検索できな
かった場合、dmake はローカルホストに 2つのジョブを割り当てます。実行時構成
ファイルの作成については、dmake(1) のマニュアルページを参照してください。

マシンを構築サーバーとして使用するには、そのマシンにジョブを割り当てられるよ
うに設定する必要があります。構築サーバーには、dmakeホストと同じアーキテク
チャで、同じバージョンのオペレーティングシステムが動作しているホストを使用し
ます。デフォルトでは、構築サーバー上の dmake実行可能ファイルへのパスは、
dmake ホストと同じであるとみなされます。構築サーバー上の dmake実行可能ファ
イルへのパスが異なる場合は、そのサーバーに対するパス属性を変更する必要があり
ます。

マシンを構築サーバーとして設定するには、そのマシンのファイルシステムに
/etc/opt/SPROdmake/dmake.conf という構成ファイルを作成する必要がありま
す。このファイルが存在しない場合、dmakeはそのマシンにジョブを割り当てるのを
拒否します。dmake.conf ファイルには、そのマシン上で同時に実行可能なジョブ
(全ユーザーからのジョブ) の最大数を指定します。dmakeの詳細については、第 10
章と dmake(1) のマニュアルページを参照してください。

メークファイルマクロの使用方法

「メークのマクロ」ダイアログボックスでメークファイルマクロを指定できます。
メークファイルマクロを使用することによって、記述ファイル内で使用されている
ファイルやコマンドオプションを参照できます。「メークのマクロ」ダイアログボッ
クスでは、WorkShopターゲットの「持続的構築マクロ」リストに対してメークファ
イルマクロを追加、削除したり、マクロに対する値を変更したりできます。また、
メークファイルで現在定義されているマクロをリストに追加し、メークファイルで定
義されている値を無視して代わりにこのリストで設定した値を使用することもできま
す。マクロの定義については、『Sun WorkShopの概要』の付録 B を参照してくださ
い。
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マクロの追加

「持続的構築マクロ」リストにマクロを追加する手順は次のとおりです。

1. 「ターゲットの編集」ダイアログボックスで「マクロ」をクリックします。

2. 「名前」フィールドにマクロ名を入力します。

3. 「値」フィールドに、追加するマクロに対する値 (または定義) を入力します。

4. 「追加」ボタンをクリックし、新しいマクロをリストに追加します。

5. 必要に応じて、上記の手順を繰り返して他のマクロも追加します。

6. 「了解」ボタンをクリックし、変更内容を適用してダイアログを閉じます。

マクロの削除

「持続的構築マクロ」リストからマクロを削除する手順は次のとおりです。

1. 「持続的構築マクロ」のリストから削除するマクロを選択します。

2. 「削除」ボタンをクリックします。リスト内のすべてのマクロを削除するには「すべ
てを削除」ボタンをクリックします。

3. 「了解」ボタンをクリックし、変更内容を適用してダイアログを閉じます。

マクロの変更

「持続的構築マクロ」リスト内のマクロの値 (マクロ名によって実際に表される値) を
変更する手順は次のとおりです。

1. 「ターゲットの編集」ダイアログボックスで「マクロ」をクリックします。

2. 「メークのマクロ」ダイアログボックスで「詳細」をクリックします。

3. 「メークファイル中のマクロ」リストから変更するマクロを選択します。

4. 「<<追加」をクリックし、選択したマクロを「持続的構築マクロ」リストに追加しま
す。

5. 「値」フィールドに新しい値を入力します。

6. 「変更」ボタンをクリックします。
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7. 「了解」ボタンをクリックし、変更内容を適用してダイアログを閉じます。

8. 「ターゲットの編集」ダイアログの「構築」ボタンをクリックすると、新しい値を使
用して構築が開始されます。

メークファイルマクロの表示と置き換え

「持続的構築マクロ」リストにあるマクロ定義が、メークファイル内の同名のマクロ
に置き換えられます。

現在のマクロ定義を表示するには、「詳細」ボタンをクリックして「メークファイル
中のマクロ」リストを開きます。このリストには、現在の構築ターゲットに対する
メークファイルで定義されているすべてのマクロが表示されます。「フィルタ」
フィールドを使用してリストにフィルタをかけることができます。

メークファイルマクロの値を置き換える手順は次のとおりです。

1. 「メークファイル中のマクロ」リストからマクロを選択します。

2. 「<<追加」ボタンをクリックし、選択したマクロを「持続的構築マクロ」リストに追
加します。

3. 「値」フィールドに新しい値を入力します。

4. 「変更」ボタンをクリックします。

5. 「了解」ボタンをクリックして、変更内容を適用してダイアログを閉じます。

「持続的構築マクロ」リスト内のマクロ定義が、メークファイル内の同名のマクロ定
義の代わりに使用されるようになります。

6. 「ターゲットの編集」ダイアログの「構築」ボタンをクリックすると、新しい値を使
用して構築が開始されます。

環境変数の使用方法

「環境変数」ダイアログボックスで、構築のための環境変数を指定できます。
WorkShopターゲットの「持続的環境変数」リストに対して環境変数を追加、削除し
たり、環境変数に対する値を変更したりできます。構築を開始すると、環境変数を設
定するための setenv コマンドが構築コマンドの前に付加されます。
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環境変数の追加

「持続的環境変数」リストに環境変数を追加する手順は次のとおりです。

1. 「ターゲットの編集」ダイアログボックスから「環境変数」をクリックします。

2. 「名前」フィールドに環境変数名を入力します。

3. 「値」フィールドに変数の値を入力します。

4. 「追加」ボタンをクリックし、入力した環境変数を「持続的環境変数」リストに追加
します。

5. 必要に応じて、上記の手順 2 ～ 4 を繰り返して他の環境変数も追加します。

6. 「了解」ボタンをクリックしてダイアログを閉じます。

環境変数の削除

「持続的環境変数」リストから環境変数を削除する手順は次のとおりです。

1. 「持続的環境変数」リストから変数を選択します。

2. 「削除」ボタンをクリックします。リスト内のすべての環境変数を削除するには「す
べてを削除」ボタンをクリックします。

3. 「了解」ボタンをクリックし、変更内容を適用してダイアログを閉じます。

環境変数の値の変更

「持続的環境変数」リスト内のマクロの値を変更する手順は次のとおりです。

1. 「持続的環境変数」リストから環境変数を選択します。

2. 「値」フィールドに新しい値を入力し、「変更」ボタンをクリックします。

3. 「了解」ボタンをクリックし、変更内容を適用してダイアログを閉じます。

4. 「ターゲットの編集」ダイアログの「構築」ボタンをクリックすると、新しい構築環
境で構築が開始されます。
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環境変数の表示と置き換え

「持続的環境変数」リストにある環境変数定義が、現在の構築プロセス環境の同名の
環境変数の代わりに使用されます。現在の構築プロセス環境変数の定義を表示するに
は、「詳細」ボタンをクリックして「現在の環境」リストを開きます。このリストに
は、現在の構築プロセス環境で定義されているすべての環境変数が表示されます。
「フィルタ」フィールドを使用してリストにフィルタをかけることができます。

環境変数の値を置き換える手順は次のとおりです。

1. 「現在の環境」リストから環境変数を選択します。

2. 「<<追加」ボタンをクリックし、選択した環境変数を「持続的環境変数」リストに追
加します。

3. 「値」フィールドに新しい値を入力し、「変更」ボタンをクリックします。

4. 「了解」ボタンをクリックし、変更内容を適用してダイアログを閉じます。

5. 「ターゲットの編集」ダイアログの「構築」ボタンをクリックすると、新しい値を使
用して構築が開始されます。

構築エラーの修正
構築プロセスにテキストエディタを統合することにより、構築エラーの修正プロセス
が容易になります。構築が失敗した場合は、「構築」ウィンドウの構築出力表示区画
に構築エラーメッセージが表示されます。構築エラーメッセージには、そのエラーが
含まれているファイルへのハイパーテキストリンク (下線付きで強調表示されます) が
あります (図 9-3 参照)。「構築」ウィンドウ内の下線付きのエラーをクリックすると
テキストエディタが開き、そのエラーを含むソースファイルが表示されます。

各エラー行には、そのエラーが存在しているファイル名、エラーが発生した行番号、
エラーメッセージが示されます。
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図 9-3 構築出力表示区画に表示された構築エラー

C コンパイラによって出力されたエラーメッセージの構築エラーメッセージ部分に
は、情報アイコン ( )が表示されます。このアイコンをクリックすると、そのエ
ラーに関する情報を示すポップアップウィンドウが表示されます

注 – 出力をハイパーテキストリンクに変換して生成できるのは、サンのコンパイラだ
けです。サンのコンパイラを呼び出さない構築コマンドを使用した場合、「構
築」ウィンドウに表示された構築エラーからソースファイルへのリンクは作成さ
れません。

エラーのソースの表示
下線が付いているエラーをクリックすると、テキストエディタが起動され、エラーが
存在しているソースファイルが表示されます。ソースファイルのエラー行は強調表示

され、その行の左側にエラーグリフが表示されます (図 9-4 参照)。

キーボードショートカットの F4 (次のエラー)および Shift+F4 (前のエラー) を使用す
ることによって、テキストエディタのウィンドウにフォーカスを置いたまま構築エ
ラー間を移動できます。
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図 9-4 エラーが存在するソースファイルをテキストエディタのウィンドウに表示

エラーの修正

「構築」ウィンドウとエディタを使用して構築エラーを修正する手順は次のとおりで
す。

1. 「構築」ウィンドウの出力表示区画で強調表示されているエラーをクリックします。

エディタのウィンドウが開き、エラーが存在するソースファイルが表示されます。エ
ラー行は強調表示され、カーソルがその行に置かれています。黄色で強調表示されて
いるのが、現在のエラーです。

2. エラーのあるソースファイルを編集します。
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3. 「構築」ウィンドウで「次のエラー」ツールバーボタンをクリック (または、キー
ボードショートカット F4 を使用) し、テキストエディタの次の構築エラーの場所に移
動します。

「次のエラー」ボタンをクリックすると、構築出力の次のエラーが強調表示され、同
時にテキストエディタ内の対応するソース行も強調表示されます。

4. 編集したファイルを保存します。

5. エディタウィンドウのツールバーの「構築」ボタンをクリックして、再構築します。

構築処理の進行状況は、構築の出力表示区画で監視できます。

構築の終了
現在の構築プロセスを強制終了して、すべての構築ウィンドウを閉じるには、「構
築」ウィンドウから「構築」➤「構築終了」を選択します。

現在の構築処理を強制終了しないで構築ウィンドウを閉じるには、「構築」➤「閉じ
る」を選択します。
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第10章

dmakeユーティリティの使用

この章では、分散メーク (dmake) ユーティリティで構築プロセスを複数のホストに分
散し、複数のワークステーションやマルチプロセッサ上で並列的にプログラムを構築
する方法について説明します。

この章は、次の節で構成されています。

� dmake の基礎
� dmake ユーティリティについて
� dmake ユーティリティがメークファイルに与える影響
� dmake ユーティリティの使用方法

dmakeの基礎
分散メーク (dmake) を使用して、多数のプログラムから構成される大規模なプロジェ
クトを構築する処理を、複数のワークステーション上、またはマルチプロセッサシス
テムの複数の CPU 上に分散できます。dmakeユーティリティは、メークファイルを
解析して次のことを行います。

� どのターゲットを並行して構築できるか判断します。
� 複数のホストにそれらのターゲットの構築を分散します。

dmake ユーティリティは、makeユーティリティのスーパーセットです。

dmake を理解するためには、次の事柄についての知識が必要です。

� 構成ファイル (実行時構成ファイルおよび構築サーバーの構成ファイル)
� dmake ホスト
� 構築サーバー
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構成ファイル

dmake ユーティリティは、どの構築サーバーにジョブを分散するか、また各サーバー
にどれだけのジョブを分散するかを決定する際に、2つのファイルを参照します。

実行時構成ファイル

dmakeユーティリティは、dmakeホスト上の実行時構成ファイルから、ジョブの分散
先に関する情報を得ます。通常、このファイルは dmakeホストのホームディレクトリ
に .dmakerc という名前で格納されています。このファイルには、構築サーバーおよ
び各構築サーバーに分散できるジョブ数が記述されています。詳細は、152ページの
「dmakeホスト」を参照してください。

構築サーバーの構成ファイル

それぞれの分散構築に使用する構築サーバーには、必ず
/etc/opt/SPROdmake/dmake.conf ファイルが存在している必要があります。こ
のファイルは、dmake ユーザーが全体として各構築サーバーに割り当てることができ
る dmake ジョブの最大数を指定します。また、すべての dmakeジョブの実行に適用
される nice優先度も指定できます。

詳細は、155ページの「構築サーバー」を参照してください。

dmake ホスト

dmake ホストとは、dmake コマンドが最初に起動されるマシンです。dmakeユー
ティリティは、実行時構成ファイルの内容に基づいて、ジョブをどこに分散するかを
決定します。一般に、このファイルは、dmakeホストのホームディレクトリ内
に、.dmakerc という名前で置かれている必要があります。dmakeユーティリティ
は、以下の順序で実行時構成ファイルを探します。

1. コマンド行で -cオプションを使用して指定されたパス名

2. DMAKE_RCFILE という名のメークファイルマクロを使用して指定されたパス名

3. DMAKE_RCFILE 環境変数を使用して指定されたパス名

4. $(HOME)/.dmakerc
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実行時構成ファイルが見つからない場合、dmakeユーティリティは dmakeホストに
2つのジョブを割り当てます。

実行時構成ファイルによって、各構築サーバーのリストと各構築サーバーに分散する
ジョブの数を指定できます。次に、.dmakercファイルの例を示します。

コード例 10-1 dmakerc ファイル

� falcon、hawk、eagle、heron、avocetは、構築サーバーのリストです。
� 構築サーバーごとに、分散するジョブ数を指定できます。デフォルトのジョブ数は

2です。
� "#" の文字で始まる行は、コメントとして解釈されます。

注 – 上記のコード例の構築サーバーのリストには、dmakeホストでもある falcon

が含まれています。dmakeホストも構築サーバーとして指定できます。実行時
構成ファイルに dmakeホストを指定しなかった場合、dmakeホストには dmake

ジョブは分散されません。

実行時構成ファイルには、構築サーバーのグループを設定することもできます。この
方法によって、状況に応じて構築サーバーのグループを簡単に切り替えることができ
ます。たとえば、異なるオペレーティングシステムでの構築処理ごとにユーザーが構
築サーバーグループを定義したり、特殊なソフトウェアがインストールされている構
築サーバーのグループを定義したりできます。

# My machine. This entry causes dmake to distribute to it.
falcon { jobs = 1 }
hawk
eagle  { jobs = 3 }
# Manager’s machine. She’s usually at meetings
hero   { jobs = 4 }
avocet
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次に、構築サーバーのグループが定義されている実行時構成ファイルの例を示しま
す。

� グループであることが group 命令によって定義され、そのメンバーのリストが中
括弧 ({}) で囲まれています。

� グループのメンバーになる構築サーバーは、host指令によって指定されます。
� グループをほかのグループのメンバーにすることもできます。
� 構築サーバーのグループが指定されている実行時構成ファイルに、個別に構築サー
バーを指定することもできます。この場合、dmakeは、個別に指定された構築
サーバーを名前が指定されていないグループのメンバーとして扱います。

dmakeユーティリティは、次の優先順位に従ってジョブを分散します。

1. コマンド行で -gオプションの引数として指定されたグループ

2. DMAKE_GROUP という名のメークファイルマクロを使用して指定されたグループ

3. DMAKE_GROUP 環境変数を使用して指定されたグループ

earth  { jobs = 2 }
mars   { jobs = 3 }

group lab1 {
        host falcon { jobs = 3 }
        host hawk
        host eagle  { jobs = 3 }
}

group lab2 {
        host heron
        host avocet { jobs = 3 }
        host stilt  { jobs = 2 }
}

group labs {
        group lab1
        group lab2
}

group sunos5.x {
        group labs
        host jupiter
        host venus { jobs = 2 }
        host pluto { jobs = 3 }
}
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4. 実行時構成ファイルで最初に指定されたグループ

dmake ユーティリティは、構築サーバーごとに異なる実行パスを指定できます。デ
フォルトでは、dmakeは、dmakeホストと同じ論理パスを使用して、構築サーバー上
の dmake サポートバイナリファイルを検索します。次のように、.dmakercファイ
ルで構築サーバー用の別のパスをホスト属性として指定できます。

.dmakerc ファイルでは、グループ名およびホスト名を二重引用符で囲むことができ
ます。文字列の一部として二重引用符を使用することで、グループおよびホストに付
ける名前の制約が緩和されます。数字も英字と同様に使用できるようになります。数
字で始まる名前は、次のように、二重引用符で囲む必要があります。

構築サーバー

構築サーバーのファイルシステム内に /etc/opt/SPROdmake/dmake.confという
ファイルがあります。このファイルは、この構築サーバーでユーザーが全体として並
行して実行できる dmakeジョブの最大数を指定するために使用します。また、すべて
の dmake ジョブの実行に適用される nice優先度も指定できます。次に
/etc/opt/SPROdmake/dmake.confファイルの例を示します。このファイルで
は、1つの構築サーバーで実行可能な (すべての dmakeユーザーからの) dmakeジョ
ブの最大数を、 8に設定しています。

注 – 構築サーバーに /etc/opt/SPROdmake/dmake.confファイルが存在しない場
合、そのサーバーで、dmakeジョブを実行することはできません。

group lab1 {
host falcon { jobs = 10 , path = "/set/dist/sparc-S2/bin" }
host hawk { path = "/opt/SUNWspro/bin" }

}

group "123_lab" {
host "456_hawk" { path = "/opt/SUNWspro/bin" }

}

max_jobs: 8
nice_prio: 5
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dmakeユーティリティについて
分散メークを実行するには、標準の makeユーティリティの代わりに、dmakeを使用
します。dmakeを使用する前に、Solarisの makeユーティリティを理解しておく必要
があります。makeユーティリティについての詳細は、Solarisの『プログラミング
ユーティリティ』を参照してください。makeユーティリティを使用している場合、
ほとんど変更なしで dmake を使用できます。

dmakeユーティリティがメークファイルに与える
影響
この節では、dmake で解決可能な種類の問題を例に挙げて説明します。手続きが複雑
になるにしたがって、それらを実装するメークファイルの内容も複雑になります。適
切なメークファイルをもたらす方法を知る必要があります。この節では、一般的な
コード開発の例を挙げ、dmake を使用して作業を簡略化する方法を説明します。

メークファイルテンプレートの使用

プロジェクトを開始する時点でメークファイルテンプレートを使用することがわかっ
ている場合は、メークファイルテンプレートをカスタマイズして独自のメークファイ
ルを作成すると、次の利点があります。

� 使い慣れたものになる
� わかりやすい
� 統合しやすい
� 保守が簡単
� 再利用が簡単

メークファイルの編集にかかる時間を節約し、プログラムやプロジェクトの開発によ
り多くの時間を費やすことができます。
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ターゲットの並列構築

一般的に、大規模なソフトウェア開発プロジェクトは、並列して構築できる独立した
多数のモジュールで構成されています。dmakeユーティリティは、ネットワークにま
たがった複数のマシン上でのターゲットの並列処理を行うことができます。こうした
並列処理により、大規模な開発プロジェクトを構築するのに必要な時間が大幅に省け
ます。

dmake は、構築するターゲットが与えられると、そのターゲットに関連する依存関係
を調べ、古くなっている依存関係を構築します。この依存関係の構築では、依存関係
の依存関係の構築を伴うこともあります。ジョブを分散する際、dmakeは開始可能な
すべてのターゲットを開始します。それらのターゲットが終了すると、dmakeはその
他のターゲットを起動します。デフォルトでは、入れ子構造になった dmakeの呼び出
しは同時には実行されません。ただし、この設定は変更可能です (詳細は、160ページ
の「並列処理に対する制限」を参照)。

dmake では複数のターゲットが並列に構築されるため、各構築プロセスの出力は同時
に生成されます。各コマンドからの出力が混ざらないよう、dmakeでは各構築の出力
を個別に収集します。また dmakeは、コマンドを実行する前に、そのコマンドの内容
を表示します。実行したコマンドによって出力、警告、またはエラーが生成される
と、dmake ユーティリティは該当するコマンドの出力全体を表示します。後から開始
したコマンドが先行するコマンドよりも先に終了することもあるので、出力の順序が
予想と異なる場合があります。

メークファイルに関する制限事項

複数のターゲットを同時に構築する場合は、メークファイルに多少の制限が伴いま
す。たとえば、暗黙の依存関係の順序に依存しているメークファイルは、並列構築を
行なったとき正しく機能しないことがあります。また、同じファイルを修正する複数
のターゲットは、そのファイルが 2つの異なるターゲットによって同時に変更される
と失敗することがあります。この節では、こうした問題の例を取り上げます。
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依存関係リスト

ターゲットを並列構築するときは、依存関係リストが正確であることが重要なポイン
トになります。たとえば、 2つの実行可能ファイルが同じオブジェクトファイルを共
有しているときに、一方のファイルでしか依存関係が指定されていないと、並列構築
がエラーになる可能性があります。次のメークファイルの例を考えてみます。

逐次構築では、ターゲット aux.o は prog1に依存するファイルとして構築され、
prog2 の構築時に更新されます。これに対し、並列構築では、prog2のリンクが、
aux.o の構築前に開始されることがあり、その場合は、不正になります。makeの
.KEEP_STATE 機能で検出できる依存関係も一部ありますが、上記のような関係はそ
の対象にはなりません。

依存関係リストにおける明示的な順序指定

次に、暗黙の順序にもとづく依存関係がある場合は、問題がさらに複雑になるという
例を示します。たとえば、あるシステムのヘッダーをすべて作成してから構築を開始
する場合は、すべての要素がこの構築に依存していなければなりません。このため、
メークファイルがさらに複雑になり、新しいターゲットをメークファイルに追加した
場合などにエラーが起きる可能性が高くなります。この場合は、メークファイルの中
で特殊な .WAITターゲットを指定して、暗黙の依存関係があることを明示できます。
dmake は依存関係リストの中に .WAITターゲットを検出すると、これまでの依存関
係の処理を終了してから、以降の依存関係の処理を実行します。 1つの依存関係リス
トに、複数の .WAIT ターゲットを入れることもできます。次に、.WAITを使用し
て、まずヘッダーを作成してから、以降の処理を続行する例を示します。

.WAIT ターゲットに対する空の規則をメークファイルに追加することによって、
makeユーティリティでも、このメークファイルを使用できます。

all: prog1 prog2
prog1: prog1.o aux.o
    $(LINK.c) prog1.o aux.o -o prog1
prog2: prog2.o
    $(LINK.c) prog2.o aux.o -o prog2

all: hdrs .WAIT libs functions
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ファイルの同時修正

ターゲットの構築プロセスでは、同時に同じファイルを修正しないように注意する必
要があります。この問題は、さまざまな形で起きる可能性があります。一時ファイル
を使用する新しい接尾辞の規則を定義する場合、一時ファイルの名前は、ターゲット
ごとに異なっていなければなりません。この場合は、$@や $*の動的マクロを利用で
きます。たとえば、ソースファイルをコンパイルする前に .cファイルに修正を加え
る場合、.c.oの規則は次のように定義できます。

ライブラリの同時更新

並列処理でもう 1つの問題になる可能性があるのは、ライブラリを作成するときのデ
フォルトの規則です。すなわち、ライブラリという固定ファイルが変更される場合が
あるということです。本来適用されるべきでない .c.a規則によって、dmakeがそれ
ぞれのオブジェクトファイルを構築し、このオブジェクトファイルをアーカイブする
可能性があります。dmake が 2つのオブジェクトファイルを同時にアーカイブする
と、並列的に更新が行われてアーカイブファイルが壊れることがあります。

この場合は、各オブジェクトファイルを構築し、その構築が完了した後、すべてのオ
ブジェクトファイルをアーカイブするようにします。正しい接尾辞の規則と対応する
ライブラリの規則は次のとおりです。

.c.o:
    awk -f modify.awk $*.c > $*.mod.c
    $(COMPILE.c) $*.mod.c -o $*.o
    $(RM) $*.mod.c

.c.a:
    $(COMPILE.c) -o $% $<
    $(AR) $(ARFLAGS) $@ $%
    $(RM) $%

.c.a:
    $(COMPILE.c) -o $% $<
    $(COMPILE.c) -o $% $<
lib.a: lib.a($(OBJECTS))
    $(AR) $(ARFLAGS) $(OBJECTS)
    $(RM) $(OBJECTS)
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複数のターゲット

ファイルの同時更新の問題は、複数のターゲットに対して同じ規則を定義した場合に
も起きます。たとえば、プログラムと lex(1)で使用されるヘッダーの両方を構築す
る yacc(1)というプログラムがあります。 1つの規則にもとづいて複数のターゲッ
トファイルを構築する場合は、+表記を使用して各ファイルを 1つのグループとして
指定する必要があります。特に、並列構築の場合に、このことが重要になります。

この規則は、次のように 2つの規則が指定された場合と同等になります。

逐次処理の makeは、最初の規則に基づいて y.tab.cを作成してから、y.tab.hが
最新であり、構築の必要がないと判断します。これに対し、並列構築では、 yaccが
y.tab.c の構築を完了する前に y.tab.hを調べるため、y.tab.hの構築が必要で
あると判断し、最初の yaccと並行して別の yaccを起動します。両方の yaccが同
じファイル (y.tab.c と y.tab.h) に書き込みを行うため、これらのファイルが壊
れ、不正になる可能性があります。正しい規則では、次の例に示すように、+構文を
使用して、両方のターゲットを同じ規則に従って同時に作成するように指示します。

並列処理に対する制限

1つのメークファイルの中でファイルの衝突が避けられない場合があります。その 1
つの例が、C プログラムから文字列を抽出して、共有文字列を生成する xstr(1)コ
マンドです。xstrコマンドでは、変更された Cプログラムは x.c という固定した

y.tab.c y.tab.h: parser.y
    $(YACC.y) parser.y

y.tab.c: parser.y
    $(YACC.y) parser.y
y.tab.h: parser.y
    $(YACC.y) parser.y

y.tab.c + y.tab.h: parser.y
    $(YACC.y) parser.y
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ファイルに書き込まれ、抽出した文字列は stringsという固定ファイルに追加され
ます。xstrは C ファイルごとに実行する必要があるため、次の新しい .c.o規則が
よく定義されます。

この場合、各ターゲットを作成するごとに、x.cと stringsという同じファイルに
書き込みを行うので、dmakeユーティリティは上の規則にもとづいてターゲットを同
時に構築することはできません。また使用するファイルを変更することもできませ
ん。この場合は、.NO_PARALLEL:という特殊なターゲットを使用して、dmakeに各
ターゲットを同時に構築しないように指示できます。たとえば、.c.o規則を使用し
て構築するオブジェクトを OBJECTSマクロで定義している場合は、次のようにし
て、各ターゲットを逐次構築するよう dmakeに指示します。

大部分のオブジェクトを逐次構築する必要がある場合は、依存関係リストを持たない
.NO_PARALLEL: ターゲットをメークファイルに含めることによって、全オブジェク
トをデフォルトで強制的に逐次処理するようにすると安全で簡単です。並列構築でき
るターゲットは、次のように .PARALLEL:ターゲットに依存するファイルとして記述
できます。

分散メークの入れ子呼び出し

dmake は、ほかのdmake コマンドを呼び出すターゲットを検出した場合、そのター
ゲットを並列構築しないで、逐次構築します。これによって、2つの異なる dmakeが
同じディレクトリ中の同じターゲットを構築しようとするという問題を回避できま
す。この問題は、同じライブラリにアクセスする必要のある 2つの異なるプログラム
が並列構築された場合に起こります。各 dmake呼び出しでライブラリが最新であるこ

.c.o:
    $(CC) $(CPPFLAGS) -E $*.c | xstr -c -
    $(CC) $(CFLAGS) $(TARGET_ARCH) -c x.c
    mv x.o $*.o

.NO_PARALLEL: $(OBJECTS)

.NO_PARALLEL:

.PARALLEL: $(LIB_OBJECT)
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とを確認できる唯一の方法として、dmakeを再帰的に呼び出してライブラリを構築で
きます。コマンド行で $(MAKE) マクロを指定した場合のみ、dmakeユーティリティ
は入れ子呼び出しを認識できます。

入れ子にしたコマンドが衝突を起こさないと分かっている場合は、.PARALLEL:を使
用して、強制的に並列構築が行われるように設定できます。

メークファイルの中に、並行して実行される入れ子のコマンドが多数含まれている場
合、負荷均衡アルゴリズムが、強制的にローカルマシンに構築処理を過剰に割り当て
てしまうことがあります。これによって、負荷が大きくなったり、スワップ領域が不
足するなどの問題を引き起こすことがあります。こうした問題が発生した場合は、入
れ子にしたコマンドを逐次実行するようにしてください。

dmakeユーティリティの使用方法
dmake ホストで dmake コマンドを実行すると、構築サーバーにジョブが分散されま
す。また、dmakeホストにジョブを分散することもできます。この場合、dmakeホス
トも構築サーバーとみなされます。dmakeユーティリティは、(メークファイルをも
とにして)並行構築が可能であると判断したターゲットに基づいて、ジョブを分散し
ます。次の条件を満たしているマシンを、構築サーバーとして使用できます。

� dmake ホスト (dmake を実行するために使用しているマシン) からは、パスワード
を入力しなくても、rshを使用して、リモートから構築サーバー上でコマンドを実
行できる必要があります。rshコマンドに関する詳細は、rsh(1) のマニュアル
ページを参照してください。rshコマンドの使用例を次に示します。

� dmake がインストールされている binディレクトリに、構築サーバーからアクセ
スできる必要があります。すべての構築サーバーが共通の dmakeインストール
ディレクトリを共有するようにしてください。共有ファイルシステムの作成につい
ての詳細は、share(1M) および mount(1M)のマニュアルページ、またはオペレー
ティングシステムの AnswerBook を参照してください。

demo% rsh build_server which dmake
/opt/SUNWspro/bin/dmake
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� デフォルトでは、dmake は、dmakeホストと構築サーバーの dmake実行可能ファ
イルのパスが同じであることを前提に処理を行います。この設定を変更する場合
は、実行時構成ファイルで、ホストの属性としてパス名を指定します。たとえば、
次のようにパスを指定します。

� 構築を行うソース階層は、次の条件を満たす必要があります。

� 構築サーバーからアクセスできる。
� 同じ名前でマウントされている。

dmake ホストから、使用する構築サーバーと各構築サーバーに割り当てる dmake

ジョブの数を制御できます。特定の構築サーバーで実行可能な dmakeジョブの数は、
その構築サーバー上でも制限できます。

-mオプションと parallel 引数を指定した場合、または DMAKE_MODE変数またはマ
クロの値として parallel を設定している場合、dmakeは、実行時構成ファイルを
スキャンしません。このため、ジョブの数は、-jオプション、DMAKE_MAX_JOBS変
数またはマクロを使用して指定する必要があります。このどの方法でもジョブ数を指
定しなかった場合は、デフォルトのジョブ数の 2が使用されます。

dmake を分散モードで使用している時に、-jオプション、DMAKE_MAX_JOBS変数ま
たはマクロを使用してジョブの最大数を変更した場合、指定した値が実行時構成ファ
イルで設定されている値の代わりにしようされます。指定した値は、すべての構築
サーバーへ分散可能なジョブ数の合計値として使用されます。

「構築」ウィンドウから dmakeを使用する場合は、オンラインヘルプで構築サーバー
とジョブ数の指定方法についての説明を参照してください。コマンド行から dmakeを
使用する場合は、dmake(1) のマニュアルページ (dmake.1)を参照してください。

group sparc-cluster {
   host wren   { jobs = 10 , path = “/export/SUNWspro/bin”}
   host stimpy { path = “/opt/SUNWspro/bin”             }
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第11章

Sun WorkShop TeamWareの
ショートカット

Sun WorkShop TeamWareには、簡単に利用できるように、いくつかのショートカッ
トが用意されています。この章は、次のトピックで構成されています。

� コマンド行からの TeamWareの使用方法

� ワークスペース管理ツールのコマンド
� バージョン管理ツールのコマンド
� ファイルマージツールのコマンド
� フリーズポイントツールのコマンド

� GUIのショートカット

コマンド行からの TeamWareの使用方法
Sun WorkShop TeamWareツールは、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI) か
らだけでなく、システムプロンプトで TeamWareのコマンドを入力して利用すること
もできます。GUIおよびコマンド行のどちらからでも Sun WorkShop TeamWareコマ
ンドを利用することができ、両者の間に機能上の違いはありません。同時にある機能
では GUIを利用して、別の機能ではコマンド行を利用するといったこともできます。
スクリプトやプログラムにこれらのコマンドを含めて、ファイル管理をさらに自動化
することもできます。
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ワークスペース管理ツールのコマンド

ワークスペース管理ツールのコマンドの一覧を表示するには、codemgrと入力しま
す。

実際には、このリストには、コマンドオプションが角括弧で囲まれた、各コマンドの
構文が示されます。たとえば、次は bringoverコマンドの構文です。

次は、コマンド行から bringoverコマンドを発行している例です。

Sun WorkShop TeamWareツールには、環境変数ファイルや、以前に指定された引数
を格納した引数ファイルなどの、長いコマンド行の入力の手間を省く機能がいくつか
用意されています。コマンドとそのコマンドで使用できるオプションの詳細リストを
表示するには、次に示すように、man commandnameの形式でコマンドを入力します。

注 – Sun WorkShop製品のマニュアルページは、標準のディレクトリの

/usr/share/man にはインストールされません。このため、Sun WorkShop
TeamWareのマニュアルページにアクセスするには、MANPATH環境変数の設定
を変更する必要があります。xviiiページの「Sun WorkShop開発ツールへのア
クセス方法」を参照してください。

example% codemgr

    codemgr bringover ...
    codemgr codemgrtool
    codemgr help
    codemgr putback ...
    codemgr resolve ...
    codemgr workspace ....
    codemgr ws_undo  ....

% bringover [-w 子ワークスペース] [-p 親ワークスペース] [-c コメント]
[-m コメントファイル] [[-f flp]...] [-n] [-g] [-q] [-v] [-B] [-C]
[-i 取り込みファイル] [-x 除外ファイル] [ファイルおよびディレクトリ]

% bringover -w my_child -p their_parent /usr/ws/project

% man bringover
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表 11-1に、ワークスペース管理ツールでよく使用されるメニュー項目と対応するコマ
ンドをまとめます。

特定のワークスペースをコマンド行コマンドのデフォルトとして設定するには、

CODEMGR_WS環境変数を設定します。51ページの「環境変数の設定」を参照してくだ
さい。

バージョン管理ツールのコマンド

コマンド行からバージョン管理ツールを起動するには、twversionに続けてアンパ
サンド (&) を入力します。

ファイルマージツールのコマンド

ファイルを読み込まずに、コマンド行からファイルマージツールをバックグラウンド
で起動するには、シェルコマンドプロンプトに対し、twmergeに続けてアンパサンド
(&) を入力します (ファイルマージツールの実行可能ファイルが、指定した検索パスに
ある場合)。

表 11-1 「ワークスペース管理」のメニュー項目と対応するコマンド

GUI メニュー項目 対応するコマンド

ワークスペース作成 workspace create

名前変更 workspace move

親の変更 workspace parent

作成ブリングオーバー bringover

更新ブリングオーバー bringover

プットバック putback

取り消し ws_undo

衝突解決 resolve

demo% twversion &

demo% twmerge &
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この twmerge コマンドは、ファイルを読み込まずにバックグラウンドでファイル
マージツールを起動します。各区画にファイルを読み込んでファイルマージツールを
起動する方法については、168ページの「起動時に 2つのファイルを読み込む」を参
照してください。

次は twmerge コマンドの構文です。コマンドオプションは、角括弧で囲まれていま
す。

起動時に 2 つのファイルを読み込む

コマンド行からファイルマージツールを起動するときに 2つのファイルを読み込むに
は、それらのファイルが存在するディレクトリに移動して、コマンド行にそれらの
ファイル名を指定します。たとえば、file_1と file_2という 2つのファイルを
マージするには、次のコマンドを使用します。

1つ目のファイルが左のテキスト区画、2つ目のファイルが右のテキスト区画にそれぞ
れ表示されます。

起動時に 3 つのファイルを読み込む

ancestor_file という名前の共通の祖先ファイルと比較して、2つのファイルを
マージするには、それらのファイルが存在するディレクトリに移動して、次のコマン
ドを使用します。

祖先ファイルそのものは表示されませんが、祖先ファイルと 2つの子孫ファイル間の
相違にマークが付けられ、祖先ファイルに基づいて、マージ結果がファイルに出力さ
れます。

twmerge [-b] [-r] [-tabsize 値] [-diffopt [bwi]]
[-a 祖先] [-f1 名前] [-f2 名前] [-l リストファイル]
[左のファイル [ 右のファイル [ 出力ファイル ] ] ] [-V]

demo% twmerge file_1 file_2 &

demo% twmerge -a ancestor_file file_1 file_2 &
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フリーズポイントツールのコマンド

コマンド行からフリーズポイントを作成、更新、抽出できます。

フリーズポイントコマンドのリストを表示するには、freezeptと入力します。

コマンド行からのフリーズポイントの使用方法については、freezeptのマニュアル
ページを参照してください。マニュアルページを表示するためのコマンドは次のとお
りです。

GUIのショートカット
Sun WorkShop TeamWareインタフェースには、いくつかのショートカットが組み込
まれています。ショートカットは、ワークスペースやディレクトリ、ファイルの選択
で利用できます。

� アイコンをクリックして、ワークスペース、ファイル、ディレクトリを選択する。
Shift キーを押しながらクリックすることによって、複数のワークスペース、ファ
イル、ディレクトリをまとめて選択することもできます。

� ダイアログボックス上の項目が何もない部分でマウスの左ボタンを押して、ドラッ
グし、選択するアイコンを長方形で囲むことによって、ファイルをまとめて選択す
る。ボタンを離したときに長方形で囲まれていたすべてのファイルが、選択状態に
なります。

� ファイルまたはディレクトリのアイコンをクリックして、選択状態にしてから、別
のアイコン上にポインタを置いて、マウスの中央ボタンをクリックすることによっ
て、ファイルやディレクトリを追加選択する。

example% freezept

    freezept compare ...
    freezept create ...
    freezept diff ...
    freezept extract ...
    freezept help
    freezept sid ...
    freezept smid ...
    freezept update  ....

% man freezept
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表 11-2に、Sun WorkShop TeamWareのその他のマウスおよびキーボードショート
カットをまとめています。

表 11-2 マウスおよびキーボードショートカット

操作 働き 詳細説明

項目の何もない部分にワーク
スペースのアイコンをドラッ
グ &ドロップ

「作成ブリングオーバー」
タブを表示

子ワークスペースのアイコン
上に親ワークスペースのアイ
コンをドラッグ &ドロップ

「更新ブリングオーバー」
タブを表示

親ワークスペースのアイコン
上に子ワークスペースのアイ
コンをドラッグ &ドロップ

「プットバック」タブを表
示

親子関係のないワークスペー
スのアイコン上に別のワーク
スペースのアイコンをドラッ
グ &ドロップ

ブリングオーバーまたは
プットバックを行うかどう
かを問い合わせるポップ
アップダイアログボックス
を表示

Controlキーを押しながら、
ワークスペースのアイコン上
に別のワークスペースのアイ
コンをドラッグ &ドロップ

親を変更 42ページの「ワークスペー
スの親子関係の変更」を参
照

Controlキーを押しながら、
項目の何もない部分にワーク
スペースをドラッグ &ドロッ
プ

ワークスペースを親から切
り離す

42ページの「ワークスペー
スの親子関係の変更」を参
照

ワークスペースのアイコンの
名前フィールドをクリック

ワークスペース名を変更

「ワークスペース管理」でマ
ウスの右ボタンをクリック

「ファイル」、「ワークス
ペース管理」、「トランザ
クション」メニューを結合
したメニューを表示
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「ワークスペース管理」の項
目のない部分で Props キーを
押す

「ツール属性」ダイアログ
ボックスの「ワークスペー
ス管理」タブを表示

48ページの「ツール属性に
よるワークスペース管理
ツールのカスタマイズ」を
参照

「ワークスペース管理」で
ワークスペースを選択した状
態で Props キーを押す

「ワークスペース属性」ダ
イアログボックスを表示

48ページの「ツール属性に
よるワークスペース管理
ツールのカスタマイズ」を
参照

「ワークスペース管理」で
ワークスペースのアイコンを
ダブルクリック

ツールを起動 (起動するツー
ルはユーザーが設定可能
で、デフォルトはバージョ
ン管理ツール)

172ページの「ワークスペー
ス管理ツールでのダブルク
リック時の動作」を参照

衝突を含むワークスペースの
アイコンをダブルクリック

ツールを起動 (起動するツー
ルはユーザーが設定可能
で、デフォルトは「衝突解
決」ウィンドウ)

172ページの「ワークスペー
ス管理ツールでのダブルク
リック時の動作」を参照

「バージョン管理」でファイ
ルのアイコンをダブルクリッ
ク

ファイルをチェックアウト
するか、ファイルの履歴を
表示 (どちらにするかはユー
ザーが設定可能)

172ページの「ワークスペー
ス管理ツールでのダブルク
リック時の動作」を参照

「バージョン管理」のファイ
ル履歴でデルタをダブルク
リック

デフォルトのエディタの
ウィンドウにそのデルタを
表示

172ページの「ワークスペー
ス管理ツールでのダブルク
リック時の動作」を参照

「バージョン管理」でマウス
の右ボタンをクリック

ファイルの選択とコマンド
メニューを結合したメ
ニューを表示

「バージョン管理」のファイ
ル履歴でマウスの右ボタンを
クリック

「バージョン」メニューと
「枝のマージ」を結合した
メニューを表示

96ページの「ファイルの履
歴の表示」を参照

「ファイルマージ」でマウス
の右ボタンをクリック

「ナビゲート」メニューを
表示

83ページの「相違の解決」
を参照

表 11-2 マウスおよびキーボードショートカット (続き)

操作 働き 詳細説明
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ワークスペース管理ツールでのダブルクリック時の動作

ワークスペースのアイコン上にポインタを置いて、マウスをダブルクリックすると、
TeamWareのバージョン管理ツールが自動的に起動し、選択したワークスペースが自
動的に読み込まれます。未解決の衝突が存在するワークスペースのアイコン上にポイ
ンタを置いて、ダブルクリックすると、ワークスペース管理ツールによって自動的に
「衝突解決」タブが表示されます。選択状態のワークスペースから衝突しているファ
イルが自動的に読み込まれ、すぐに処理を行うことができます。ワークスペース管理
ツールにでもダブルクリック時の動作は、「ツール属性」ダイアログボックスを使用
してカスタマイズできます (図 3-7 を参照)。

バージョン管理ツールでのダブルクリック時の動作

「バージョン管理」ウィンドウでファイルをダブルクリックすると、デフォルトで
は、ファイルの 2つの状態が交互に切り替わります。そのファイルがチェックアウト
されていない場合は、チェックアウトされ、すでにチェックアウトされている場合
は、チェックインされます。バージョン管理ツールの「一般」タブを使用して、ダブ
ルクリックでファイルの履歴が表示されるように設定することもできます。「一般」
タブを表示するには、「表示」➤「オプション」を選択します。108ページの「バー
ジョン管理ツールの属性の設定」を参照してください。

ファイル履歴でのダブルクリック時の動作

バージョン管理ツールの「ファイル履歴」ウィンドウでデルタをダブルクリックする
と、デフォルトのエディタにそのデルタが表示されます。
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第12章

Sun WorkShop TeamWareのアーキテク
チャー

この章では、Sun WorkShop TeamWare がワークスペースとファイルを追跡するのに
使用する、基本となるファイルについて説明します。また、ワークスペース間でファ
イルがコピーされたり衝突が解決されたりしたときに、ワークスペース管理ツールが
どのように SCCS 履歴ファイルを操作するかについても説明します。

この章は、次の節で構成されています。

� ワークスペースのメタデータディレクトリ
� ワークスペース管理ツールのデフォルト値ファイル
� ワークスペース管理ツールによるファイルのマージ
� SCCS マージ可能 IDについて

ワークスペースのメタデータディレクトリ
ワークスペース管理ツールのワークスペースは、その最上位ディレクトリに
Codemgr_wsdata というディレクトリを含むディレクトリです。ワークスペース管
理ツールは、Codemgr_wsdataディレクトリにワークスペースに関するデータ (メタ
データ)を記録します。ワークスペース管理ツールのコマンドは、Codemgr_wsdata
ディレクトリの有無に基づいて、ディレクトリがワークスペースであるかどうかを判
断します。

ワークスペース管理ツールには、Codemgr_wsdataディレクトリ内に格納されてい
る情報を管理するために必要なツールが用意されています。推奨しませんが、特定の
ファイルを手作業で編集することが必要になる場合があります。ただし、その場合
も、編集する個々のファイルの形式を保つように注意する必要があります。表 12-1
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に、Codemgr_wsdata ディレクトリに含まれるファイルとディレクトリの概要を示
します。これらのファイルの形式については、各ファイルのマニュアルページを参照
してください。

表 12-1 Codemgr_wsdata メタデータディレクトリの内容

ファイル /

ディレクトリ名 説明

access_control ワークスペースに対してどのユーザーがワークスペース管理ツール
のトランザクションとコマンドを実行できるようにするかを制御す
る情報が含まれています。ワークスペースが作成されると、デフォ
ルトのアクセス制御ファイルが作成されます。第 4章および 177

ページの「access_control ファイル」を参照してください。

args ファイルやディレクトリ、FLP 引数のリストを含んでいます。ワー
クスペース管理ツールのブリングオーバーおよびプットバックトラ
ンザクションコマンドによって管理されます。最初、このファイル
には、ワークスペースが作成時に指定された引数が含まれます。以
降のブリングオーバーまたはプットバックトランザクションでユー
ザーが引数を明示的に指定すると、argsファイル内にすでに存在
する引数よりも新しい引数が広範囲かどうかが判断され、より広範
囲である場合は、古い引数は新しい引数に置き換えられます。38

ページの「独自のブリングオーバー / プットバック用ファイルリス
トの作成」を参照してください。

backup/ ワークスペース管理ツールがブリングオーバーやプットバックトラ
ンザクションを取り消すときに使用する情報を保存します。25ペー
ジの「ワークスペースに対する変更の取り消し」を参照してくださ
い。

children ワークスペースの子ワークスペースのリストです。作成ブリング
オーバートランザクションを実行すると、このファイルに子ワーク
スペース名が書き込まれます。ワークスペース管理ツールは、この
ファイルを参照して、子ワークスペースのリストを取得します。
ワークスペースを削除、移動したり、ワークスペースの親を変更し
たりすると、親の children ファイルが更新されます。

conflicts ワークスペース内で、現在、衝突状態にあるファイルのリストで
す。衝突とその解決方法については、第 6章を参照してください。
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description ユーザーがワークスペースに付けた名前と詳細な説明が含まれる
ファイルです。41ページの「ワークスペースに分かりやすい名前を
付ける」を参照してください。

Freezepoints/ 自動フリーズポイントを設定したときに作成されます。124ページ
の「フリーズポイントの自動作成」を参照してください。

history ワークスペースに関係するトランザクションおよび更新ファイルの
履歴です。27ページの「ワークスペースの履歴表示」を参照してく
ださい。

locks ブリングオーバー、プットバック、取り消しトランザクションの実
行中に、ワークスペース管理ツールはワークスペースをロックし
て、その整合性を保ちます。このロック情報は、各ワークスペース
の locksファイルに記録されます。ワークスペース管理ツールは、
ワークスペースに対する処理を開始する前に、このファイルを参照
し、ロックの有無を確認します。65ページの「ワークスペースの
ロックの解除」を参照してください。

nametable SCCS ファイル名 (ワークスペースを基準にした相対パス名) と 4つ
の 32ビット 16進ワードで表現された一意の番号からなるテーブル
です。このテーブル内の各エントリは改行文字で区切られていま
す。ワークスペース管理ツールは、ブリングオーバーおよびプット
バックでこのファイルを使用し、名前が変更されたファイルの処理
が高速に行われるようにします。このファイルが見つからない場
合、ワークスペース管理ツールは次のプットバックまたはブリング
オーバートランザクションで自動的にファイルを作成します。101

ページの「ファイル名の変更とファイルの移動、削除」を参照して
ください。

表 12-1 Codemgr_wsdata メタデータディレクトリの内容 (続き)

ファイル /

ディレクトリ名 説明
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ワークスペース管理ツールのデフォルト値ファイ
ル
「ツール属性」ウィンドウを使用してワークスペース管理ツールの動作の設定を変更
して、「適用」ボタンをクリックすると、その変更をホームディレクトリの実行時構
成ファイルに保存できます。ワークスペース管理ツールは、起動されたときにその実
行時構成ファイルを参照し、その中の新しい設定をデフォルト値として使用します。

「ツール属性」ウィンドウの「ワークスペース管理」や「ブリングオーバー/プット
バック」タブで行なった変更は、~/.codemgrtoolrcファイルに書き込まれます。
このファイルは、XWindows のリソースファイルです。

notification ワークスペース管理ツールは、このファイルを参照することによっ
て、ワークスペースに関係するイベントを検出し、そのイベントに
対する応答として電子メールを送信します。40ページの「他のユー
ザーへのトランザクションの実行通知」を参照してください。

parent 作成ブリングオーバートランザクションで作成される、ワークス
ペースの親ワークスペース名が含まれるファイルです。また、ワー
クスペースがワークスペース作成コマンドで作成され、親を持って
いない場合は、親の変更コマンドを実行したときにも作成されま
す。ワークスペース管理ツールは、このファイルを参照してワーク
スペースの親を認識します。ワークスペースを削除や移動、または
ワークスペースの親を変更すると、子の parent ファイルが更新さ
れます。

putback.cmt 最後にブロックされたプットバックトランザクションのコメントを
一時的に保持するキャッシュです。プットバックトランザクション
がブロックされると、コメントが廃棄されます。ワークスペース管
理ツールはこのファイルにコメントを書き込むことによって、トラ
ンザクションを再実行したときに元のテキストを取り出せるように
します。

表 12-1 Codemgr_wsdata メタデータディレクトリの内容 (続き)

ファイル /

ディレクトリ名 説明
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「ツール属性」ウィンドウの「衝突解決」タブで行なった変更は、
~/.codemgr_resrc という実行時構成ファイルに書き込まれます。

環境変数を使用して、デフォルトで読み込むワークスペースを制御できます (51ペー
ジの「環境変数の設定」を参照)。デフォルトでブリングオーバー /プットバックする
ファイルのリストを作成することもできます (38ページの「独自のファイルリストの
作成」を参照)。

access_controlファイル
第 4章では、ワークスペースに対してどのユーザーがどのトランザクションを実行で
きるかを制御する方法を説明しました。「アクセス制御」タブでアクセス権を設定す
ると、access_control ファイルにその情報が書き込まれます。表 12-2は、ワーク
スペースを作成したときの access_controlファイルのデフォルトの内容を示して
います。

表 12-2 デフォルトのアクセス権設定

トランザクション デフォルトのアクセス権

bringover-from 全ユーザー

bringover-to 作成者

putback-from 全ユーザー

putback-to 全ユーザー

undo 全ユーザー

workspace-delete 作成者

workspace-move 作成者

workspace-reparent 作成者

workspace-reparent-to 全ユーザー
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access_control ファイルを手作業で編集し、ワークスペースに対するアクセスを
許可するユーザーを制御できます。表 12-3に、ワークスペースに対するアクセスを制
御するために指定できるすべての値と、その意味をまとめます。

ワークスペース管理ツールによるファイルの
マージ
この節では、分岐の概念などを含め、読者が SCCS について理解していることを前提
に説明をしています。分岐については、99ページの「ファイルの履歴 (デルタ、分
岐、バージョン)」を参照してください。SCCS についての詳細は、Solarisの『プログ
ラミングユーティリティ』を参照してください。

表 12-3 ワークスペースに対するアクセス制御値

値 意味

@engineering ネットグループ engineering のユーザー全員が、こ
のトランザクションを実行できます。

-@engineering ネットグループ engineering のユーザーは、このト
ランザクションを実行できません。
"-" は否定を意味します。

@special -user2 @engineering ネットグループ special および engineering の
ユーザーは、このトランザクションを実行できます。た
だし、user2 は実行できません (user2 が special

ネットグループに属してない場合)。"-" は否定を意味し
ます。

user1 user2 ユーザー user1と user2は、このトランザクションを
実行できます。

"-" どのユーザーも、このトランザクションを実行できせ
ん。

作成者 ワークスペースの作成者だけ、このトランザクションを
実行できます。実際には、作成者のログイン名が示され
ます。

(エントリなし) ユーザー全員がこのトランザクションを実行できます。
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ブリングオーバーやプットバックトランザクションでは、転送元 (ソース)ファイルは
SCCS デルタから得られるファイルで、SCCSデルタ ID (SID) によって識別されま
す。これらのトランザクションによってファイルがコピーされた場合、ワークスペー
ス管理ツールプログラムは、そのファイルの SCCS 履歴ファイル (sドットファイル)
を処理する必要があります。

ブリングオーバーやプットバックトランザクションによって転送元ワークスペースか

ら転送先ワークスペースにファイルをコピーした場合、その処理は、表面的にはファ
イルが 1つ転送されただけのように見えます。しかし、実際には、そのファイルに関
するすべての SCCS 情報 (デルタやコメントなど)が、転送先の SCCS 履歴ファイルに
マージされます。転送元の情報を転送先の履歴ファイルにマージすることによって、
現在のバージョン (デルタ) を作成して、ファイルのデルタとコメント履歴全体を利用
できるようになります。ただし、これはファイルが転送先ワークスペースに存在する
場合に限ります。存在しない場合は、転送元ワークスペースの履歴ファイルのすべて
の全内容が転送先ワークスペースにコピーされます。

衝突していないファイルのマージ
転送先ワークスペースのファイルを更新する場合 (つまり、ブリングオーバーまたは
プットバックトランザクションの転送元のファイルが変更されていて、転送先では変
更されていない場合)は、新しいデルタが転送先の履歴ファイルに追加されます。こ
の場合、SCCS 履歴ファイルを転送元から転送先にコピーせずに、マージするのは、
転送先の履歴ファイルに格納されているフラグやアクセスリストなどの管理情報が上
書きされるのを防ぐためです。

ファイルマージを行う際、ワークスペース管理ツールはデルタ履歴の分岐箇所を判別
し、その分岐の発生以後に転送元ワークスペースで作成されたデルタのみを転送先
ワークスペースに追加します。履歴の分岐箇所を特定するために、親と子の履歴ファ
イルのデルタテーブルを比較します。この比較に使用される情報には、該当デルタが
いつ誰によって作成されたかといったデータやコメントが含まれています。

図 12-1に、プットバックトランザクションで子ワークスペースのデルタ 1.3 と 1.4を
親ワークスペースの SCCS 履歴ファイルに追加する例を示します。
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図 12-1 転送先ワークスペース内の変更されていないファイルの更新

衝突しているファイルのマージ

親と子の間でファイルをコピーする場合、それぞれのファイルのバージョンが最後に
更新されてから変更されていることがあります。このような場合、親と子のファイル
が「衝突」していると言います。

ファイルが衝突していると、ワークスペース管理ツールはそれぞれのファイルに加え
られた変更の矛盾をユーザーが効率的に解決できるように支援し、それらのファイル
のデルタ、管理情報、コメント履歴を保持しようとします。ワークスペース管理ツー
ルは、親の SCCS デルタを子の履歴ファイルにマージします。次に、衝突解決トラン
ザクションによって、子の側でこの衝突を解決します。衝突解決についての詳細は、
77ページの「ワークスペース内での衝突の解決」を参照してください。

1.1

1.2

1.3

1.4

1.1

1.2

親

子

プットバックとマージ

1.1

1.2

1.3

1.4

親

子

1.1

1.2

1.3

1.4
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ファイルマージによるデルタの追跡方法
この節では、1つの統合ワークスペースとそれぞれ別の開発者が所有する 2つの子

ワークスペースを使用した例を紹介します。2人の開発者はそれぞれ、統合ワークス
ペースから同じファイルをコピーし、このファイルに独自の変更を加えています。こ
の例で、衝突が発生したときに、それらを解決するためにワークスペース管理ツール
が SCCS ファイルをどのように処理するかを説明します。説明図については、次の点
に留意してください。

� デフォルトのデルタ (次のデルタが SCCSデルタツリーに追加されるポイント)は、
下にシンボルが接続されていない線で表しています。

� バージョン管理ツールを使用することによって、ここで示しているのと同じような
形式でSCCS デルタツリーをグラフィカルに表示できます。

開発者はそれぞれ、ブリングオーバートランザクションにより統合ワークスペースか
ら同じファイルをコピーします。このファイルは両開発者のワークスペースでは新規
のものであるため、 SCCS 履歴ファイルが両ワークスペースにコピーされます。統合
ワークスペースは、両開発者が使用する親ワークスペースです。

1.1

1.2

1.1

1.2

1.1

1.2

開発者 B開発者 A

ブリングオーバー

統合ワークスペース
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開発者 Bは、このファイルに変更を加えて、 2つの新しいデルタ 1.3 と 1.4を作成し
た後、ファイルを統合ワークスペースに戻します (プットバックトランザクション)。
このときワークスペース管理ツールは、2つの新しいデルタを親の SCCS デルタツ
リーに追加します。

アクセスリストなどの管理情報を保持するため、転送先ワークスペース側の SCCS 履
歴ファイルが転送元ワークスペース側のファイルに置き換えられることはありませ
ん。新しいデルタが転送先の SCCS 履歴ファイルに追加されます。

1.1

1.2

1.3

1.4

統合ワークスペース

プットバック

1.1

1.2

1.3

1.4

開発者 B開発者 A

1.1

1.2
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一方、開発者 Aも、コピーしてきた同じファイルに独自の変更を加え (3つの新しい

デルタ 1.3、1.4、1.5を作成)、ファイルを統合ワークスペースに戻そうとします。

ファイルが衝突しているので、ワークスペース管理ツールは、開発者 Aのプット
バックトランザクションの実行要求をブロック (拒否) します。もし、ここでプット
バックトランザクションの実行を許可すると、開発者 B がプットバックした変更が失
われてしまいます。開発者 Aはプットバックの前に、開発者 Bによる変更内容を自分
のファイルに取り込む必要があります。

1.1

1.2

1.3

1.4

プットバックの

実行をブロック

1.1

1.2

1.3

1.4

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

統合ワークスペース

開発者 B開発者 A



184 Sun WorkShop TeamWareユーザーズガイド  •  2000年 6月

開発者 Aは、この時点で開発者 Bによる変更を含むファイルを統合ワークスペースか
ら自分のワークスペースにコピーします。このとき、開発者 Bによって作成されたデ
ルタが、開発者 Aの SCCS 履歴ファイルに追加されます。

親からコピーされたデルタツリーが子の側で変更されることはありません。子で作成
された新しいデルタが SCCS 分岐として、子と親に共通の最後のデルタに追加され、
それぞれ新しい SIDが割り当てられます。これらのデルタには、デルタの分岐点から
SIDを生成する SCCS 分岐番号割り当てアルゴリズムによって新しい番号が付けられ
ます。この例では、分岐は SID 1.2 に追加され、最初のデルタの番号は 1.2.1.1になり

ます。また、子の側で作成された最後のデルタ (1.2.1.3、分岐になる前の 1.5)はその後
もデフォルトのデルタとして扱われます。したがって、開発者 Aが衝突の解決以前に
子ワークスペースで作成した新しいデルタはすべて、子の分岐に追加され、親の基幹
ツリーには追加されません。

ブリングオーバー / マージ

1.2

1.3

1.4

1.2.1.1

1.2.1.2

1.2.1.3

1.1

1.2

1.3

1.4

統合ワークスペース

開発者 B開発者 A
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1.4

1.3

1.4

1.5
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開発者 Aは、自分のワークスペースで衝突解決トランザクションを使用して衝突を解

決します (衝突解決についての詳細は、77ページの「ワークスペース内での衝突の解
決」を参照)。開発者 Aは衝突解決トランザクションを使用して、SID 1.2.1.3と 1.4で
表わされるそれぞれのファイルバージョンをどのようにマージするかを決定します。
開発者 Aが変更を適用すると、衝突解決トランザクションは新たにマージされた内容
を新しいデルタ (1.5)に書き込みます。

� 新しいデルタ 1.5をこのように丸で囲んで表現しているのは、これが開発者 A に
よって作成されたものであることを示すためです。

� 新たに作成されたデルタは、この時点で、開発者 Aが次に行う変更内容が追加さ
れるデフォルトの位置になります。

1.1

1.2

衝突解決/マージ

1.5

1.3

1.4

1.1

1.2

1.3

1.4

統合ワークスペース
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以上でファイルの衝突が解決されたので、開発者 Aは自分の最新のファイルを統合
ワークスペースにプットバックできます。このとき、分岐と新たに作成されたデルタ
は、統合ワークスペースの SCCS 履歴ファイルに追加されます。

プットバック

統合ワークスペース

開発者 B開発者 A

1.1

1.2

1.3

1.4

1.1

1.2

1.5

1.3

1.4

1.2.1.1

1.2.1.2

1.2.1.3

1.1

1.2

1.5

1.3

1.4

1.2.1.1

1.2.1.2

1.2.1.3
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開発者 B は、自分のワークスペースでファイルに別の変更を行います。この結果、デ
ルタ 1.5が作成されます。続いて、この新しい変更を統合ワークスペースにプット
バックしようとしますが、開発者 Aがその前に統合ワークスペースに戻した新しいデ
ルタ 1.5と内容が異なるため、このトランザクションの実行は許可されません。

統合ワークスペース

開発者 B開発者 A

プットバックの

実行をブロック 1.1

1.2

1.3
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1.2.1.3
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開発者 Bは、開発者 A が統合ワークスペースに戻した変更されたファイルを自分の
ワークスペースにブリングオーバーします。ここで、このファイルのデルタは、ワー
クスペース管理ツールによって開発者 Bのワークスペースの SCCS 履歴ファイルに追
加され、番号が付けなおされます。

開発者 B開発者 A

ブリングオーバー

1.1

1.2

1.5

1.3

1.4

1.2.1.1

1.2.1.2

1.2.1.3

1.1

1.2

1.5

1.3

1.4

1.2.1.1

1.2.1.2

1.2.1.3

1.1

1.2

1.5

1.3

1.4

1.2.1.1

1.2.1.2

1.2.1.3

1.4.1.1

統合ワークスペース
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前述の例と同様に、ワークスペース管理ツールは、開発者 B が作成したデルタを、基
幹デルタツリーの最新の共通デルタに分岐として追加し、それに応じて番号を付けな
おします。1.5 が 1.4.1.1 になります。1.4.1.1は、デフォルトのデルタのままです。衝
突が解決される以前に開発者 B のワークスペースで新たに作成されたデルタはすべ
て、この分岐に追加されます。

開発者 B

1.1

1.2

1.5

1.3

1.4

1.2.1.1

1.2.1.2

1.2.1.3

1.4.1.1
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開発者 Bは、衝突解決トランザクションを使用して、1.5 と 1.4.1.1との相異をマージ
して衝突を解決し、新しいデルタ 1.6 を作成します。

� マージされた新しい変更内容は、新しいデルタとして親デルタ 1.6 に追加されま
す。

� 新しいデルタは、そのワークスペースのオーナーである開発者 B によって所有され
ます。

� 新しいデルタはデフォルトのデルタになるため、子ワークスペースで以後行われる
変更の結果はすべて、このデルタの下に追加されることになります。

上記のマージ例は、統合ワークスペースと 2つの子ワークスペースがあって、子ワー
クスペースをそれぞれ異なる開発者が所有しているときに行われる処理を示していま

す。2人の開発者は統合ワークスペースから同じファイルのコピーをブリングオー
バーして、それぞれにファイルを変更しました。変更をプットバックしようとする
と、衝突が発生します。ワークスペース管理ツールは変更が上書きされないようにデ
ルタを管理し、SCCS 履歴ファイルを操作して、ファイルの履歴が正確で完全である
ようにします。

開発者 B

1.1

1.2

1.5

1.3

1.4

1.2.1.1

1.2.1.2
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SCCSマージ可能 IDについて
この節では、SCCS マージ可能 ID (SMID) が必要な理由、SCCSデルタ ID (SID) から
SMID への変換方法、および SMID から SIDへの変換方法について説明します。

SMID を使用すると、SIDの変更に関係なく、すべてのデルタを一意に識別できま
す。SMID は、Xerox Secure Hash Function を使用して生成される番号です。フリー
ズポイントツールを使用してフリーズポイントファイルを作成すると、SCCS 履歴
ファイル内の現在のデルタとルートデルタの両方について SMID が計算されます。こ
の 2つの値を使用することにより、フリーズポイントツールでは、SIDが変更された
場合でもファイル内のデルタを識別できます。

SMID が必要な理由

ワークスペース管理ツールは、更新ブリングオーバートランザクションの実行中に
ファイルの衝突 (ファイルが親ワークスペースと子ワークスペースの両方で変更され
た状態)を検出すると、親ワークスペースの新しいデルタを、子ワークスペースの
SCCS 履歴ファイル内にマージします。このマージ処理では、子ワークスペースで作
成されたデルタは、親子両方のデルタに共通するデルタ (共通の祖先) からの SCCS分
岐に移動します。

ワークスペース管理ツールは、子デルタを分岐に移動する際にその SIDを変更しま
す。フリーズポイントファイルでのデルタの識別に SIDを使用している場合は、この
移動により、フリーズポイントファイル内の情報が無効になります。このため、衝突
する SCCS 履歴ファイルをマージした後は、デルタの識別に SIDを使用できません。

SMID と SID の変換

SIDから SMIDへの変換および SMIDから SIDへの変換には、freezeptコマンドの
sidサブコマンドおよび smidサブコマンドを使用します。これらの IDの変換は、
デルタを追跡するための独自のスクリプトやプログラムを作成する場合に使用すると
便利です。
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SID から SMID への変換

SIDから SMID への変換には、freezept smid コマンドを使用します。構文は次の
とおりです。

� -wオプションを使用して、ワークスペースを指定できます。

� -rオプションには、(filename ファイル内の) SIDを指定します。この SIDから
SMID が求められます。

� -aオプションは、filename ファイル内のすべての SIDに対する SMID を求める場
合に使用します。

例

SMID から SID への変換

SMIDから SIDへの変換には、freezept sidコマンドを使用します。構文は次のと
おりです。

� -wオプションを使用して、ワークスペースを指定できます。

freezept smid [-w workspace][-r SID][-a] filename

example% freezept smid -r 1.38 module.c
SID 1.38 = SMID "f5b67794 705f0768 a89b1f4 588de104"

example% freezept smid -a bringover.1
SID 1.1 = SMID "b05b0a2f 1db5246e 1a466014 707e38f5"
SID 1.2 = SMID "d6s5c61f 5634f0ef 9847a080 d0d7b212"
SID 1.2 = SMID "e31acdd5 6c1232e2 9e81c287 1edb2f41"
SID 1.3 = SMID "c34c91b4 a818622a 2457356a 489b2728"
SID 1.4 = SMID "98c0fd8d 889563fb cf722c2b 6afc9636"
SID 1.5 = SMID "ble24be3 752fec3e df2d2717 a9b3f1fa"
SID 1.6 = SMID "2b93d39 1ea2f6ba 9814320c bc609acb"
SID 1.7 = SMID "1db7d640 42b0f009 35c60d7b b230bd85"
SID 1.8 = SMID "906dfe9a ca7e2d6c a64da5be 4baef254"

freezept sid [-w workspace][-m "SMID"][-a] filename
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� -mオプションには、(filename ファイル内の) SMID を指定します。この SMIDか
ら、SID が求められます。

� -aオプションは、filenameファイル内のすべてのデルタの SIDを求める場合に使用
します。

注 – SMIDにはスペース文字が含まれているため、SMID全体を引用符で囲む必要が
あります。

例

example% freezept smid -m "64fdd0df de9d7dd de75812 23da96aa"
module.c
SMID "f5b67794 705f0768 a89b1f4 588de104" = SID 1.36

example% freezept smid -a bringover.1
SMID "b05b0a2f 1db5246e 1a466014 707e38f5" = SID 1.1
SMID "d6s5c61f 5634f0ef 9847a080 d0d7b212" = SID 1.2
SMID "e31acdd5 6c1232e2 9e81c287 1edb2f41" = SID 1.2
SMID "c34c91b4 a818622a 2457356a 489b2728" = SID 1.3
SMID "98c0fd8d 889563fb cf722c2b 6afc9636" = SID 1.4
SMID "ble24be3 752fec3e df2d2717 a9b3f1fa" = SID 1.5
SMID "2b93d39 1ea2f6ba 9814320c bc609acb" = SID 1.6
SMID "1db7d640 42b0f009 35c60d7b b230bd85" = SID 1.7
SMID "906dfe9a ca7e2d6c a64da5be 4baef254" = SID 1.8
SMID "77481e8a 61542339 cc28f532 e5fc6389" = SID 1.9
SMID "cb97c9a6 d0342cf6 19b7b743 2436ca1c" = SID 1.10
SMID "46de4131 b96b9973 93958a07 b960074c2 = SID 1.11
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付録A

エラーメッセージと警告メッセージ

この付録では、Sun WorkShop TeamWare で表示されるエラーメッセージおよび警告
メッセージについて説明します。

この付録は、次の節で構成されています。

� エラーメッセージ
� 警告メッセージ

メッセージにはすべて番号が付けられており、この付録ではメッセージを番号順に列
挙します。また、メッセージごとにその意味を示し、エラーに関してはその対処法に
ついて説明します。

エラーメッセージ
表 A-1 に、エラーメッセージと、その意味および対処方法を示します。

表 A-1 エラーメッセージ

1000 - 1999 システムエラー

1000から 1999までの番号のエラーメッセージは、ワークスペース管理ツールのコマンドが
出したオペレーティングシステムコールから返されるエラーを表わします。これらのエ
ラーメッセージは、簡単なワークスペース管理ツールのメッセージと、これに付加される
システムエラーメッセージとその番号で構成されています。システムエラーに関しては、
オペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。
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2000 ファイル <ファイル名> に長すぎるか行があるか、期待していないファイルの終りがありま

す

意味: <ファイル名> の読み取り中に、ワークスペース管理ツールのコマンドがバッファに
入れるには多すぎる文字数の行を検出しました。各行の最大長は 1024文字です。

対処法:長い行を短くしてから、コマンドを再実行してください。

2001 -w オプション、CODEMGR_WS 環境変数、または現在の作業ディレクトリでワークスペー

スを指定してください

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドは、処理対象のワークスペースを特定できませ
んでした。ワークスペース管理ツールのコマンドは次の順序でワークスペースのパス名を
入手しようとします。
• コマンドの -w オプションで指定されたパス名
• 環境変数 CODEMGR_WS に設定されたパス名
• 現在のディレクトリ (そのディレクトリがワークスペース内の階層に存在する場合)

対処法:上記いずれかの方法でワークスペースのパス名を指定してください。

2002 NSE 環境下のワークスペースの親変更には -p オプションは使用できません

意味:親がNSE環境であるワークスペースについては、CLI (コマンド行インタフェース)の
bringover および putback コマンドで -pオプションを使用して親を変更することはで
きません。

対処法:親が NSE環境であるワークスペースの親をワークスペース管理ツールのワークス
ペースに変更するには、workspace reparentコマンドを使用してください。このよう
なワークスペースの親を別の NSE環境に変更することはできません。

2003 <ディレクトリ名> はワークスペースではありません

意味:コマンドで指定された <ディレクトリ名> は、ワークスペース管理ツールのワークス
ペースではありません。ワークスペース管理ツールのワークスペースであるかどうかは、
最上位ディレクトリに Codemgr_wsdata ディレクトリが存在するかどうかで判別されま
す。

対処法:別のワークスペース名を指定してください。または、workspace createコマン
ドを使用するか、 GUIの「ワークスペース管理」ウィンドウの「ファイル」メニューから
「ワークスペース作成」を選択して、ディレクトリをワークスペースに変換してくださ
い。

2004 ワークスペース <ワークスペース名> には親ワークスペースはありません

意味:ワークスペース管理ツールのコマンド (ブリングオーバーまたはプットバック)は、
<ワークスペース名> の親を検出できなかったため、処理を完了することができませんでし
た。

表 A-1 エラーメッセージ (続き)
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対処法: workspace parentコマンドを使用するか、GUIの「ワークスペース管理」ウィ
ンドウの「編集」メニューから「親の変更」を選択して、親のいないワークスペースに親
を指定してください。

2005 親ワークスペース <ワークスペース名> は <マシン名> にマウントされていないため見えま

せん

意味:親ワークスペースが含まれているファイルシステムは現在、<マシン名> にマウント
されていません。

対処法:親ワークスペースを含むファイルシステムをマウントしてから、コマンドを再実行
してください。

2006 ファイル名 <ファイル名> 中にパス構成要素 ".." が多過ぎます

意味:ワークスペース管理ツールで指定された相対ファイル名は、ワークスペースのルート
ディレクトリに対する相対パスとして解釈されます。ファイル名中に複数の ".." を使用し
ている場合は、その中の 1つが、ワークスペースのルートよりも上の階層のディレクトリ
を指している可能性があります。

対処法:パス名に含まれる ".." の数を減らしてください。

2007 UID <ユーザー ID> のユーザー名が取得できません

意味: NIS マップでも /etc/passwd でも UIDが見つかりません。

対処法: NIS サーバーおよび NISマップを調べてください。

2008 ファイル <ファイル名> にバージョン番号がありません

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドは、メタデータファイル (Codemgr_wsdata

ディレクトリにあるファイル) にアクセスする場合に、そのファイルの作成時にファイル内
に書き込まれたバージョン番号 (たとえば、VERSION 1)を確認します。メタデータファイ
ル <ファイル名> にこのバージョン番号の文字列が含まれていません。

対処法: <ファイル名> が壊れていないかどうかを調べてください。ファイルを編集した際
にバージョン番号が削除された可能性があります。バージョン番号がないだけで、ファイ
ルが壊れていない場合は、workspace createコマンドを使用するか、GUIの「ワーク
スペース管理」ウィンドウの「ファイル」メニューから「ワークスペース作成」を選択し
て、新しいワークスペースを作成してください。新しいワークスペース内の同じファイル
でバージョン番号を調べ、<ファイル名> を編集してその値を追加してください。

2009 <コマンド名> コマンドが失敗しました。/bin/sh はシグナル <シグナル> により終了し

ました

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドが <コマンド名> の実行を試みたところ、シェ
ルが <シグナル> によって終了したために実行に失敗しました。

対処法:ワークスペース管理ツールのコマンドを再実行してください。

表 A-1 エラーメッセージ (続き)
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2010 <コマンド名> コマンドが失敗しました。シェル (/bin/sh) を実行できませんでした

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドがシェルを起動できませんでした。これは、ス
ワップ空間またはメモリなどのシステム資源が不足していることを意味します。

対処法:システム資源を調べてください。

2011 <コマンド名> コマンドはシグナル <シグナル> により終了しました

意味:ワークスペース管理ツールが起動したコマンドが <シグナル> を受信しました。

対処法:コマンドを再実行してください。エラーが再発する場合は、シグナルについて、
Solaris のマニュアルを参照してください。

2012 <コマンド名> コマンドは、ステータス <ステータス> で終了しました

意味:ワークスペース管理ツールのツールで実行したコマンドは、正常に終了すると、ス
テータス 0を返します。実行したコマンドが 0以外のステータスを返した場合はエラーと
見なされます。

対処法: <コマンド名> のステータスの意味は、該当するマニュアルを参照してください。

2013 FLP <FLP名> は親ワークスペースにも子ワークスペースにも存在しません

意味:ブリングオーバーまたはプットバックトランザクションに指定された FLP (ファイル
リストプログラム) <FLP 名> が、親ワークスペースにも子ワークスペースにも存在しませ
んでした。

対処法:目的とする FLPのパス名を確認してから、トランザクションを再度実行してくださ
い。

2014 <プログラム名> を実行できませんでした

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドが別のプログラムを実行できませんでした。

対処法:インストールが正しく行われたかどうか確認してください。また、プログラムが検
索パス上に存在し、かつそのパーミッションが正しく設定されていることを確認してくだ
さい。

2015 ワークスペース <ワークスペース名> はすでに存在します

意味:すでに存在するワークスペースを作成しようとしました。

対処法:別のワークスペース名を使用してコマンドを再実行してください。

2016 ワークスペース <ワークスペース名> は存在しません

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドの実行時に引数として指定した <ワークスペー

ス名> が見つかりませんでした。

対処法:正しいパス名を指定しているかどうか確認ください。

2017 <ファイル名> を開けられないためチェックインのコメントを得られません

表 A-1 エラーメッセージ (続き)
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意味:ワークスペース管理ツールはチェックインコメントを一時ファイルに格納しました
が、そのファイルを開いてコメントを読み取ることができませんでした。

対処法:ファイルのパーミッション、およびファイルを開くことができない原因となってい
るその他のファイルシステム上の問題を調べてください。

2018 同じワークスペースに対しての親の変更はできません

意味: (トランザクションの一部として、または明示的な親の変更コマンドによって、)ある
ワークスペースをそのワークスペースの新しい親にしようとしました。

対処法:別の親を指定してコマンドを再実行してください。

2019 内部エラー: unknown locktype lock

意味:ワークスペースロックファイル (Codemgr_wsdata/locks)が壊れています。未知の
ロック値が検出されました。

対処法:ロックファイルを編集して、修復してください。詳しくは、locks(4)のマニュア
ルページまたは 65ページの「ワークスペースのロックの解除」を参照してください。

2020 ワークスペース名を指定してください

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドは、処理対象であるワークスペースを特定でき
ませんでした。ワークスペース管理ツールの各コマンドは、次の順序でワークスペースの
パス名を入手しようとします。
• コマンドの -w オプションで指定されたパス名
• 環境変数 CODEMGR_WS に設定されたパス名
• 現在のディレクトリ (このディレクトリがワークスペース内に存在する場合)

対処法:上記いずれかの方法を使用してワークスペースのパス名を指定してください。

2021 <ロックの種類> ロックを取得できません。ワークスペース <ワークスペース名> に以下の

ロックが存在しています:ユーザー <ユーザー名> は <コマンド名> コマンドを実行中

(pid <プロセス番号>) マシン <マシン名> です。

表 A-1 エラーメッセージ (続き)
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意味:整合性を保持するために、ワークスペース管理ツールのワークスペースコマンドは、
ワークスペース内のデータを読み書きする間そのワークスペースをロックします。実行し
ようとしたコマンドは、対象となるワークスペースがすでにロックされていたため、実行
できませんでした。更新ブリングオーバートランザクションでワークスペース管理ツール
が親ワークスペース内のファイルを読み取ったり検査したりしている間、そのワークス
ペースには読み取りロックがかかります。また、子ワークスペース内のファイルを操作し
ている間、子ワークスペースには書き込みロックがかかります。ワークスペース内で複数
のワークスペース管理ツールのコマンドが同時に別々のファイルを操作する場合には、複
数の読み取りロックが発生します。読み取りロックが存在する間、そのワークスペースに
別のコマンドで書き込みを行うことはできません。一方、書き込みロックは一度に 1つし
か有効になりません。書き込みロックがかかっている場合、ワークスペース管理ツールの
コマンドでそのワークスペースに書き込みを行うことはできません。ロックの状態は、各
ワークスペースに存在する Codemgr_wsdata/locks ファイルで制御されます。

対処法:システムが正常に動作している場合、該当ワークスペースをロックしているコマン
ドがロックを解除するまで待ちます。ワークスペースがロック状態に固定されてしまった
場合には (たとえば、あるコマンドでロック状態になっているときにシステムがクラッシュ
した場合など)、GUIの「ワークスペース管理」ウィンドウの「オプション」メニューから
「ワークスペース」を選択し「ワークスペース属性」ダイアログの「カテゴリ」リスト
ボックスから「ロック」を選択するか、workspace locksコマンドを使用して、ロック
を解除してください。

2022 無効なサブコマンド - <コマンド名>

意味: resolve、workspace、または codemgrコマンドのサブコマンドに関するヘルプ情
報を表示しようとしましたが、存在しないサブコマンドが指定されました。

対処法:コマンドを入力した後、help サブコマンドを指定すると、各コマンドの有効なサ
ブコマンドの一覧を表示できます。

2023 未使用

2024 ファイル <ファイル名> にデルタはありません

意味: SCCS履歴ファイル <ファイル名> にデルタがありません。このため、そのファイル
を処理できません。

対処法:おそらく、この履歴ファイルは誤って上書きされています。

2025 <コマンド名> コマンドが見つかりません。実行可能形式の <コマンド名> はありません。

また、PATH <PATH の 内容> にもコマンドが見つかりません

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドが別のプログラムを実行しようとしましたが、
そのプログラムが見つかりませんでした。

表 A-1 エラーメッセージ (続き)
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対処法:プログラムが正しくインストールされていることを確認し、そのプログラムがある
ディレクトリを PATH 環境変数に加えてください。

2026 不正な SCCS 制御文字 (<文字>) がファイル <ファイル名> の <行番号> 行目にありま

す

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドは <ファイル名> を SCCS履歴ファイルである
と想定しますが、検出した文字からこのファイルが履歴ファイルでないか、壊れているこ
とが判明しました。

対処法: SCCS履歴ファイルのフォーマットについて、Solaris の SCCS関連マニュアルを参
照してください。

2027 ファイル <ファイル名> が壊れています。<行番号> 行目

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドは、ワークスペースメタデータファイル
(Codemgr_wsdata ディレクトリ内のファイル)を読み取ることができませんでした。<行

番号> に無効な文字があります。

対処法:ファイルを確認して必要な修正を行なってください。ワークスペース管理ツールの
メタデータファイルはすべて、ASCII形式のテキストファイルであり、編集が可能です。
メタデータファイルのフォーマットについての詳細は、<ファイル名> のマニュアルペー
ジ、または第 6章「ワークスペースの操作と設定」を参照してください。

2028 <コマンド名> コマンドは PATH <パス名> では見つかりません

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドが別のプログラムを実行しようとしましたが、
そのプログラムが見つかりませんでした。

対処法:プログラムが正しくインストールされていることを確認し、そのプログラムがある
ディレクトリを加えてください。

2029 ファイルに解決されていない衝突があります。’edit m’ を実行し "^<<<<<<<" を検索

してください

意味:このエラーは resolve コマンドによって出されたものです。ファイルにまだ解決さ
れていない衝突が残っているのに、そのファイルを保存しようとしました。

対処法: edit mサブコマンド (マージ結果の編集)を実行して衝突を解決してから、ファイ
ルを保存してください。衝突には、文字 "^<<<<<<<" のマークが付けられています。

2030 番号 <ファイル番号> のファイルはありません

意味: resolve コマンドは、衝突のあるファイルについて番号を付けてリストを作成しま
す。このメッセージは、選択された <ファイル番号> がリストに存在しないことを表わして
います。

対処法: list サブコマンドを使用してファイルのリストを作成し、指定するファイルの正
しい番号を確認してください。

表 A-1 エラーメッセージ (続き)
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2031 ホームディレクトリが見つからないので、ファイル <ファイル名> に書き込みができません

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドはユーザーのホームディレクトリを見つけるこ
とができなかったため、その中の <ファイル名>も見つけられませんでした。通常、これは
NIS マップの問題であることを示しています。

対処法: NIS サーバーおよび該当する NISマップを調べてください。

2032 ファイル <ファイル名> の中の行を構文解析できません: <行>

意味: resolve コマンドは、起動時に ~/.codemgr_resrc ファイルを読み取ってユー
ザー定義の属性を入手します。このとき、<行> をプログラムが正しく解釈できませんでし
た。

対処法:有効なエントリだけで構成されるように ~/.codemgr_resrc ファイルを修正し
てください。これらのエントリについての詳細は、resolve(1)のマニュアルページを参照
してください。

2033 ディレクトリリストを引数または環境変数 CODEMGR_WSPATH で指定してください

意味:このメッセージは、workspace listコマンドの実行時に出されるもので、ディレ
クトリ (またはディレクトリリスト)が正しく指定されていないことを示します。ディレク
トリは、このコマンドの標準引数として指定するか、そのパス名を CODEMGR_WSPATH 環
境変数にあらかじめ設定しておくことができます。

対処法:ディレクトリの指定を含めてコマンドを再実行するか、 CODEMGR_WSPATH 環境変
数にディレクトリパスを設定してからコマンドを再実行してください。

2034 内部エラー: access control operation operation_name does not have a

built-in default

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドがワークスペース操作 (ブリングオーバー、
プットバック、親の変更) に関するアクセス権を検証しようとしました。内部的な整合性検
査に失敗しました。

対処法:ご購入先にお問い合わせください。

2035 アクセス制御ファイルが存在しません

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドがワークスペース操作 (ブリングオーバー、
プットバック、親の変更) に関するアクセス権を検証しようとしました。影響を受けるワー
クスペースにアクセス制御ファイル (Codemgr_wsdata/access_control)が存在しませ
んでした。
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対処法:アクセス制御ファイルがワークスペースから削除されていた場合、新しいファイル
を別のワークスペースからコピーし、そのファイルの内容を編集してアクセス権を適切に
変更します。他のワークスペースがない場合は、CLIの workspace createコマンドを
使用して、または GUIの「ワークスペース管理」ウィンドウの「ファイル」メニューから
「ワークスペース作成」を選択して新しいワークスペースを作成し、そのワークスペース
からファイルをコピーします。詳細は、第 4章または access_control(4)マニュアル
ページを参照してください。

2036 共通祖先ファイルを指定できません。共通祖先デルタはありません

意味: resolve のサブコマンド (diff、edit、more)の引数として、祖先 (a) が指定され
ました。2つの衝突解決の対象ファイルには、共通の祖先が存在しません。これは、同じ名
前のファイルが親と子で同時に作成された場合に最もよく起こる現象です。これらのファ
イルは同じ名前を持っていますが、共通の祖先から派生したものではありません。祖先に
ついておよび衝突解決における祖先の役割については、第 6章を参照してください。

対処法: diff、edit、moreサブコマンドの引数に祖先 (a)を指定せずに衝突解決の処理を
実行してください。

2037 無効な引数 - <文字列>

意味: resolve のサブコマンドの 1つに無効な引数が指定されました。このコマンドでは
有効な引数として a (祖先)、c (子)、p (親)、および m (マージ結果) のいずれかを受け付け
ます。

対処法:有効な引数 (a、c、p、または m) のいずれか 1つを指定してください。詳細は、
resolve(1) のマニュアルページを参照してください。

2038 親ワークスペースは NSE 環境です。’nseputback’ コマンドを使用してください

意味:プットバックトランザクションで指定された親が NSE環境であり、ワークスペース
管理ツールのワークスペースではありませんでした。

対処法: nseputback コマンドを使用して、変更内容を該当ワークスペースからその環境へ
プットバックしてください。

2039 ファイル <ファイル名>はおそらく s ファイルではありません。<行番号>行に ^A が必

要ですが <文字>(16 進数) が見つかりました。

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドは <ファイル名> が SCCS履歴ファイルである
ことを想定しています。ファイル形式を見ると、履歴ファイルではないか、壊れてます。

対処法: SCCS履歴ファイルのフォーマットについては、Solaris の SCCS関連マニュアルを
参照してください。

2040 ファイル <ファイル名> はマージされませんでした。merge または filemerge サブコ

マンドを使用してください。
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意味:まだマージされていないファイルを保存しようとしました。

対処法:ファイルマージツールまたは twmerge コマンドを使用して、ファイルをマージし
てください。twmerge コマンドについての詳細は、twmerge(1)のマニュアルページを参
照してください。

2041 <パス名> はワークスペースでもディレクトリでもありません

意味:作成ブリングオーバートランザクションで指定された <パス名> は、ワークスペース
管理ツールのワークスペースでもディレクトリでもありません。

対処法:別のワークスペースまたはディレクトリ名を指定してください。

2042 ToolTalk メッセージを作成できません。エラー <TookTalk エラーコード>

意味: resolve コマンドは ToolTalk サービスを介してファイルマージプログラムとやりと
りします。ToolTalk は、ウィンドウシステムとともに提供されるアプリケーション間通信
サービスです。このエラーの場合は、resolve コマンドは ToolTalk ルーチンを呼び出し
て、ファイルマージツールに対する ToolTalk メッセージを作成しようとしました。しか
し、ToolTalk ルーチンはこのメッセージを作成できず、<ToolTalk エラーコード> を返して
きました。

対処法:このエラーについては、ToolTalk のマニュアルを参照してください。

2043 SCCS ファイル <ファイル名> は壊れています

意味:このメッセージは SCCSの admin -hコマンドから返されるメッセージで、新たに算
出されたチェックサムが該当ファイルの先頭行に記述されているチェックサムと一致しな
かったことを示すものです。

対処法:詳細は、Solaris の SCCS関連マニュアルを参照してください。

2044 テンプレート <テンプレートファイル名> から一時ファイル名を作成することができませ

ん

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドが一時ファイルを作成できませんでした。これ
は、ワークスペース管理ツールの内部エラーです。

対処法:このファイルに書き込みを実行できなかったシステムレベルでの原因の有無を調べ
てください (たとえば、ファイルパーミッション、コマンドのオーナーが不適切である、な
ど)。

2045 <ファイル名> の fprintf に失敗しました

意味:コマンドが <ファイル名> に書き込みを行うことができませんでした。

対処法:ファイルのパーミッション、およびファイルシステムへの書き込みを禁止するその
他のファイルシステム上の問題を調べてください。
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2046 このバイナリとファイル <ファイル名> のバージョンが一致しません。このバイナリはバー

ジョン <期待する番号> と互換性がありますが、ファイルはバージョン <現状の番号> で

す。リリース <リリース番号> より新しいリリースにアップグレードしてください。

意味:ワークスペース管理ツールの各メタデータファイル (Codemgr_wsdata/*)には、
バージョン番号を示す文字列が含まれています (リリース 1.0の場合、バージョン番号は
VERSION 1)。ワークスペース管理ツールのコマンドはこれらのファイルの読み書きを行う
際に、整合性を検査するために、このファイルに期待するバージョン番号が含まれている
かどうかを調べます。コマンドは <期待する番号> を想定していましたが、実際には <現状

の番号> でした。このメッセージは、古いバイナリが新しいメタデータファイルと共に使
用されていて、それがファイルを破壊する原因になる可能性があることを示しています。

対処法:最新バージョンのワークスペース管理ツールのバイナリを使用してください。

2047 ファイル <ファイル名> のバージョン <検出したバージョン番号> から <現在のバージョン

番号> への変換方法が不明です

意味:バージョン番号が 1より古いメタデータファイルが検出されました。ワークスペース
管理ツールの各メタデータファイル (Codemgr_wsdata/*) には、バージョン番号を示す文字
列が含まれています (リリース 1.0の場合、バージョン番号は VERSION 1)。ワークスペー
ス管理ツールのコマンドはこれらのファイルの読み書きを行う際に、整合性検査として、
このファイルに期待するバージョン番号が含まれているかどうかを調べます。ワークス
ペース管理ツールのバイナリとメタデータファイルの新しいバージョンがリリースされる
と、これらのファイルのいくつかはその形式が変更されている可能性があります。ワーク
スペース管理ツールのコマンドには、この形式の変換を行うコードが含まれています。

対処法:メタデータファイルのバージョン文字列が編集中に誤って変更されたと考えられま
す。ファイルを調べて、その先頭行を正しいバージョン番号に変更してください。

2048 子ワークスペースを作成ブリングオーバーするには、ファイルかディレクトリ、または -f

引数のいずれかを指定しなければなりません

意味:ブリングオーバートランザクションのコマンド行が正しく構成されていませんでし
た。少なくとも 1つのファイル、ディレクトリ、または FLP を引数として指定しなければ
なりません。この引数が省略された場合、ワークスペース管理ツールはワークスペースの
Codemgr_wsdata/args ファイルから引数を取り込みます。

対処法: コマンドを再入力し、正しい数の引数を指定してください。

2049 <ファイル名> がどこからマウントされているかわかりません

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドは NFS マウントされたディレクトリのパス名
を <マシン名 : パス名> 形式に変換してその処理の多くを実行します。このメッセージは、
/etc/mtab (Solaris 1.xの場合)または /etc/mnttab (Solaris 2.xの場合)に <ファイル名>

を含むマウントエントリが存在しないことを示しています。
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対処法: <ファイル名> が含まれているファイルシステムをマウントしなおしてください。

2050 絶対パス <ファイル名> を決定できません

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドがディレクトリを読み取ることができませんで
した。このメッセージは、ファイルシステムに問題があることを示しています (たとえば、
ディレクトリのパーミッションが不適切である)。

対処法:ファイルシステム、<ファイル名> のパス中のディレクトリやファイルのパーミッ
ションを確認してください。

2051 名前を <ファイル名> に変更できません。同じ名前があります

意味:ブリングオーバー、プットバック、または取り消しトランザクションにおいて、ソー
スワークスペース内のファイルが、宛先ワークスペース内ですでに使用されている名前と
同じ名前に変更されたものがありました。

対処法:一方のディレクトリで名前を変更してください。

2052 ファイル <ファイル名>が壊れています。<行番号>行目の "BEGIN" の後にテキストがあ

ります。通知は送られませんでした

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドによるワークスペース通知ファイル
Codemgr_wsdata/notification の読み取り中にエラーが発生しました。通知対象とす
るファイル/ディレクトリのリストを区切る BEGIN 文の行中に、BEGIN 文以外のテキスト
が検出されました。ワークスペース管理ツールのコマンドは通知の設定を正しく解析する
ことができないので、通知ファイルに通知要求を設定している場合でも、その通知は送信
されません。

対処法:この通知ファイルに BEGIN 文を正しく入力してください。通知ファイルの形式に
ついては、notification(4)のマニュアルページまたは 第 4章を参照してください。
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2053 ファイル <ファイル名> が壊れています。<行番号> 行目の "END" の後にテキストがあり

ます。通知は送られませんでした

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドによるワークスペース通知ファイル
Codemgr_wsdata/notification の読み取り中にエラーが発生しました。通知対象とす
るファイル/ディレクトリのリストを区切る END文の行中に、END文以外のテキストが検
出されました。ワークスペース管理ツールのコマンドは通知の設定を正しく解析すること
ができないので、通知ファイルに通知要求を設定している場合でも、その通知は送信され
ません。

対処法:この通知ファイルに END文を正しく入力してください。通知ファイルの形式につ
いての詳細は、notification(4)のマニュアルページまたは 40ページの「他のユーザー
へのトランザクションの実行通知」を参照してください。

2054 ファイル <ファイル名> が壊れています。<行番号> 行目に "END" がありません。通知は

送られませんでした

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドによるワークスペース通知ファイル
Codemgr_wsdata/notification の読み取り中にエラーが発生しました。通知対象とす
るファイル/ディレクトリのリストを区切る END文がありません。ワークスペース管理
ツールのコマンドは通知の設定を正しく解析することができないので、通知ファイルに通
知要求を設定している場合でも、その通知は送信されません。

対処法:通知ファイルに END文を正しく入力してください。通知ファイルの形式についての
詳細は、notification(4)のマニュアルページまたは 40ページの「他のユーザーへのト
ランザクションの実行通知」を参照してください。

2055 ファイル <ファイル名> には不完全なデルタテーブルがあります

意味: SCCS履歴ファイル <ファイル名> のデルタテーブルが不完全です。ファイルが壊れ
ている可能性があります。

対処法:ファイルを修正するか、新しいバージョンをコピーしてください。

2056 形式の不正な行があります。<ファイル名>:<行番号>

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドが、ブリングオーバーまたはプットバックトラ
ンザクションが中止された結果残された一時ログファイルを読み取っているときに、形式
が正しくない行を検出しました。このメッセージは、ファイルが壊れていることを示して
います。

対処法: workspace updatenamesコマンドを使用して、名前テーブルを作成しなおして
から、コマンドを再実行してください。
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2057 大きさ 0 の SCCS ファイルがあります <ファイル名>

意味:データが含まれていない SCCS履歴ファイルが検出されました。

対処法:該当する SCCS履歴ファイルを削除してください。

2058 チェックインされるまで子ファイルのバージョンは得られません

意味:衝突解決トランザクションの実行中に、SCCSにチェックインされていないファイル
が検出されました。ファイルをチェックインしなければ衝突の解決はできません。

対処法:ファイルをチェックインし、トランザクションを再開してください。

2059 名前履歴のシリアル番号 <番号> の順序がファイル <ファイル名> で間違っています

意味: SCCS履歴ファイル <ファイル名> 内の名前変更に関する情報が壊れています。この
SCCSファイル内の名前履歴レコードは番号が降順に並んでいません。

対処法:名前履歴レコードを並べ直すか、ブリングオーバーまたはプットバックトランザク
ションを使用してファイルの新しいバージョンをコピーしてください。

2060 ファイル <ファイル名> 中のデルタシリアル番号 <番号> の順序が不正です

意味:デルタ番号の順序が、 SCCS履歴ファイル <ファイル名> 内で降順になっていませ
ん。これは、ファイルが壊れていることを示しています。

対処法:デルタ番号を並べ直すか、ブリングオーバーまたはプットバックトランザクション
を使用してファイルの新しいバージョンをコピーしてください。

2061 DISPLAY 環境変数を設定してファイルマージを起動してください

意味:ファイルマージツールは XWindowsプログラムです。DISPLAY 環境変数を使用し
て、ウィンドウの表示場所を決定します。通常、CDEまたは OpenWindowsが実行されて
いるサーバーでは、この変数は自動的に設定されます。その他の XWindowサーバーで
は、ファイルマージツールの起動時にこの変数を手動で設定してください。

対処法:サーバーの設定を確認して、DISPLAY環境変数を設定してください。

2062 ファイル <ファイル名> は書き込み可能なため衝突解決できません

意味:ファイル <ファイル名> は SCCSからチェックアウトされていませんが、ファイルの
パーミッションは書き込み可能な状態になっています。この衝突を解決すると、チェック
アウトされていないファイルに書き込みが行われます。

対処法:ファイルのパーミッションを変更し (たとえば、ファイルをチェックアウトした
後、再度チェックインする)、もう一度衝突解決トランザクションを実行してください。

2063 ワークスペース <ワークスペース名> は作成できませんでした。ワークスペース <ワークス

ペース名> の中で入れ子になっている可能性があります

意味:既存のワークスペースの下の階層に新しいワークスペースを作成しようとしました。

対処法:新しいワークスペースは、既存のワークスペースの階層の外で作成してください。
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2064 シンボリックリンクのワークスペースを削除することはできません。

"workspace delete <ワークスペース名>’ を実行してください

意味:ワークスペース管理ツールのコマンドは、シンボリックリンクであるディレクトリや
ファイルを削除しません。そのファイルの実体を削除しなければなりません。このための
コマンドが用意されています。

対処法: workspace deleteコマンドを使用して <ワークスペース名> を削除してくださ
い。

2065 このエラーメッセージは、以下の各形式で出されます。

ユーザー <ユーザー名> には、ワークスペース <ワークスペース名> からブリングオーバー

する許可が与えられていません

ユーザー <ユーザー名> には、ワークスペース <ワークスペース名> へブリングオーバーす

る許可が与えられていません

ユーザー <ユーザー名> には、ワークスペース <ワークスペース名> からプットバックする

許可が与えられていません

ユーザー <ユーザー名> には、ワークスペース <ワークスペース名> へプットバックする許

可が与えられていません

ユーザー <ユーザー名> には、ワークスペース <ワークスペース名> の取り消しをする許可

が与えられていません

ユーザー <ユーザー名> には、ワークスペース <ワークスペース名> を削除する許可が与え

られていません

ユーザー <ユーザー名> には、ワークスペース <ワークスペース名> を移動する許可が与え

られていません

ユーザー <ユーザー名> には、ワークスペース <ワークスペース名> の親を変更する許可が

与えられていません

ユーザー <ユーザー名> には、親をワークスペース <ワークスペース名> に変更する許可が

与えられていません

意味:ユーザー <ユーザー名> が、ワークスペース <ワークスペース名> に影響する処理を
実行しようとしました。<ワークスペース名> のアクセス権では、<ユーザー名> がその処
理を実行することはできません。

対処法: <ワークスペース名>/Codemgr_wsdata/access_control は、ワークスペース
に対するさまざまな操作のアクセス権を指定するテキストファイルです。該当操作を実行
できるようにするには、そのワークスペースの所有者が <ユーザー名> に対するアクセス権
の設定を変更する必要があります。アクセス権の設定は、「ワークスペース管理」ウィン
ドウから「ワークスペース」を選択して「ワークスペース属性」ダイアログの「アクセス
制御」タブを選択するか、access_control ファイルの内容を直接編集して変更します。
詳細は、第 4章または access_control(4)のマニュアルページを参照してください。

表 A-1 エラーメッセージ (続き)
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2066 ファイル <ファイル名> が壊れています。<行番号> 行目のパス名に空白が含まれていま

す。通知は送られませんでした

意味:ワークスペース通知ファイル Codemgr_wsdata/notification の読み取り時に出
されるエラーで、パス名が記述される行に空白文字があったことを示しています。

対処法: Codemgr_wsdata/notification ファイルの内容を編集して、該当行から空白
文字を削除してください。このファイルの形式についての詳細は、notification(4)のマ
ニュアルページまたは 40ページの「他のユーザーへのトランザクションの実行通知」を参
照してください。

2067 ファイル <ファイル名> が壊れています。<行番号> 行目に通知イベントがありません。通

知は送られませんでした。

意味:ワークスペース通知ファイル Codemgr_wsdata/notification の読み取り時に出
されるエラーで、ワークスペース管理ツールのイベント (たとえば、ブリングオーバー)が
指定されていないことを示しています。

対処法: Codemgr_wsdata/notification ファイルの内容を編集して、現在のイベント
を追加してください。

2068 プットバック: ファイル <ファイル名> の SCCS エラーです。ロックファイルを作成でき

ません

意味:ほかのユーザーが SCCSファイルまたは p-ファイルを更新中であるか、SCCSファイ
ルが存在するディレクトリへの書き込み権がありません。

対処法:ほかのユーザーが SCCSファイルまたは p- ファイルを更新中の場合は、そのユー
ザーがロックを解除するのを待ってファイルへのアクセスを再度試みてください。ディレ
クトリへの書き込み権がない場合は、書き込み権を得ない限り、そのディレクトリには
ロックファイルを作成できません。

2069 - 2073 未使用

2074 ワークスペース <ワークスペース名> にロックファイルがありません

意味:ロックが存在しないワークスペースからロックを解除しようとしました。

2075 ロック <ロック名> はワークスペース <ワークスペース名> で見つかりません

意味: workspace locks -rコマンドの使用時に指定されたロック番号がロックリストに
存在しませんでした。

対処法: workspace locksコマンドを使用してワークスペースのロック番号を調べ、有効
な番号を入力してください。

2076 内部エラー: Cannot find the directory in which command command_name is

located because avo_find_dir_init() has not been called

意味:内部エラー。

表 A-1 エラーメッセージ (続き)
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対処法:ご購入先にお問い合わせください。

2077 <番号> は正しい番号ではありません

意味: resolve コマンドを使用している際に、リストされている番号以外の番号が参照さ
れました。

対処法:値リストを表示てし正しい番号を調べてください。

2078 ワークスペース <ワークスペース名> にアクセスできません

意味: <ワークスペース名> のパーミッションの設定が、指定されたワークスペース管理
ツールのコマンドによるアクセスを禁止しています。

対処法: <ワークスペース名> ディレクトリのパーミッションを確認してください。デフォ
ルトのパーミッションは 777です。

2079 ファイル <ファイル名> の名前履歴の構文を解析できません。行に含まれるもの: <テキス

ト>

意味: SCCS履歴ファイル <ファイル名> 内の名前履歴レコードにフォーマットエラーがあ
ります。このメッセージには、問題のテキストが表示されます。

対処法:可能であれば、そのレコードを修正します。あるいは、ブリングオーバーまたは
プットバックトランザクションを使用してファイルの新しいバージョンをコピーしてくだ
さい。

2080 バックアップディレクトリ <ディレクトリ名> は削除も名前変更もできませんでした

意味:ワークスペース管理ツールが、新しいトランザクションをバックアップできるように
するために、バックアップ領域 <ディレクトリ名>を消去しようとしました。ワークスペー
ス管理ツールが、この方法でファイルやディレクトリを削除したり名前の変更を行なった
りすることができませんでした。そのディレクトリに対するパーミッションが変更されて
いる可能性があります。

対処法: <ディレクトリ名> のディレクトリのパーミッションを確認してください。この
ディレクトリのデフォルトのパーミッションは 777です。

2081 ファイル <ファイル名> の SCCS エラーです。ロックファイルを作成できません (cm4)

意味:ファイルが SCCS管理下にないか、または SCCSファイルが壊れているためにロック
ファイルを作成することができませんでした。

対処法:ご購入先にお問い合わせください。

2082 ワークスペース <ワークスペース名 1> の親 <ワークスペース名 2> はファイルシステムに

存在しません

意味:親ワークスペースが使用マシンにマウントされていない、あるいは存在しません。

対処法:実行マシンに親ワークスペースをマウントしてください。

表 A-1 エラーメッセージ (続き)
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2083 ワークスペース <ワークスペース名 1> の子 <ワークスペース名 2> はファイルシステムに

存在しません

意味:子ワークスペースが使用マシンにマウントされていない、あるいは存在しません。

対処法:実行マシンに子ワークスペースをマウントしてください。

2084 codemgrtool: internal error in arg_strlist_from_wsname () : NULL

arg_list

意味:内部エラー。

対処法:ご購入先にお問い合わせください。

2085 codemgrtool: internal error in arg_strlist_from_wsname () : NULL

undo_list

意味:内部エラー。

対処法:ご購入先にお問い合わせください。

2086 codemgrtool: path_name doesn’t start with a /

意味:内部エラー。

対処法:ご購入先にお問い合わせください。

2087 未使用

2088 以下の 2 つの履歴ファイルが同一の初期デルタをもっているため、ワークスペース

<ワークスペース名> の名前テーブルを読み込むことができません。

<ファイル名>

<ファイル名>

以下のコマンドを実行した後、再度 <コマンド名> コマンドを実行してください。

path_name/workspace updatenames <ワークスペース名>

意味: cpコマンドによってワークスペース内で SCCS履歴ファイルがコピーされました。
このため、同じルートデルタを含むファイルが 2つ存在しています。ワークスペース管理
ツールは、ルートデルタを使用して 2つのファイルを区別します。ワークスペース管理
ツールが 2つのファイルを区別できるようにするには、workspace updatenamesコマ
ンドを使用します。

対処法: workspace updatenamesコマンドを実行してから、エラーとなったコマンドを
再度実行してください。

2089 ワークスペースを <パス名> へ移動できません。

<パス名> へのシンボリックリンクです。

シンボリックリンクではないワークスペース名を使用してください。

表 A-1 エラーメッセージ (続き)
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意味:ワークスペース管理ツールのコマンドは、シンボリックリンクであるディレクトリや
ファイルを移動しません。

対処法:ワークスペースをシンボリックリンクでない名前に移動してください。

2090 以下の 2 つの履歴ファイルが同一の初期デルタをもっているため、ワークスペース

<ワークスペース名> の名前テーブルへ書き込むことができません。

<ファイル名>

<ファイル名>

以下のコマンドを実行した後、再度 <コマンド名> コマンドを実行してください。

path_name/workspace updatenames <ワークスペース名>

意味: cp コマンドによってワークスペース内で SCCS履歴ファイルがコピーされました。
このため、同じルートデルタを含むファイルが 2つ存在しています。ワークスペース管理
ツールは、ルートデルタを使用して 2つのファイルを区別します。ワークスペース管理
ツールが 2つのファイルを区別できるようにするには、workspace updatenamesコマ
ンドを使用します。

対処法: workspace updatenamesコマンドを実行してから、エラーとなったコマンドを
再度実行してください。

2091 内部エラー: hash table missing entry

意味:内部エラー。

対処法:ご購入先にお問い合わせください。

2092 SCCS ファイル (A) を (ファイル B) にコピーしました。元の SCCS ファイル (A)

が見つかりません。

次のコマンドを実行後、もう一度 <コマンド名> コマンドを実行してください。

path_name/workspace updatenames <ワークスペース名>

意味:ワークスペース内で SCCS履歴ファイルが cpコマンドでコピーされました。この
後、オリジナルのファイル (A) が名前を変更されているか、ワークスペースから削除され
ています。この場合、ワークスペース管理ツールは、これらのファイルの名前が変更され
ているかどうか (どの名前に)およびワークスペースから削除されているかどうかを判別す
ることができません。workspace updatenamesコマンドは、可能性のある変更後の名
前を対話形式で表示し、ファイルの現在の状態 (新しい名前、存在の有無など)を指示する
よう求めてきます。これにより、ワークスペース管理ツールはワークスペース階層全体に
わたって変更を正しく伝できるようになります。

対処法: workspace updatenames コマンドを実行してから、エラーとなったコマンドを
再度実行してください。

2093 内部エラー: SmIDs not equivalent

意味:内部エラー。

表 A-1 エラーメッセージ (続き)
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警告メッセージ
表 A-2に、警告メッセージと、その意味および対処法を示します。

対処法:ご購入先にお問い合わせください。

2094 内部エラー: SmID not found

意味:内部エラー。

対処法:ご購入先にお問い合わせください。

2095 - 2499 未使用

2500 - 2600 内部エラー。

意味: 2500から 2600までのエラー番号はすべてワークスペース管理ツールの内部エラーを
表わし、ユーザー側で対処することはできません。したがって、これらのエラーが発生し
た場合には、ご購入先にお問い合わせください。

表 A-2 警告メッセージ

2601 バックアップディレクトリ <旧ディレクトリ名> を削除できなかったため <新ディレクト

リ名> に名前を変更しました

意味:ワークスペース管理ツールが、新しいトランザクションのバックアップを行うこと
ができるように、バックアップ領域 <旧ディレクトリ名> を消去しようとしました。しか
し、このバックアップディレクトリを消去することができなかったので、<新ディレクト

リ名> という名前に変更しました。これは、ディレクトリのパーミッションが変更された
ために生じたエラーと考えられます。

対処法: <旧ディレクトリ名> のパーミッションを調べてください。このディレクトリのデ
フォルトのパーミッションは 777です。また、<新ディレクトリ名> の内容を削除してく
ださい。

2602 ファイル <ファイル名> は SCCS 管理下にもワークスペース中にもありません - 無視

しました

意味:ワークスペース管理ツールは、どちらのワークスペースからも SCCS履歴ファイル
<ファイル名> を見つけることができませんでした。

対処法:入力されたファイル名が間違っていると考えられます。正しいファイル名でコマ
ンドを再度実行してください。

2603 ファイル名の長さが 0 です - 無視しました

表 A-1 エラーメッセージ (続き)
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意味:コマンド行の引数として (または /Codemgr_wsdata/args ファイルの中で) 指定
されたファイル名に文字が存在しません ("")。

対処法:正しいファイル名引数を指定して、コマンドを再度実行してください。それでも
なお問題が解決されない場合は、argsファイル内にリストされている引数を調べてくだ
さい。

2604 ファイル名 <ファイル名> 中に空白文字があります - 無視しました

意味:コマンド行の引数として (または /Codemgr_wsdata/args ファイルの中で) 指定
されたファイル名に空白文字が含まれています。ワークスペース管理ツールは、空白文字
を含むファイル名を受け付けません。

対処法:正しいファイル名引数を指定して、コマンドを再度実行してください。それでも
なお問題が解決されない場合は、argsファイル内にリストされている引数を調べてくだ
さい。

2605 未使用

2606 ファイル <ファイル名> はブリングオーバーされませんでした。

<ファイルタイプ 1> がワークスペース <ワークスペース名 1> に存在し、

<ファイルタイプ 2> がワークスペース <ワークスペース名 2> にも存在しています。

意味:ファイル名のファイルタイプが、親と子で異なっています (通常のファイル、ディレ
クトリ、シンボリックリンクなど)。

対処法:メッセージに示されているファイルを同じファイルタイプに変更するか、一方の
名前を変更してください。

2607 未使用

2608 ワークスペース <子ワークスペース名> は <親ワークスペース名> の子です。親のファイ

ルを更新できませんでした

意味: <子ワークスペース>に対する workspace deleteまたは workspace moveコマ
ンドの実行時に、該当ワークスペースの親 (<親ワークスペース>) 内の children ファイ
ルに、この親の子として <子ワークスペース> を指定しているエントリが含まれていない
ことが検出されました。

対処法:コマンドはこの不一致を訂正しますが、親の children ファイルが壊れている可
能性があります (これは単なる警告で対処法ではありません)。

2609 未使用

2610 <パス名> はワークスペースではありません

意味:コマンドで指定されたディレクトリはワークスペース管理ツールのワークスペース
ではありません。ワークスペース管理ツールのワークスペースであるかどうかは、最上位
ディレクトリに Codemgr_wsdata ディレクトリが存在するかどうかで判別されます。

表 A-2 警告メッセージ (続き)
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対処法:別のワークスペース名を指定するか、CLIの workspace createコマンドを使
用するか、GUIの「ワークスペース管理」ウィンドウの「ファイル」メニューから「ワー
クスペース作成」を選択し、ディレクトリをワークスペースに変換してください。

2611 <ファイル名> はどちらのワークスペースにも存在しません - 無視しました

意味: <ファイル名> が親ワークスペースにも子ワークスペースにも存在しません。

対処法:名前が正しく指定されているかどうかを確認してください。

2612 未使用

2613 ファイル名 <ファイル名> 中にパス構成要素 ".." が多過ぎます - 無視しました

意味:このメッセージが出力される原因としては、次のものが考えられます。
• ワークスペース管理ツールのコマンドがパス名をワークスペース相対パス名に変換でき
ない。

• ワークスペース管理ツールのコマンドがパス名を完全指定のワークスペース名に変換で
きない。

対処法:パス名の指定時に、パス名の要素として ".." の使用を制限するか、あるいはまっ
たく使用しないでください。

2614 ファイル <ファイル名> の <行番号> 行目が長すぎるか、期待していないファイルの終り

があります

意味: Codemgr_wsdata/nametableファイルの読み取り時に、ワークスペース管理ツー
ルのコマンドがバッファに入れるには多すぎる文字数が検出されました。行の最大長は
1024文字です。これは、nametable が壊れている可能性があることを示しています。

対処法:ワークスペース管理ツールは自動的に名前テーブルを再作成します。これには若
干の時間を要します。

2615 ファイル <ファイル名> の <行番号> 行目の書式が正しくありません

意味:このメッセージは、ファイル Codemgr_wsdata/nametable が壊れていることを
示しています。

対処法:ワークスペース管理ツールは自動的に名前テーブルを再作成します。これには若
干の時間を要します。

2616 未使用

2617 名前テーブルの編集ログのレコード型 <タイプ番号> が不正です <ファイル名> - 無視

します

意味:ブリングオーバーやプットバックが途中で異常終了したときに残された一時的なロ
グファイルを、ワークスペース管理ツールのコマンドが読み取ろうとしたときに、形式が
正しくないレコードを検出しました。これはファイルが壊れていることを示しています。
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対処法: workspace updatenamesコマンドを実行して nametable を作成しなおして
から、コマンドを再度実行してください。

2618 <ファイル名> を開けません。- 通知メールを送信できません

意味:ワークスペース管理ツールの通知機能が <ファイル名> を開くことができませんで
した。このため、現在の操作に関する通知メールは送出されません。

対処法: <ファイル名> のファイルパーミッションを確認してください。

2619 未使用

2620 通知メールを送るプロセスを fork できません

意味:システム資源 (メモリー、スワップ領域) の不足により、ワークスペース管理ツール
の通知機能は通知メールを送信できませんでした。

対処法:システム資源の状態を確認してください。

2621 未使用

2622 ファイル名 <ファイル名> はコメント文字 (<コメント文字>) を含んでいます

- 無視しました

意味:コマンド (または Codemgr_wsdata/args ファイル) に引数として指定したファイ
ル名に、<コメント文字> が含まれています。ワークスペース管理ツールはこの文字をコ
メントを表わすための文字として認識します。

対処法: <コメント文字> が含まれない名前に変更してください。それでもなお問題が解決
されない場合は、args ファイルにリストされている引数を調べてください。

2623 ワークスペース <ワークスペース名> に読み込みロックが残っています

ワークスペース <ワークスペース名> に書き込みロックが残っています

意味:ワークスペース管理ツールは、<ワークスペース名> にあるロックを削除できません
でした。ディスク領域が足りないか、または Codemgr_wsdata/locks ファイルのパー
ミッションが変更されています。

対処法:ワークスペース管理ツールの「オプション」メニューから「ワークスペース」を
選択して「ワークスペース属性」ダイアログの「カテゴリ」リストボックスから「ロッ
ク」を選択するか、または workspace locksコマンドを実行して、ロックを削除して
ください。

2624 ファイル <ファイル名> はワークスペース <ワークスペース名> 中でチェックアウト中で

す。

チェックアウトされるファイル中の変更はブリングオーバーされません。

意味: <ファイル名> が親ワークスペース内でチェックアウトされています。ブリングオー
バートランザクションの実行時に g-ファイル内の変更内容はコピーされなかったので、注
意してください

表 A-2 警告メッセージ (続き)
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対処法:なし。

2625 ファイル <ファイル名> は衝突していません。SCCS ファイルの同期がとれています。衝

突ファイルリストから削除します

意味: SCCS履歴ファイル内の情報は、そのファイルに未解決の衝突が存在しないことを
示していますが、ワークスペース内の Codemgr_wsdata/conflicts ファイルには衝突
が存在するファイルとしてこのファイルがリストされています。コマンドは conflicts

ファイルからこのファイルを削除します。

対処法:なし。

2626 ファイル <ファイル名> はワークスペース <ワークスペース名> で未解決のため、ブリン

グオーバーできませんでした。

意味: <ファイル名> は、<ワークスペース名> の中で未解決の衝突が残っているため、ブ
リングオーバーされませんでした。

対処法: GUIの衝突解決トランザクション、または CLIの resolve コマンドを使用して
その衝突を解決してから、ブリングオーバートランザクションを再度実行してください。

2627 ディレクトリ <ディレクトリ名> は読み取り専用でマウントされています

意味:ワークスペース管理ツールは、ブリングオーバーまたはプットバックのトランザク
ションを行う前に、使用するワークスペースの最上位ディレクトリが書き込み可能である
かどうかをチェックします。ワークスペース内の最上位ディレクトリよりも下のディレク
トリが、別の領域から書き込み可能としてマウントされていることもあるため、これはエ
ラーではありません。このメッセージは、ワークスペース最上位ディレクトリのパーミッ
ションが正しく設定されていないことを警告するためのものです。

対処法:書き込みが拒否されてしまう場合は、ディレクトリのパーミッションを変更して
ください。

2628 チェックアウトコマンドが PATH <コマンドパス> にないため、ファイルは更新されませ

ん。

意味: SCCS getコマンドが検索パス上に存在せず実行できなかったため、g-ファイルを
ブリングオーバーまたはプットバックのトランザクションで更新できませんでした。

対処法:トランザクション実行時に g-ファイルを更新する必要がある場合には、検索パス
に getコマンドのパスを含めるようにしてください。

表 A-2 警告メッセージ (続き)
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2629 ToolTalk 接続を確立ができなかったため、ファイルマージは起動できません

意味: resolve コマンドが ToolTalkメッセージサービスに接続できませんでした。
ToolTalk サービスは、衝突解決コマンドがファイルマージツールとの通信を行うときに使
用されます。

対処法: ToolTalkサービスは通常、CDEまたは OpenWindowsのインストール時に一緒に
インストールされます。CDEまたは OpenWindowsのマニュアルを参照して、ToolTalk

サービスが存在しない、あるいは応答しない理由を調べてください。

2630 このワークスペースは既存のディレクトリに作られます

意味:既存のディレクトリをワークスペース管理ツールのワークスペースに変換していま
す。既存のディレクトリ階層からワークスペースを作成するということは、最上位ディレ
クトリに Codemgr_wsdata メタデータディレクトリを作成することです。ディレクトリ
がワークスペースになると、その内容は workspace deleteコマンドを使用して削除で
きます。

対処法:なし。

2631 ファイル <ファイル名> をブリングオーバーできませんでした。

チェックアウトされていますが、ワークスペース <ワークスペース名>

の中で書き込み許可がありません。

意味:ファイル <ファイル名>が、子ワークスペース <ワークスペース名>内でチェックア
ウトされ (p-ファイルが存在する)、書き込み可能でないため、ブリングオーバートランザ
クションでブリングオーバーされませんでした。このメッセージは、該当ファイルを処理
しない方が安全であることを示しています。

対処法:書き込み権を SCCSの状態に合わせて変更してください。

2632 名前変更でエラーが発生したため、ファイル <ファイル名> の内容変更を行いません

意味: <ファイル名> の名前の処理時にエラーが発生しました。このため、コピー元のソー
スワークスペースのファイルに対する変更内容を宛先ワークスペースにコピーできません
でした。

対処法:名前変更の問題を修正し、ワークスペース管理ツールのトランザクションを再度
実行してください。

2633 パス名 <パス名> はシンボリックリンクを含んでいます - 無視しました

意味:トランザクション実行中にシンボリックリンクを検出しました。そのディレクトリ
は無視されます。トランザクションは継続されます。

対処法: Sun WorkShop TeamWareワークスペース内では、シンボリックリンクを使用し
ないでください。

表 A-2 警告メッセージ (続き)
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用語集

Codemgr_wsdata ディレクトリ

TeamWareの各ワークスペースには、そのルートディレクトリに
Codemgr_wsdata という名前のメタデータディレクトリがあります。ワー
クスペース管理ツールは、ワークスペースに関するデータをこの
Codemgr_wsdata ディレクトリに格納します。Codemgr_wsdataディレ
クトリが存在するかどうかで、通常のディレクトリか、ワークスペース管理
ツールのワークスペースが判断できます。詳細は、173ページの「ワークス
ペースのメタデータディレクトリ」を参照してください。

def.dir.flp

ワークスペース管理ツールに付属しているデフォルトの FLP (ファイルリス
トプログラム)。この FLPはディレクトリ階層を再帰的に下り、対応する
SCCS履歴ファイルが存在するすべてのファイルの一覧を示します。
「FLP」の項目も参照してください。

FLP

File List Program (ファイルリストプログラム) の略。ファイルリストを生成
して標準出力 (stdout)に出力するプログラムまたはスクリプトです。ワー
クスペース管理ツールは、このファイルリストをブリングオーバーおよび
プットバックトランザクションで使用します。

g-ファイル (SCCS 用語)

sccs getコマンドによって SCCS履歴ファイルから取り出されたファイル
の作業用コピー。
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MR

Modification Request (変更要求)の略。ファイルをチェックインする前に、
バージョン管理ツールから入力が求められるパスワードです。

RTI

Request To Integrate (統合要求)の略で、ワークスペース履歴ファイルに統
合要求 IDを記録するために使用される見出しのことです。

SCCS デルタ ID (SID)

SIDは、特定のデルタを表わすときに使用する番号です。IDは、2つの部分
から構成され、その間はドット (.)で区切られています。デフォルトでは、
最初のデルタの SIDは 1.1になります。SIDの最初の部分はリリース番号
を、2番目の部分はレベル番号を表わします。デルタをチェックインするた
びに、レベル番号は自動的に「1」ずつ加算されます。

SCCS ファイル属性

個々のファイルに割り当て可能な属性です。

SCCS マージ可能 ID (SMID)

SMIDは、Xerox Secure Hash Function を使用して生成される番号です。
SIDが変更された場合でも、すべてのデルタを一意に識別できます。

SCCS 履歴ファイル

与えられたファイルのデルタ履歴が格納されているファイル。ファイル名の
先頭に s.が付くことから「エスドットファイル」とも呼ばれます。SCCS 履
歴ファイルは SCCSディレクトリに置かれます。SCCS ディレクトリは、g-
ファイルと同じディレクトリに置かれます。「g-ファイル (SCCS 用語)」の
項目も参照してください。

SID

「SCCSデルタ ID (SID)」を参照してください。

SMID

「SCCSマージ可能 ID (SMID)」を参照してください。

アクセス制御

ワークスペースへのアクセスを制御するために使用するワークスペース管理
機能。
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アンチェックアウト

直前のチェックアウト前の状態にファイルを戻すことです。

親の変更 (Reparent)

子ワークスペースの親を変更することです。

親ワークスペース

子ワークスペースを持つワークスペース。親ワークスペースは通常、統合領
域として使用されます。これに対し、子ワークスペースは、開発、テスト、
衝突解決などの作業に使用されます。

更新

1つまたは複数のファイルが転送元ワークスペースと転送先ワークスペース
の両方に存在し、転送元ワークスペース側で変更があった場合に、ブリング
オーバーまたはプットバックトランザクションでそれらのファイルを更新す
ることを言います。転送先ワークスペース上の SCCS履歴ファイルは転送元
ワークスペースから得られる新しいデルタで更新されます。

更新ブリングオーバー (Bringover Update)

既存の子ワークスペースの内容を、その親ワークスペース上に存在するファ
イルで更新するときに使用されるトランザクション。ワークスペース管理
ツールのトランザクションはすべて、子ワークスペース側の視点から実行さ
れます。このため、更新ブリングオーバートランザクションは親ワークス
ペースから子ワークスペースにファイルを「引き渡す (ブリングオーバー)」
と言います。「作成ブリングオーバー (Bringover Create)」、「ワークス
ペース」、および「プットバック (Putback)」の項目も参照してください。

コピー / 変更 / マージ

並列的に共同開発を行うための作業モデルのことで、ワークスペース管理
ツールの基礎となります。これによって、複数の開発者はそれぞれ共通の統
合領域からソースをコピーし、そのソースに独自の変更を加え、自分が加え
た変更をほかの共同開発者が加えた変更内容とマージする、という一連の開
発作業を進めます。
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子ワークスペース

Codemgr_wsdata/parentsファイルに示されている親ワークスペースを
持つワークスペース。開発作業は通常、子ワークスペース内で行われ、テス
ト終了後、親ワークスペースに戻されます(プットバック)。ワークスペース
管理ツールのトランザクションは子ワークスペース側の視点から実行され、
すべての衝突は子ワークスペースで解決されます。

ルートディレクトリ

ワークスペース管理ツールのワークスペースの最上位ディレクトリ。この
ディレクトリのパス名が、ワークスペースを参照するための名前となりま
す。

作成 (Create)

ワークスペース管理ツールのトランザクション出力で使用される用語です。
あるファイルが転送元 (ソース)ワークスペース上には存在するが転送先
ワークスペース上には存在しない場合、ブリングオーバーまたはプットバッ
クのトランザクション実行時に、そのファイルが転送先ワークスペースにコ
ピーされたとき、そのファイルは「作成」されたと言います。

作成ブリングオーバー (Bringover Create)

ファイルを親ワークスペースから、存在しない子ワークスペースにコピーす
るときに使用されるトランザクション。このトランザクションを実行する
と、指定された子ワークスペースが新たに作成されます。ワークスペース管
理ツールのトランザクションはすべて、子ワークスペース側の観点から実行
されます。このため、作成ブリングオーバートランザクションは親ワークス
ペースから子ワークスペースにファイルを「引き渡す (ブリングオーバー)」
と言います。「更新ブリングオーバー (Bringover Update)」、「ワークス
ペース」、および「プットバック (Putback)」の項目も参照してください。

衝突

あるファイルが子ワークスペースと親ワークスペースの両方で変更されたと
きに生じる状態。衝突は更新ブリングオーバートランザクションによってそ
の存在が確認され、衝突解決トランザクションによって解決します。

衝突解決

2つの衝突したデルタから新しいデルタを作成すること。「マージ」および
「衝突」の項目も参照してください。
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通知

ファイルやディレクトリの変更などのイベントが発生したことをユーザに
メールで通知する、ワークスペース管理機能の 1つです。

デフォルトのパス

SCCS履歴ファイル内の次のデルタが追加される分岐です。履歴ファイル
中、この分岐は実線で示されます。

デルタ

あるファイルの 2つのバージョンの差分について SCCS履歴ファイルに収録
されたデータの集まり。ファイルをチェックインすると、SCCSは、チェッ
クインされたファイルとそのファイルの前バージョン間の行ごとの違いだけ
を記録します。この一連の差分をデルタと呼びます。最初にチェックアウト
した時点のバージョンのファイルは、一連の累積されたデルタから構成され
ています。デルタとバージョンという用語は、多くの場合同義語として使用
されますが、意味は同じではありません。特定のデルタを除外したバージョ
ンを抽出できます。「バージョン」の項目も参照してください。

統合要求 ID

ワークスペース管理がプットバックを許可する前に、プットバック妥当性検
査によって入力が要求されるパスワード。

統合ワークスペース

複数の開発者がそれぞれの作業結果をプットバックする場所となるワークス
ペース。

取消し (Undo)

直前に実行されたブリングオーバーやプットバックトランザクションを無効
にして、ワークスペースを直前の状態に戻すこと。

バージョン

ファイルをチェックインすると、SCCSは、チェックインされたファイルと
そのファイルの前バージョン間の行ごとの違いだけを記録します。この一連
の相違をデルタと呼びます。最初にチェックアウトした時点のバージョンの
ファイルは、一連の累積されたデルタから構成されています。デルタおよび
バージョンという用語は、多くの場合同義語として使用されますが、意味は
同じではありません。特定のデルタを除外したバージョンを抽出できます。
「デルタ」の項目も参照してください。
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バージョン管理

Sun Workshop TemWareファイルを管理するための TeamWare ツール。第
5章を参照してください。

ファイルマージ

衝突解決トランザクション実行時にデルタをマージするために使用される
Sun Workshop TeamWareツール。第 6章を参照してください。

プットバック (Putback)

子ワークスペース上に存在するファイルによって親ワークスペースを更新す
るために使用するトランザクション。ワークスペース管理ツールのトランザ
クションはすべて、子ワークスペース側の観点から実行されます。このた
め、プットバックトランザクションは子ワークスペースから親ワークスペー
スにファイルを「戻す (プットバック)」と言います。「作成ブリングオー
バー (Bringover Create)」、「更新ブリングオーバー (Bringover
Update)」、「ワークスペース」の項目も参照してください。

プットバックの妥当性検査

特定のワークスペースに対するプットバックを許可するかどうかを制御する
ことを可能にするワークスペース管理機能です。

分岐 (SCCS 用語)

SCCS履歴ファイルの主デルタツリーから枝分かれしたデルタまたは一連の
デルタです。

フリーズポイントツール

重要な箇所でワークスペース (またはその一部)のスナップショットをとる
ために使用される Sun Workshop TeamWareツールです。第 8章を参照して
ください。

マージ

内容に相違が存在する 2つのファイル (デルタ)から、相違を統合した 1つ
のファイルを作成すること。通常、この処理はファイルマージプログラムを
使用して行います。
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履歴ファイル

初めてファイルを SCCSの管理下に置くと、その新しい SCCSファイル用に
履歴ファイルが作成されます。履歴ファイルの初期バージョンには、ソース
ファイルの全テキストがそのまま使用されます。この後作成されるデルタ
は、この初期の履歴ファイルと比較されます。履歴ファイルは、その接頭辞
(.s)から s.ファイル (エスドットファイル) とも呼ばれます。

ロック

整合性を保持するため、ワークスペース管理ツールのブリングオーバーおよ
びプットバックトランザクションは、その処理中にワークスペースをロック
します。ロック状態は、各ワークスペース内の Codemgr_wsdata/lock

ファイルに記録されます。ワークスペース管理ツールのコマンドは、ワーク
スペースに対する実行前にワークスペースのこのファイルを確認します。

ワークスペース

Sun WorkShopの管理対象として指定されたディレクトリであり、サブディ
レクトリやファイルが含まれています。通常、プロジェクトの各開発者は各
自専用のワークスペースで並行してプログラミング作業を行います。ワーク
スペース管理には、ワークスペースを管理するための各種ユーティリティが
用意されています。第 2章を参照してください。

ワークスペース階層

プログラマやリリースエンジニアがソフトウェア製品の開発、テスト、共
有、リリースを行えるようにする親子ワークスペースの階層です。

ワークスペース管理

Sun WorkShop TeamWareワークスペースの管理に使用するツールです。第
2章を参照してください。
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索引

記号
-, 80
+, 80
./, 19, 21, 23
|, 80

A
access_controlファイル, 174, 177
argsファイル, 174

B
backupサブディレクトリ, 174

C
childrenファイル, 174
CODEMGR_DIR_FLP, 39
CODEMGR_PATH, 51
CODEMGR_PATH_ONLY, 52
.codemgr_resrcファイル, 177
.codemgrtoolrcファイル, 176
CODEMGR_WS, 52, 118
Codemgr_wsdataサブディレクトリ, 173

access_controlファイル, 174, 177
argsファイル, 174

backupサブディレクトリ, 174
childrenファイル, 174
conflictsファイル, 174
descriptionファイル, 175
Freezepointsサブディレクトリ, 175
historyファイル, 175
locksファイル, 175
nametableファイル, 175
notificationファイル, 176
parentファイル, 176
putback.cmtファイル, 112, 176

codemgrコマンド, 166
conflictsファイル, 174
Customizedメニュー, 107

D
def.dir.flpファイル, 39
descriptionファイル, 175
dmake

-j オプション, 163
-m オプション, 163
入れ子呼び出し, 161
基本概念, 151
コマンド, 136, 161
ホスト, 162, 163
メークファイルに与える影響, 156
理解, 156
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dmake.confファイル, 142, 152, 155
.dmakercファイル, 152

F
Freezepointsサブディレクトリ, 175
freezeptコマンド, 169

H
historyファイル, 175

L
locksファイル, 175

M
makeユーティリティ, 132
MR (変更要求), 112

N
nametableファイル, 175
.NO_PARALLEL

ターゲット, 161
notificationファイル, 176

P
parentファイル, 176
putback.cmtファイル, 112, 176

R
rcs2ws、使用, 53
RCSプロジェクトから TeamWareへの変換, 53
Revision Control System (RCS), 53
RTI (Request To Integrate), 59

S
SCCS

sドットファイル, 179
デルタ ID (SID), 99
ファイルの属性, 110
履歴ファイル, 179
ファイルマージ, 173, 185
分岐, 184

「SCCS get抑制」オプション, 36
sccs-adminコマンド, 110
SCCSデルタ ID (SID), 126, 191
SCCSマージ可能 ID (SMID), 126, 191

SCCSデルタ ID (SID)への変換, 192
SCCSデルタ ID (SID)への変換, 192
必要な理由, 191

Shiftキーを押しながらクリック, 169
SID
定義, 99

sドットファイル, 179

T
TeamWare
ツール, 9
ワークフロー, 8

TeamWareにおける
ファイル名の変更, 101
マージデルタ, 178

TeamWareの設定, 7
「TeamWare」メニュー (バージョン管理), 69
「TeamWare」メニュー (フリーズポイント), 117
「TeamWare」メニュー (ワークスペース管
理), 15

twconfigコマンド, 13
twfreezeコマンド, 115
twmergeコマンド, 168
twversionコマンド, 167



索引    231

W
.WAITターゲット, 158
WorkShopターゲット, 138
workspace descrコマンド, 42

Z
.Z拡張子, 125

あ
アーカイブライブラリ, 159
赤色のチェックマーク, 98
「アクション」メニュー (ワークスペース管
理), 15

アクセス権
全体レベルでのアクセス権, 56

アクセス権、ワークスペース
値, 178
デフォルトのアクセス権, 177

アクセスの制御、ワークスペース, 55
新たにチェックイン, 69
アンチェックアウト, 72

い
依存関係リスト、順序, 158
「一般」タブ, 109
移動
ファイル, 101
ワークスペース, 25

え
エディタ
デフォルト, 110
変更, 71

エラーメッセージ
構築エラーの表示, 146
ワークスペース管理, 195

お
置き換え
構築のための環境変数, 146
メークファイルマクロ, 144

オプション
相違解決 (ファイルマージ), 86
ファイルマージ, 85
ブリングオーバー /プットバック, 34
ワークスペース管理, 48

「オプション」メニュー (ワークスペース管
理), 15

親ワークスペース
作成, 15
定義, 3

か
開始
構築, 136

解除
ワークスペースのロック, 65

カスタマイズ
構築, 139
ワークスペース管理, 48
ワークスペースの履歴表示, 28

環境変数
CODEMGR_DIR_FLP, 39
CODEMGR_PATH, 51
CODEMGR_PATH_ONLY, 52
CODEMGR_WS, 118, 52
構築に対する
値を変更, 145
削除, 145
追加, 145

構築のための, 144
置き換え, 146

「環境変数」ダイアログボックス (構築), 144

き
キーボードショートカット, 170
既存のプロジェクトファイル, 17
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起動
バージョン管理, 67, 172
コマンド行から, 167

ファイルマージ, 76
コマンド行から, 167

フリーズポイント, 115
ワークスペース管理, 13

「強制衝突」オプション, 36

く
グリフ
意味 (ファイルマージ), 92

グリフ、ファイルマージの意味, 79

け
警告メッセージ、ワークスペース管理, 214
現在の相違 (ファイルマージ), 83

こ
更新
フリーズポイントファイル, 119
ブリングオーバー /プットバックファイルリ
スト, 38

更新ブリングオーバー
タブ, 21
トランザクション, 20, 21
ファイルリスト, 38
ワークスペースを更新, 95

構築
開始, 136
カスタマイズ, 139
ディレクトリ, 132

構築 makeターゲット、定義, 132
「構築」ウィンドウ
構築出力表示区画, 138, 146, 147
開く, 129

構築エラー
修正, 146, 148

ソースの表示, 146, 147
構築エラーの修正, 146, 148
「構築オプション」ダイアログボックス, 140
構築コマンド
指定, 137

構築サーバー, 162
構築サーバーの構成ファイル, 152
構築出力
収集, 138
保存, 139

構築出力表示区画, 138, 146, 147
構築ターゲット
指定, 137

構築ディレクトリ
指定, 137

構築に対する環境変数, 145
構築の終了, 149
構築の出力
表示, 138

コピー /変更 /マージ, 2
コマンド, 165, 169

freezept, 169
twconfig, 13
twfreeze, 115
twmerge, 168
twversion, 167

コマンド行, 165, 169
ファイルマージ, 167
フリーズポイント, 169
ワークスペース管理, 166

「コマンド」メニュー (バージョン管理), 68
コメント
プットバック, 24

子ワークスペース
親子関係の変更
親の変更コマンドを使用, 44
ドラッグ &ドロップによる, 44
例, 45

親子関係を変更する理由, 42
作成, 17
定義, 3
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さ
削除
構築に対する環境変数, 145
ファイル, 101
メークファイルマクロ, 143
ワークスペース, 26

作成
親ワークスペース, 15
カスタマイズ (バージョン管理), 106
空のワークスペース, 16
既存のファイルからワークスペース, 17
子ワークスペース, 17
フリーズポイントファイル, 114, 118

作成ブリングオーバー
タブ, 18
トランザクション, 18

差分, 96

し
実行時構成ファイル, 152
実線, 98
指定, 144
構築コマンド, 137
構築ターゲット, 137
構築ディレクトリ, 137
構築のための環境変数, 144

自動作成
フリーズポイントファイル, 124

自動的に作成
ブリングオーバー /プットバックファイルリ
スト, 38

自動マージ, 84
「詳細メッセージ」オプション, 36
衝突
定義, 76
ファイルマージ, 78

「衝突解決」トランザクション, 172
衝突解決トランザクション, 76, 180
ファイルマージ SCCS履歴ファイル, 185

衝突するファイルをマージ, 78

ショートカット
キーボード, 170
マウス, 170

「ジョブグラフ」ウィンドウ, 136
白抜きのグリフ, 81
シンボル
ファイルマージのグリフ, 79
ファイル履歴, 98

せ
正符号 (+), 80

そ
相違 (ファイルマージ)
解決, 83
現在の, 83
次の, 83
前の, 83

相違を解決, 83
ソース階層
再作成, 120
抽出, 120

ソースコード管理システム (SCCS), 4
ソースワークスペース, 115
ソース, 115

祖先ファイル (ファイルマージ), 82
起動時に読み込み, 168

た
ターゲット

Sun WorkShop, 132
複雑なプロジェクト, 132
複数, 160
並列構築, 157, 158
ユーザーメークファイル, 133

「ターゲットの新規定義」ダイアログボック
ス, 133, 136

「ターゲットの編集」ダイアログボックス, 133
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ダイアログボックス
「メークのマクロ」, 142

縦棒 (|), 80
妥当性検査, 59
ダブルクリック, 50, 109, 171

ち
抽出
ソース階層, 115, 120
フリーズポイントファイル, 120
フリーズポイントファイルからのデルタ, 115,

120

つ
追加
メークファイルマクロ, 143
「読み込み」メニューへの (バージョン管
理), 107

ワークスペースへのファイルの, 69
ツール, 9
「ツール属性」ダイアログボックス, 48
「衝突解決」タブ, 86
「ワークスペース管理」タブ, 48

次の相違 (ファイルマージ), 83

て
ディレクトリ、現在の作業用 (ファイルマー
ジ), 82

デフォルト値を使用した構築, 135
デフォルトのエディタ, 71, 110
デフォルトのファイルリスト, 38
デルタ
定義, 4, 99
フリーズポイントファイルに含まれる, 126

「デルタコメント」オプション, 36
デルタのマージ, 100
電子メールによる通知, 40

と
統合要求 ID, 62
ドラッグ &ドロップ, 170
トランザクション
更新ブリングオーバー, 20, 21
作成ブリングオーバー, 18
衝突解決, 172, 180
制御, 55
取り消し (ファイルマージ), 85
取り消し(ワークスペース管理), 25
プットバック, 23
他のユーザーへの通知, 40

取り消しトランザクション, 25

な
名前
履歴, 103
ワークスペース, 41

名前の変更
ワークスペース, 25

名前変更の衝突, 103, 104

に
二重下線, 98

ね
ネットグループ, 58

は
バージョン管理
カスタマイズメニュー, 106
コマンド行から起動, 167
ダブルクリックで自動的に起動, 172

バージョンの定義, 100
波線, 98
「バックアップしない」オプション, 36
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Ｘで消されたデルタ, 98

ひ
日々の作業, 8
表示

SCCS管理下にないファイル, 69
構築エラーのソース, 146
差分, 96
デルタ間の相違, 108
ファイルの履歴, 96
ワークスペース履歴, 27

「表示」メニュー (バージョン管理), 68
「表示」メニュー (フリーズポイント), 117
「表示」メニュー (ワークスペース管理), 15

ふ
ファイル

.Z拡張子, 125
access_control, 174, 177
args, 174
children, 174
.codemgr_resrc, 177
.codemgrtoolrc, 176
conflicts, 174
description, 175
dmake.conf, 142, 152, 155
.dmakerc, 152
history, 175
locks, 175
nametable, 175
notification, 176
parent, 176
putback.cmt, 112, 176
SCCS属性, 110
アンチェックアウト, 72
移動, 101
構築サーバーの構成, 152
再読み込み (ファイルマージ), 85
削除, 101, 105
実行時構成, 142, 152
祖先, 82

独自のブリングオーバー /プットバックリス
ト, 38

名前の履歴, 103
バージョン, 100
ファイルマージ
衝突してしない, 179
衝突している, 180

ファイル名の変更, 101
フリーズポイント, 114
更新, 119
作成, 114, 118
自動作成, 124
抽出, 120
定義, 126

読み込み
起動時に 2つ (ファイルマージ), 168
起動時に 3つ (ファイルマージ), 168

読み込み (バージョン管理), 107
履歴, 96

ファイルのチェックアウト, 70
ファイルの並行修正, 159
ファイルの履歴
表示, 96

ファイル変更の統合, 73
ファイルマージ

SCCS履歴ファイル, 180
オプション, 85
コマンド行, 167
衝突していないファイル, 179
衝突している, 180
変更の取り消し, 85
例, 88, 93

「ファイルマージ」ウィンドウの色, 79
ファイル名の変更
ファイル, 101

「ファイル」メニュー (バージョン管理), 68
「ファイル」メニュー (フリーズポイント), 117
「ファイル」メニュー (ワークスペース管理), 15
ファイルリストプログラム (FLP)
例, 39
独自で作成する, 39

ファイル履歴
シンボル, 98
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「ファイルを開く」ダイアログボックス (ファイ
ルマージ), 81

ファイルをまとめて選択, 169
複数のターゲット, 160
プットバック
オプション, 34
コメント, 24
タブ, 23
トランザクション, 23
ファイルリスト, 38

プットバックの妥当性検査, 59
起動, 61
プログラム例, 62

負符号 (-), 80
フリーズポイント
起動, 115
コマンド行, 169
作成, 114
抽出, 115

「フリーズポイント」ウィンドウ
作成モード, 116
抽出モード, 122

フリーズポイント、定義, 113
フリーズポイントファイル, 114
更新, 119
作成, 114, 118
自動フリーズポイント, 124
情報, 126
抽出, 120
定義, 126

ブリングオーバー /プットバックのオプション
SCCS get抑制, 36
強制衝突, 36
詳細メッセージ, 36, 37
設定, 34
デルタコメント, 36, 37
バックアップしない, 36
プレビュー, 36, 37
メッセージ抑制, 36, 37

「プレビュー」オプション, 36
プロジェクト、RCSから TeamWareへの変換, 53

分岐, 99, 184
分散メーク, 142

へ
並列処理, 160
並列処理に対する制限, 160
「ヘルプ」メニュー (バージョン管理), 69
「ヘルプ」メニュー (フリーズポイント), 117
「ヘルプ」メニュー (ワークスペース管理), 15
変更
構築に対する環境変数の値, 145
デフォルトのエディタ, 71
メークファイルマクロの値, 143
ワークスペース, 25

変更の伝達, 20
変更の取り消し
ファイル, 72
ファイルマージ, 85

変更要求 (MR), 112

ま
マージ
自動, 84

マージ版 (ファイルマージ), 93
マージ版を編集 (ファイルマージ), 93
マウス
ショートカット, 170
ダブルクリック, 50

マウスの右ボタン, 170, 171
前の相違 (ファイルマージ), 83
マクロ
動的, 159
メークファイル
追加, 143
変更, 143

マニュアルページ, 166
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め
「メークのマクロ」ダイアログボックス, 142
メークファイル

dmakeユーティリティが与える影響, 156
制限事項, 157
定義, 132
テンプレート、使用, 156
ファイルの衝突, 160

メークファイルマクロ
置き換え, 144
削除, 143
追加, 143
定義, 142
変更, 143

「メッセージ抑制」オプション, 36
メニューのカスタマイズ (バージョン管理), 106

や
矢印, 98

ゆ
ユーザーアクセス権
グループアクセス権, 58

ユーザーメークファイル
ターゲット, 133
プロジェクト, 135, 137

よ
読み込み
「ファイルマージ」ウィンドウからのファイ
ルの, 81

ファイルマージの起動時に２つのファイル
を, 168

ファイルマージの起動時に 3つのファイル
を, 168

「読み込み」メニュー (バージョン管理), 107

ら
ライブラリの更新、同時, 159

り
履歴
ファイル, 179
ワークスペース, 27

れ
例
ファイルマージ, 88, 93
ワークスペースの親子関係の変更, 45

ろ
ロック, 65

わ
ワークスペース
アクセス権, 55
値, 178
デフォルトのアクセス権, 177

移動, 25
イベント通知, 40
親
作成, 15
定義, 3

親子関係の変更, 42
理由, 42
例, 45

空の, 16
既存のファイルから, 17
子
作成, 17
定義, 3

削除, 26
衝突, 76
設定, 55
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設定の解除, 27
定義, 13
名前, 41
名前の変更, 25
ファイルの追加, 69
プットバックの妥当性検査, 59
変更, 25
メタデータディレクトリ

(Codemgr_wsdata), 173
履歴の検索, 31
履歴の表示, 27
ロック, 65
ロックの解除, 65
ワークスペース管理、定義, 173
分かりやすい名前, 41

ワークスペース管理
エラーメッセージ, 195
カスタマイズ, 48
警告メッセージ, 214
コマンド行, 166
属性, 48

「ワークスペース管理」ウィンドウ, 14
ワークスペース管理、定義, 173
ワークスペース設定の解除, 27
ワークスペースの親子関係の変更, 42
一時的な, 44
例, 45

ワークスペースの親子関係を変更する
理由, 42

ワークスペースの履歴表示
起動, 28
フィルタ情報, 30

ワークスペースの履歴表示情報のフィルタ, 30
ワークスペースへのアクセスの制御, 55
ワークスペース名を表示, 41
「ワークスペース」メニュー (バージョン管
理), 69

「ワークスペース」メニュー (ワークスペース管
理), 15

ワークスペース履歴の検索, 31
ワークフロー, 8

分かりやすいワークスペース名, 41


